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古
代
中
国
に
淵
源
の
あ
る
「
畿
内
制
」
は
、
天
子
を
中
心
と
す
る
礼
秩
序
（
身
分
の
尊
卑
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
）
に
基
づ
く
国
士
区
分
の
一
種
で
あ
り
、
畿
内
は
王
権
の
支
配
力
が
直
接
及
ぶ
サ
カ
ヒ
ノ
ウ
チ
、
そ
の
直
領
地
と
し
て
最
も
重
要
視
さ
れ
、
畿
外
と
は
異
な
る
、
力
役
負
担
の
重
い
軍
事
的
拠
点
、
礼
の
秩
序
を
体
現
す
る
地
、
畿
内
の
監
察
そ
の
他
の
特
徴
を
も
つ
区
域
で
あ
っ
た
と
い
う
。
畿
内
制
は
又
、
中
央
集
権
的
な
郡
県
制
の
基
本
的
要
素
と
な
り
、
礼
制
の
秩
序
は
そ
の
下
で
、
爵
に
よ
る
官
僚
・
人
民
の
身
分
秩
序
化
を
確
認
す
る
儀
礼
行
為
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
畿
内
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
朝
鮮
や
古
代
日
本
も
、
各
々
の
か
た
ち
で
そ
れ
を
敷
き
、
日
本
で
は
推
古
天
皇
代
の
受
容
が
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。
礼
の
知
識
は
、
中
国
と
の
外
交
交
渉
に
際
し
て
自
国
の
は
じ
め
に
琉
球
王
国
一
五
世
紀
中
期
以
降
の
畿
内
制
的
な
特
徴
と
王
城
儀
礼
ｌ
官
人
組
織
と
王
城
儀
礼
の
変
遷
Ｉ
真
喜
志
璃
子
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国
際
的
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
国
内
的
な
君
臣
秩
序
を
構
築
す
る
た
め
に
も
（１） 
中
国
的
な
礼
制
を
継
受
す
る
こ
と
が
各
国
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
琉
球
王
国
に
も
「
畿
内
制
」
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
古
琉
球
の
王
国
政
治
の
基
礎
や
枠
組
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
検
討
に
値
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
尚
真
期
の
碑
文
「
円
覚
禅
寺
記
」
「
国
王
頌
徳
碑
」
「
万
歳
嶺
記
」
や
「
百
浦
添
欄
干
之
銘
」
ほ
か
は
、
当
時
畿
内
制
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
と
そ
れ
以
前
の
始
行
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
以
降
、
畿
内
三
問
切
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の
区
域
と
し
て
実
際
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
東
恩
納
寛
惇
氏
に
よ
る
先
駆
的
な
考
察
が
あ
る
。
尚
真
期
の
碑
文
は
、
同
氏
の
指
摘
さ
れ
た
、
区
域
と
し
て
の
畿
内
の
み
で
な
く
、
「
畿
内
制
」
の
も
つ
そ
の
他
の
特
徴
を
記
述
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
概
ね
史
実
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
定
し
て
き
た
。
「
万
歳
嶺
記
」
二
四
九
七
年
）
に
「
秦
の
時
代
に
始
ま
っ
た
爵
を
再
び
も
た
ら
す
」
と
あ
り
、
こ
の
時
代
を
畿
内
制
の
一
つ
の
画
期
と
捉
え
る
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。
従
来
の
通
史
や
論
考
に
は
、
筆
者
の
知
（２） 
る限りでは、琉球王国の畿内制や上記碑文にみえる畿内制的特徴にも一一一一口及はない。
小稿では、はじめに『朝鮮王朝実録』琉球史料（以下三朝実録』琉球史料と略記）をふくめて、こ
の
事
柄
に
つ
い
て
再
度
検
討
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。
「
万
歳
嶺
記
」
の
記
述
と
の
関
連
で
、
そ
れ
以
前
、
ま
ず
『
王
朝
実
（３） 
録
』
琉
球
史
料
に
記
録
さ
れ
た
、
琉
球
王
国
の
一
五
世
紀
半
ば
頃
の
畿
内
制
的
特
徴
を
も
つ
王
城
の
状
況
（
小
稿
で
は
こ
れ
を
仮
に
前
期
と
よ
ぶ
）
と
そ
の
実
態
に
着
目
し
て
、
そ
の
約
二
○
年
後
以
降
の
、
こ
の
制
度
を
継
受
し
進
展
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
尚
真
王
代
以
降
の
王
国
の
状
況
（
後
期
と
よ
ぶ
）
の
事
象
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
、
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ま
た
そ
の
変
化
の
具
体
的
な
有
り
様
を
見
て
ゆ
く
。
そ
れ
と
比
較
す
る
た
め
に
、
日
本
古
代
の
原
初
的
な
官
人
と
い
わ
れ
る
舎
人
や
侍
女
の
歴
史
の
概
略
を
辿
る
。
琉球王国の前期から後期への変化が最もあきらかであり、小稿で注目するのは、後期の官人制度の
発
達
と
王
城
で
行
わ
れ
る
農
耕
儀
礼
の
規
模
の
拡
大
、
そ
こ
に
官
人
の
参
加
が
よ
り
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
儀
礼
を
主
宰
す
る
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
そ
の
背
後
に
い
る
里
主
や
そ
の
一
族
の
存
在
と
そ
の
働
き
で
あ
る
。
前
期
儀
礼
へ
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
た
ち
の
参
加
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
彼
ら
の
存
在
と
そ
の
成
長
が
、
そ
の
変
化
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
ろ
う
と
か
ん
が
え
る
。
従
来
古
琉
球
の
里
主
に
つ
い
て
は
、
主
に
辞
令
書
で
里
主
所
（
職
田
）
を
与
え
ら
れ
た
者
、
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
上
記
の
目
的
の
た
め
に
は
、
そ
れ
以
前
の
、
辞
令
書
の
残
存
し
な
い
一
五
世
紀
頃
の
里
主
、
そ
れ
と
一
組
に
な
っ
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
大
ア
ム
・
ア
ム
シ
ラ
レ
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
呉
姓
家
譜
の
記
す
、
里
主
・
大
ア
ム
の
元
祖
と
い
う
泊
里
主
と
そ
の
妻
泊
大
ア
ム
一
族
の
子
孫
や
、
以
後
同
家
と
結
び
つ
い
て
い
く
毛
姓
の
活
躍
を
辿
る
こ
と
、
夏
姓
家
譜
の
記
す
、
尚
泰
久
時
代
の
鬼
大
城
を
初
期
の
官
人
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
総
地
頭
」
と
記
さ
れ
る
者
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
王
城
の
祭
祀
儀
礼
に
関
す
る
一
般
的
な
理
解
は
現
在
も
、
巫
女
を
中
心
に
お
い
て
論
じ
た
、
伊
波
普
猷
氏
以
来
の
聖
俗
二
元
論
で
あ
り
、
古
琉
球
の
琉
球
王
国
の
祭
祀
儀
礼
（
霊
界
）
は
、
国
王
の
オ
ナ
リ
神
と
し
て
の
聞
得
大
君
（
正
し
く
は
聞
徳
大
君
按
司
。
国
王
の
姉
妹
や
王
族
女
性
君
々
）
’
三
平
等
大
ア
ム
シ
ラ
レ
ー
各
地
の
大
ア
ム
ー
ノ
ロ
・
ツ
カ
サ
と
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い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
神
女
組
織
（
以
下
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
と
略
称
）
に
よ
り
行
わ
れ
、
政
治
（
現
実
世
界
）
は
国
王
中
心、というものである。従来、オモロや王城儀礼の基本史料の解釈も、この儀礼観のつよい影響のも
（４） 
と
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
か
従
来
の
古
琉
球
の
王
城
祭
祀
の
考
察
は
、
基
本
史
料
の
内
容
に
深
く
立
ち
い
っ
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
従
来
説
は
一
五
世
紀
半
ば
以
降
の
王
城
儀
礼
の
も
つ
一
面
、
官
人
の
参
加
に
注
目
し
て
い
な
い
。
小
稿
を
通
じ
て
、
従
来
通
説
的
に
な
っ
て
い
る
理
解
は
王
国
儀
礼
の
も
つ
そ
の
一
面
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
、
そ
こ
に
参
集
す
る
ヒ
キ
の
官
人
の
職
能
と
実
態
を
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
畿
内
制
と
関
連
し
、
と
く
に
オ
モ
ロ
と
い
う
歌
謡
と
も
む
す
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
。
畿
内
制
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
上
記
の
東
恩
納
寛
惇
氏
に
よ
る
区
域
と
し
て
の
畿
内
に
つ
い
て
の
－５｝ 
考
察
に
関
連
す
る
論
考
は
あ
り
、
『
王
朝
実
録
」
琉
球
史
料
の
記
す
当
時
の
身
分
制
と
そ
の
表
示
、
国
家
的
な
儀
礼
の
萌
芽
に
つ
い
て
も
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
又
、
近
年
、
泊
里
主
や
当
時
の
泊
周
辺
・
奄
美
大
島
の
状
況
、
と
く
に
喜
界
（６） 
島討伐はいかに行われたかについても考察が進んでいる。これらの研究成果に学びながら、小稿は王
国
の
内
部
に
視
点
を
お
い
て
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
。
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二
）
前
期
の
畿
内
制
的
な
特
徴
に
つ
い
て
『海東諸国紀』と『朝鮮王朝実録』は、一五世紀半ば頃の、琉球王国についての記録を残す外部の
同
時
代
史
料
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
一
四
七
一
年
に
申
叔
舟
が
王
命
に
よ
り
、
日
本
と
琉
球
の
歴
史
や
国
情
、
朝
鮮
と
こ
の
両
国
と
の
通
交
の
沿
革
や
応
接
の
規
定
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
五
・
六
世
紀
の
琉
球
国
内
事
情
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
い
る
。
と
く
に
同
書
所
収
の
琉
球
王
国
の
地
図
は
、
こ
の
時
代
の
王
城
周
辺
の
状
況
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
。
後
者
も
、
国
際
社
会
に
お
け
る
琉
球
の
動
静
を
、
年
代
を
追
っ
て
明
確
に
記
述
し
、
琉球と朝鮮との間でもっとも頻繁な通交往来のあった十四・五世紀についても記録を残す。これらの
〈（４）
朝
鮮
史
料
は
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
特
に
そ
の
朝
鮮
漂
流
民
の
見
聞
記
録
は
、
琉
球
国
王
の
居
住
し
た
王
城
内
部
の
具
体
的
特
徴
を
か
た
る
唯
一
の
信
瀝
性
の
た
か
い
貴
重
な
同
時
代
史
料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で（８） 
、王に取り上げるのは、次のａ～ｅであるが、ほかに一五四一ハ年の朴孫の見聞などが収録されている。
（ａ）一四五三年、万年（卜麻寧）・丁録（田皆）
（ｂ）一四六二年、梁成
（
ｃ
）
一
四
六
二
年
、
肖
得
誠
一
五
世
紀
半
ば
頃
の
琉
球
王
国
王
城
周
辺
の
畿
内
制
的
特
徴
と
そ
の
継
受
－『王朝実録」琉球史料及び尚真期の碑文その他の文献史料からＩ
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（
ｄ
）
一
四
六
二
年
、
普
須
古
・
察
環
（
ｅ
）
一
四
七
九
年
、
金
非
衣
釜
非
乙
介
）
・
姜
茂
ほ
か
万
年
ら
は
、
一
四
五
○
年
一
二
月
に
臥
蛇
島
に
漂
着
し
、
そ
の
後
一
四
五
二
年
末
頃
ま
で
王
城
で
暮
し
主
の
側
近
く
に
仕
え
た
者
。
梁
成
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
い
て
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
就
い
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
滞
在
は
四
年
に
及
び
、
王
庭
の
内
部
事
情
を
詳
述
し
、
正
殿
内
部
の
各
層
の
具
体
的
な
使
わ
れ
方
ま
で
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
自
由
な
行
動
が
保
証
さ
れ
て
い
た
者
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
肖
得
誠
ら
の
王
城
滞
在
は
約
二
カ
月
と
短
か
っ
た
が
、
城
正
殿
の
南
の
行
廊
に
留
め
置
か
れ
た
、
と
自
ら
記
し
て
お
り
、
王
城
内
部
の
詳
細
な
報
告
を
し
て
い
る
。
普
須
古
と
察
環
は
、
琉
球
国
使
と
し
て
李
朝
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
り
、
使
者
が
琉
球
国
人
の
遣
使
と
し
て
は
三
○
年
振
り
の
（９） 
ものであった。（ｄ）史料は、李朝の｛曰一慰史が、『文献通考』琉球国記の記事に沿って行った応答の記
録
。
こ
れ
ら
は
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
史
料
で
は
あ
る
が
、
ａ
～
ｃ
に
つ
い
て
個
々
の
記
録
に
立
ち
入
っ
た
考
察
に
ま
で
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
は
っ
き
り
と
記
述
し
て
い
な
い
が
、
東
恩
納
寛
惇
氏
の
、
『王朝実録』の「廊廉」（正殿に付設した細長い建物）を軍士の詰め所とみる記述（後述）は、当時の
「番の出仕」（つまりヒキ的な者たちによる勤務体制）を推定したものであり、また、豊見山和行氏もこれ
（川一
ら
の
史
料
に
み
え
る
朝
官
を
「
ヒ
キ
の
前
身
」
と
し
て
捉
え
、
当
時
の
儀
礼
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
は
両
氏
の
、
朝
官
や
軍
士
を
ヒ
キ
の
前
身
と
み
る
解
釈
に
従
っ
て
個
々
の
記
録
に
少
々
立
ち
入
っ
て
ゆ
く
。
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（１）王と臣下の周辺Ｉ身分の尊卑
（１）は、主に、朝会での王と朝官（臣下）との関係において記録されることが多いので、（２）と
合
わ
せ
て
み
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
国
王
は
圭
宮
に
力
）
入
る
と
す
ぐ
に
倭
笠
を
着
け
る
が
、
服
飾
に
朝
官
と
の
区
別
は
な
い
。
休
息
す
る
と
き
に
、
紅
白
あ
る
い
は
黒
の
絹
を
用
い
て
頭
を
裏
む
（
ｃ
）
の
は
国
王
の
み
で
あ
り
身
分
的
な
区
別
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
王
は
日
撰
を
し
て
、
城
の
中
層
に
お
り
、
侍
女
百
人
余
が
そ
れ
に
仕
え
漂流民梁成は、「王城は凡そ三重にして、外城に倉庫及び厩有り。中城は侍衛の軍一一百余、之に居
る。内城に一一三の層閣有り。…其の王、吉日を択んで往来して之に居す」。「（層閣の）上層に珍宝
を
蔵
し
、
下
層
に
酒
食
を
置
く
」
と
語
っ
て
い
る
。
梁
成
は
又
、
す
で
に
こ
の
頃
島
内
に
、
郡
県
の
制
度
が
あ
り
、
「
里
毎
の
長
」
の
存
在
も
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
石
上
英
一
氏
は
、
一
四
五
三
年
の
「
王
朝
実
録
』
琉
球
史
料
の
記
述
と
辞
令
書
に
よ
り
、
’
四
五
○
年
頃
す
で
に
大
島
笠
利
に
は
当
地
を
統
治
す
る
琉
球
の
官
人
が
い
た
こ
と
を
推
定
さ
｛Ⅲ） 
れた。上記「海東諸国紀』地図によれば、王城は、「琉球国都」（内城）・中城・外城の一二部分からなっ
（吃）
て
い
た
。
安
里
進
氏
は
、
首
里
城
は
、
勝
連
城
や
座
喜
味
城
、
北
谷
・
〈
７
帰
仁
城
な
ど
大
型
城
と
共
通
す
る
特
徴
を
も
（畑）
ち
、
大
型
城
の
な
か
で
も
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
『
王
朝
実
録
」
琉
球
史
料
に
み
ら
れ
る
畿
内
制
的
要
素
、
特
に
儀
礼
の
実
態
に
注
目
し
、
ま
た
後
述
の
泊
里
主
と
関
わ
る
も
の
な
の
で
、
泊
周
辺
の
記
述
も
抜き出しておく。
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（
２
）
朝
官
と
朝
会
ｌ
官
人
組
織
の
問
題
琉球国王は、一月か一一月に一・一一度、群臣に謁見する。その際、王は三層の殿上に居り、冠帯を着
一応）
けた群臣は庭下で拝す（ａ）。朝官の衣服は中国人と同様で、色糸刺繍で尊卑を区別する（ａ）。朝〈戸
には、遠方から邑の長も参加し、吉日を択び、王庭で供進する（ｂ）。梁成は久米島に一ヵ月滞在し、
同
島
の
「
貢
船
」
で
本
島
に
渡
っ
た
と
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
、
久
米
島
と
王
城
は
入
貢
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
（脳）
さ
れ
る
。
「
遠
方
か
ら
参
加
し
、
王
庭
で
供
進
」
し
た
者
の
中
に
は
、
久
米
島
人
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
供
進
実
子
に
食
事
を
捧
げ
る
こ
と
）
は
、
米
（
あ
る
い
は
そ
の
穂
）
な
ど
の
穀
物
献
上
、
あ
る
い
は
神
酒
と
し
て
献
上
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
群
臣
は
庭
に
在
り
て
飲
食
す
」
と
あ
り
、
層
閣
に
い
る
王
と
は
別
に
、
庭
で
飲
食
し
た
のであろう。その際音楽や献爵はなかった（ｂ）。
百人余の朝官は、奴稗・土田・家舎及び軍器等を官給されて、五日毎に交代する（ｂ）。その中の
四
・
五
人
は
長
番
し
て
出
で
ず
、
と
あ
る
か
ら
、
王
城
に
常
住
す
る
者
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
官
は
軍
器
等
も
官
給
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
後
の
ヒ
キ
の
官
員
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
時
に
よ
り
、
儀
仗
兵
あ
る
い
る
と
い
う
が
侍
女
の
衣
服
の
記
載
は
な
い
。
男
子
の
常
服
や
朝
官
の
衣
服
に
は
尊
卑
の
差
が
あ
り
、
袖
口
の
色
糸
の
刺
繍や、袖口の幅等で表す（ａ）。衣の黒・白・赤の色の別も身分制との関係が推定されている。。「紅｛Ｍ） 
白
あ
る
い
は
黒
の
緒
を
用
い
て
頭
を
裏
む
」
と
は
、
粕
（
鉢
巻
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
に
冠
の
制
度
に
変
化
す
る
。
162 
Hosei University Repository
（３）護衛・軍士・唱歌
「凡そ王挙動するに、女官剣を杖して侍衛す」（ｄ）とあるのは、その命の伝達者として、常に王の
側
に
居
た
侍
女
た
ち
は
、
時
に
、
剣
を
持
っ
て
王
を
護
衛
す
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
城
門
の
番
は
、
後
に
ヒ
キ
の
重
要
な
役
目
と
な
っ
た
が
、
『
女
官
御
双
紙
』
二
八
世
紀
成
立
）
は
、
禁
中
の
女
官
が
、
あ
る
城
門
の
番
を
行
う
事
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
職
事
が
慣
習
と
し
て
一
部
は
以
後
も
長
く
残
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
、
普
須
古
と
察
環
の
報
告
は
当
時
の
王
宮
の
実
態
の
一
端
を
正
し
く
報
告
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）
は
軍
士
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
廊
厩
に
は
多
く
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
こ
に
軍
士
が
留
宿
す
、
と
も
記
さ
れ
る
が
｛Ⅳ） 
（ｃ）、これは後の史料にいう、正殿の下庫理の南風の廊下・西の廊下に当たるものであろうか。「五
日毎に一たび朝会す」（ｃ）「朝官の禄俸は、五日毎に一たび頒つ」（ｃ）、「（朝官）事を治めること五
か
わ
日、相逓る」（ｂ）ともあるから、朝官の交代時に朝〈玄が行われ禄俸が渡されたのであろう。又、「朝
官
入
庭
す
る
や
、
合
掌
し
て
三
拝
す
。
其
の
日
、
人
民
、
酒
桶
を
持
ち
来
た
り
て
宮
に
納
め
、
又
、
生
苧
を
納
む
」
（ｃ）、とあるのは、初穂あるいは収穫した穀物からつくる酒、あるいは生苧を宮に納めることなど、
一隅〉
上
納
儀
礼
と
し
て
の
朝
会
の
記
述
と
田
心
わ
れ
る
。
苧
は
、
外
城
に
あ
る
苧
庫
に
蓄
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
王
の
謁
見
は
一
・
二
ケ
月
に
一
度
、
あ
る
い
は
一
ケ
月
に
二
度
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
五
日
毎
の
、
朝
官
と
の
朝
会
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（４）王府儀礼の諸相ｌ葬礼・賓礼・貢納儀礼
梁
成
は
「
其
の
国
祭
享
無
し
」
と
報
告
し
て
い
る
が
、
か
れ
ら
の
記
録
か
ら
み
て
、
小
規
模
で
は
あ
っ
て
も
儀
礼
的
な
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
豊
見
山
和
行
氏
は
こ
の
時
代
に
、
一
種
の
服
属
儀
礼
や
神
の
怒
り
を
鎮
め
る
祈
祷
（
神
堂
の
祀
神
礼
）
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
期
と
の
比
較
の
項
で
述
べ
ることとし、ここでは主に葬礼を取り上げ、その他の具体的な儀礼についての記述もまとめておきた
う
が
た
だ
ち
梁成の報告に「国王の葬礼は、巌を鑿ちて、塘（墓穴）とな－」…遂に棺をほうむる。板門を作り鋪
鎖
（
鍵
と
錠
前
）
を
以
て
之
に
使
う
。
…
墓
を
環
り
て
石
城
を
築
く
。
城
に
一
門
有
り
。
凡
そ
人
の
葬
礼
は
、
塘
を
鑿
ち
て
、
棺
を
お
き
む
る
は
同
じ
。
只
、
構
屋
・
築
城
の
事
な
し
」
（
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
国
王
と
そ
れ
以
外
の
者
と
の
葬
（拙稿Ⅵ）。軍士のもとの数は不明とあるが、百人を単位とし、日をかえて交代で当直するという。
「旧宮」へ、王は、或いは輪に乗り、或いは馬に乗り、兵一一一百人を従えて行く。その「侍衛の軍士」
は「唱歌」す（ｃ）、ともある。侍衛の軍士のうたう農歌のような「曲節」とは、『琉球国由来記」な
どにいう神歌（オモロ）に類するものであったと推測され、『おもろさうし」所収の行幸の際の蛎夫を
一四）
う
た
う
神
歌
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
後
述
）
。
そ
の
他
、
罪
囚
鞄
問
の
時
軍
士
は
甲
を
つ
け
て
侍
衛
す
て
）
と
あ
る
。
レミ
○ 
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｛釦一
礼
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。
一
六
世
紀
前
半
の
冊
封
使
陳
侃
は
、
「
王
及
び
陪
臣
の
家
の
若
き
は
、
則
ち
骸
匡
を
以
て
山
穴
中
に
蔵
し
、
乃
ほ
木
板
を
以
て
小
煽
戸
を
為
り
、
歳
時
の
祭
掃
に
は
則
ち
啓
鎗
し
て
之
を
視
る
。
蓋
し
木
朽
ち
て
（皿｝
骨暴露するを恐るるなり」、と記しておｍリ、「王朝実録』琉球史料と、内容に共通点がある。一般には
風
葬
的
な
埋
葬
が
行
わ
れ
、
上
層
の
人
々
、
特
に
国
王
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
れ
と
は
異
な
る
葬
制
が
確
立
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
由
来
記
』
（
巻
一
）
は
、
先
王
・
先
妃
、
回
忌
の
年
に
当
た
る
孟
秋
（
七
月
）
に
は
、
寺
に
茶
屋
を
た
て
て
「
弔
祭
の
礼
」
を
行
う
、
と
記
し
て
い
る
。
「
七
月
十
五
日
、
仏
寺
に
上
る
。
亡
親
の
姓
名
を
記
し
、
案
上
に
置
き
、
米
を
床
に
輿
え
、
竹
葉
を
以
て
地
に
潅
水
す
。
僧
は
則
ち
読
経
し
、
俗
は
則
ち
礼
拝
す
」
（
ｂ
）
と
い
う
記
録
は
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
、
お
そ
ら
く
は
上
層
の
人
々
の
た
め
の
、
盆
行
事
な
ど
の
仏
事
も
寺
で
行
わ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
を
示
すものであろう。「由来記』によれば、十五世紀半ば頃来琉の南禅寺の芥隠は、広巌寺など八寺を建
立
し
て
お
り
（
巻
十
）
、
同
寺
の
十
王
堂
は
十
王
経
の
説
く
と
い
う
、
冥
界
で
死
者
の
罪
業
を
裁
く
十
人
の
王
（
秦
広
王
・
閻
魔
王
な
ど
）
を
祀
る
場
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
十
王
堂
は
、
年
忌
儀
礼
と
し
て
の
「
十
仏
事
」
の
成
立
に
応
じ
（理）
て立てられるｊｂのといわれ、広巌寺の十王堂も、上記の目的を持っていたことは、『由来記」にみる
十
王
の
具
体
的
な
説
明
か
ら
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
年
忌
的
な
仏
事
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
か
ん
が
え
る
。
（幻）
詔
勅
や
書
契
を
迎
え
る
儀
礼
は
賓
礼
で
あ
、
リ
、
冊
封
儀
礼
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
儀
礼
は
、
簡
素
な
朝
会
と
は
対
照
的
に
華
や
か
な
行
列
を
伴
い
、
甲
冑
を
身
に
付
け
た
軍
士
が
、
詔
勅
や
書
契
を
旗
や
蓋
を
も
っ
て
迎
え
て
輿
縞
に
l65琉球王国一五世紀中期以降の畿内制的な特徴と王城儀礼
Hosei University Repository
貢
納
儀
礼
は
、
朝
会
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
撰
を
し
、
遠
方
の
邑
長
が
、
王
庭
で
供
進
を
行
い
、
音
楽
・
献
爵
な
し
の
宴
を
催
す
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
王
は
層
閣
、
群
臣
は
庭
で
飲
食
し
た
。
こ
れ
は
、
穀
物
収
穫
後
の
王
と
臣
下
に
よ
る
共
食
の
儀
礼
の
一
つ
の
か
た
ち
で
あ
ろ
う
。
王
の
謁
見
は
多
く
て
も
一
月
に
二
度
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
五
日
毎
の
朝
会
は
、
「
人
民
」
が
官
人
に
、
直
接
に
酒
桶
や
生
苧
な
ど
を
献
上
す
る
儀
礼
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
祀
神
礼
」
に
つ
い
て
の
記
録
は
後
期
と
の
比
較
の
項
で
詳
述
す
る
。
（
５
）
泊
周
辺
に
つ
い
て
の
記
述
そ
の
他
「
（
梁
成
は
）
島
（
久
米
島
）
に
留
ま
る
こ
と
－
月
、
貢
船
に
載
り
て
国
に
到
る
。
水
辺
の
公
館
に
住
す
。
館
は
王
都
を
距
つ
る
こ
と
五
里
余
。
館
傍
の
土
城
に
百
余
家
有
り
。
皆
我
国
及
中
原
の
人
之
に
居
る
」
（
ｂ
）
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
、
公
館
の
位
置
を
泊
、
あ
る
い
は
那
覇
と
み
る
か
で
解
釈
が
分
か
れ
る
。
筆
者
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
久
米
島
の
貢
船
の
寄
港
は
泊
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
又
小
葉
田
淳
氏
の
そ
の
位
置
に
つ
い
て
の
推
定
は
正
し
い
と
恩
わ
の
せ
、
傍
ら
で
太
鼓
や
笛
を
吹
い
て
従
い
、
王
宮
に
入
っ
て
行
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
濃
い
赤
色
の
衣
装
や
冠
を
着
け
て
層
閣
に
い
る
王
は
、
詔
勅
や
書
契
開
読
の
際
に
も
降
り
て
来
る
こ
と
は
な
く
、
女
官
が
命
を
伝
え
る
だ
けであるという。その際、皆が膜拝（両手をあげ地に伏して拝する中国風の拝礼）を行うという（ｂ）。
賓
客
を
迎
え
る
賓
礼
と
し
て
の
冊
封
儀
礼
の
詳
細
な
記
録
は
尚
清
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
多
く
の
考
察
が
行
わ
（劉一
れていう○。
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三
）
畿
内
制
的
特
徴
に
つ
い
て
－
前
期
と
後
期
の
比
較
前
期
と
後
期
の
特
徴
を
ま
ず
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
前
期
と
は
、
（
二
で
と
り
あ
げ
た
「
王
朝
実
録
」
に
記
録
さ
れ
た
時
代
か
ら
尚
真
期
ま
で
。
主
命
を
伝
達
す
る
侍
女
や
ヒ
キ
の
前
身
と
し
て
の
朝
官
の
存
在
の
推
定
さ
れ
る
時
代
。
後
期
は
以
下
に
記
す
、
尚
真
王
代
以
降
一
七
世
紀
近
世
以
前
、
と
す
る
。
「
万
歳
嶺
記
」
二
四
九
七
年
）
に
い
う
、
秦の時代に始まったという爵（官位）が再びもたらされた時代。これは畿内制の最重要の特徴という
「
礼
」
の
制
度
の
具
現
と
し
て
の
爵
の
制
度
の
復
活
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
大
き
な
画
期
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
に
一
五
○
○
年
に
は
首
里
王
府
に
よ
る
八
重
山
征
伐
が
あ
り
、
先
島
を
含
め
た
統
一
国
家
が
生
ま
れ
て
ヒ
キ
制
度
の
確
立
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
れ
る
の
で
、
「
水
辺
の
公
館
」
は
泊
に
あ
り
、
金
非
衣
ら
が
滞
在
し
た
。
館
」
も
こ
の
公
館
を
指
す
と
か
ん
が
え
た
｛弱｝い◎
金
非
衣
ら
は
館
に
つ
い
て
、
屋
根
は
板
張
り
、
高
さ
一
一
丈
の
石
塙
（
垣
・
塀
）
と
門
が
あ
り
、
夜
に
戸
締
り
を
す
る
こ
と
、
傍
ら
の
官
舎
に
、
守
令
と
監
考
各
々
二
人
が
い
る
こ
と
、
別
の
一
庫
に
財
物
・
銭
布
・
魚
酷
（
塩
辛
）
を
貯
蔵
し
出
納
は
守
令
が
監
（
見
張
り
）
を
行
う
こ
と
な
ど
を
報
告
す
る
。
通
事
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
郡
邑
の
官
庁
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
監
考
と
は
、
官
庁
に
い
て
金
穀
を
取
り
立
て
看
守
し
、
あ
る
い
は
雑
役
を
す
る
者
と
い
う
（
ｅ
）
。
「
守
令
は
紅
染
の
帛
を
帯
ぶ
」
と
い
う
金
非
衣
の
見
聞
は
、
一
四
七
九
年
、
尚
真
代
の
も
の
で
あ
る
。
紅
は
、
後
述
の
（茄一
陳
侃
の
記
録
か
ら
い
え
ば
、
黄
に
次
ぐ
色
で
あ
る
か
ら
、
守
令
の
地
位
も
推
測
さ
れ
る
。
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（１）身分尊卑の表示について
琉球王国の尚真王の時代の碑文「円覚禅寺記」「国王頌徳碑」や「万歳嶺記」や「百浦添欄干之銘」
に
は
、
上
記
の
畿
内
制
度
の
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
円
覚
禅
寺
記
」
二
四
九
七
年
）
の
冒
頭
部
分
「
今
上
国
王
尚
真
、
天
縦
の
奇
才
を
凧
び
、
生
知
聖
徳
を
具
ふ
」
「
邦
畿
を
安
定
し
、
大
統
を
経
営
し
、
万
世
太
平
の
洪
基
を
開
き
」
「
宮
閥
を
巌
製
し
、
円
覚
道
場
を
創
建
す
」
、
の
「
邦
畿
安
定
」
の
邦
畿
は
、
国
の
畿
内
を
意
味
し
、
「
万
歳
嶺
記
」
（
一
四
九
七
年
）
に
「
…
主
君
輿
覧
、
国
士
観
遊
、
呼
万
歳
者
三
、
重
建
漢
武
之
徳
、
封
大
夫
者
五
、
再
賓
秦
始
（〃〉
後期の畿内制的特徴については、不十分ながら以前に考察を試みておｈソ、その後、「女官御双紙』
『琉球国由来記』『琉球国旧記』（各々『由来記』『旧記」と略記、三史料は一八世紀成立の、王国儀礼研究の
基
本
史
料
）
や
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
や
家
譜
を
中
心
に
考
察
し
、
近
世
以
前
の
王
府
の
儀
礼
の
復
原
を
試
み
な
が
ら
、
畿
内
に
お
け
る
大
ア
ム
シ
ラ
レ
を
含
む
里
主
階
層
の
も
つ
役
割
を
指
摘
し
、
そ
の
王
城
の
稲
穂
・
大
祭
や
ミ
シ
キ
ョ
マ
や
雨
乞
い
儀
礼
の
主
宰
者
が
か
れ
ら
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
前
期
と
後
期
と
を
分
け
る
重
要
な
特
徴
で
あ
る
と
か
ん
が
え
た
。
前
期
の
王
城
儀
礼
の
参
集
者
は
、
み
て
き
た
よ
う
に
記
録
さ
れ
る
の
は
、
王
・
朝
官
・
遠
方
か
ら
の
邑
長
で
あ
る
。
後
期
に
里
主
・
大
ア
ム
階
層
が
力
を
も
つ
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
の
推
定
は
後
に
行
う
。
畿
内
制
に
つ
い
て
の
、
元
に
な
る
史
料
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
碑
文
「
円
覚
禅
寺
記
」
「
国
王
頌
徳
碑
」
な
ど
は
旧
稿
で
取
り
上
げ
た
が
、
（鍋〉
ｊじう一度見ておきたい。
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一四）
之
爵
」
の
「
再
賓
秦
始
之
爵
」
は
、
秦
の
時
代
に
始
ま
っ
た
爵
を
再
び
も
た
ら
す
と
読
め
る
別
ｂ
の
で
あ
る
。
そ
の
官
位
の詳細は、「百浦添之欄干之銘」（一五○九年）に記されている。この碑文は、尚真王の事績を十一項
目、例えば、寺の建立・中華官室制度の受容・宮古島討伐などをあげ、その五として「千臣任官、百
僚
分
職
、
定
其
位
之
貴
賎
上
下
、
以
其
順
之
黄
赤
、
以
其
管
之
金
銀
、
是
後
世
尊
卑
之
亀
鏡
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
代
に
百
僚
（
役
人
）
が
職
に
つ
き
、
そ
の
貴
賎
上
下
は
鉢
巻
き
の
色
や
誉
の
金
銀
で
示
さ
れ
、
そ
の
後
の亀鏡となったというのであり、この定めが実際に行われたことは、冊封使陳侃やそれ以後の使録に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
従
来
の
解
釈
は
こ
れ
ら
を
官
人
ヒ
キ
と
結
び
つ
け
な
い
が
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
オ
モ
ロ
に
も
、
官
役
の
上
下
関
係
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
下
司
の
う
れ
し
か
な
し
（
敬
愛
す
る
）
て
だ
」
（
通
巻
番
号
四
一
二
）
、
「
お
も
る
ね
あ
が
り
や
こ
く
ら
の
下
司
真
人
い
け
て
名
あ
が
り
ち
よ
わ
れ
」
（四一三）（おもる音あがりは多くの下司真人などの下役から、名をあげ称えられる、の意と筆者は解釈する）、
「おもるねあがりや天よりしたの下司えらぶてだ」（四一七）（おもるねあがりは、下役を選択するテダ
である、というオモロとみる）、などに表現されている。下司が官員であることを示す「崇元寺下馬碑」
（’五二七年）（注肥の『金石文』五六頁）があり、「まひと」はやらざ森碑文にいう「一一一番の御真人」に
あ
た
り
、
ヒ
キ
の
下
役
と
推
定
さ
れ
、
首
里
の
坂
で
百
人
を
倒
す
兵
士
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
（
五
二
五
）
。
オ
モ
ロ
の
音
取
り
を
す
る
者
は
ヒ
キ
の
長
と
し
て
下
か
ら
勢
頭
、
テ
ダ
と
よ
ば
れ
る
者
で
あ
り
、
上
記
の
オ
モ
ロ
は
ヒ
キ
の
な
く鋤）
かの上下関係を示すものとみている（拙稿》ｕ・・Ⅸ）。黄赤の鉢巻のうち、赤は家来赤頭であり、浦添城
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間
で
首
里
の
赤
頭
が
も
て
な
し
を
う
け
る
と
い
う
も
の
〈
’
○
六
三
）
、
赤
頭
部
の
航
海
の
お
も
る
（
七
九
八
）
も
あ
り
、
碑
文
に
も
ヒ
キ
の
構
成
員
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
冊
封
使
陳
侃
の
一
五
三
四
年
の
記
録
に
、
帯
の
色
、
首
（
頭
部
）
に
ま
く
色
布
の
色
の
別
、
轡
の
有
無
な
ど
で
身
分
の
尊
卑
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
陳
侃
は
「
…
凡
そ
有
職
者
は
一
金
警
を
管
す
。
漢
人
の
嵩
は
書
す
れ
ば
則
ち
髪
の
中
に
結
ぶ
。
倶
に
色
布
を
以
て
其
首
に
纏
ひ
、
黄
な
る
者
は
尊
く
、
紅
者
は
之
に
次
ぎ
、
青
緑
な
る
者
は
又
、
之
に
次
ぎ
、
白
は
斯
れ
下
な
り
、
王
首
も
亦
錦
帖
纏
ふ
・
」
「
・
腰
に
大
帯
を
束
す
る
も
亦
、
首
に
纏
ふ
の
布
の
色
の
如
く
貴
賎
を
弁
ず
る
な
り
．
」
と
記
し
、
こ
の
頃
、
身
分
の
尊
卑
の
表
示
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
後
の
冊
封
使
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
録
す
る
（
拙
稿
ｉ
）
。
こ
れ
ら
の
位
階
を
表
示
す
る
者
た
ち
の
組
織
が
、
尚
真
時
代
に
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
、
原
初
的
な
官
人
組
織
と
し
て
の
ヒ
キ
役
た
ち
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
（
２
）
官
人
組
織
の
職
能
ｌ
軍
士
・
唱
歌
「
王
朝
実
録
」
琉
球
史
料
の
記
す
朝
会
の
記
述
の
な
か
に
、
「
入
番
の
時
、
皆
、
公
廩
（
俸
禄
）
を
受
く
。
其
の
中
の
一
人
、
首
に
居
り
て
総
理
す
」
（
ｂ
）
と
あ
り
、
そ
の
首
と
な
る
者
の
存
在
も
記
さ
れ
て
い
る
。
豊
見
山
氏
は
、
琉
球
人
の
官
人
組
織
は
朝
官
と
軍
士
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
、
又
か
れ
ら
は
「
ヒ
キ
制
度
」
の
前
身
を
な
す
も
の
、
と
説
明
さ
｛訓）
れた。
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後
期
に
活
躍
す
る
ヒ
キ
・
ヒ
キ
系
官
人
は
、
王
府
儀
礼
の
基
礎
的
役
割
を
果
た
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
渡
唐
船
の
た
め
の
綱
作
り
を
し
、
時
に
渡
唐
船
の
乗
員
官
舎
（
三
で
取
り
上
げ
る
麻
姓
の
辞
令
書
に
み
え
る
）
や
祭
祀
役
と
も
な
り
、
王
府
儀
礼
の
基
礎
部
分
を
担
当
し
、
オ
モ
ロ
を
う
た
い
、
王
城
の
門
番
や
侍
衛
、
王
城
内
外
の
土
木
工
事
に
参
加
し
、
有
事
に
は
兵
士
と
な
る
者
た
ち
の
集
団
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
。
そ
の
職
事
は
王
宮
の
規
模
拡
大
と
と
も
に
分
枝
し
複雑化しそれに伴い官人を増員したものと思われる（筆者はこれをヒキ系官人よぶ）。このヒキの組織や
｛犯）
その近衛兵的な性格、その役名については、碑文や他史料と〈ロわせてすでに考察が進んでいる。碑文
そ
の
他
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
尚
清
王
頃
の
王
城
外
の
種
々
の
造
作
、
那
覇
港
の
ヤ
ラ
ザ
森
の
築
造
な
ど
に
土
工
と
し
て
直
接
携
わ
っ
た
者
た
ち
で
も
あ
り
、
そ
の
ほ
か
国
中
城
（
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
首
里
殿
内
と
王
城
を
繋
ぐ
添
継
門
中
の
グ
ス
ク
）
の
新
設
、
か
た
の
は
な
碑
文
が
記
す
よ
う
に
弁
嶽
（
弁
才
天
を
祀
る
嶽
。
首
里
殿
内
管
内
）
へ
の
参
こ
こ
で
、
ヒ
キ
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明
と
小
稿
の
視
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ヒ
キ
の
語
義
は
「
父
系
の
血
筋
を
辿
る
親
族
」
。
官
員
制
度
と
し
て
の
ヒ
キ
（
引
）
は
、
九
ヒ
キ
（
古
く
は
一
二
ヒ
キ
）
か
ら
な
り
、
各
ヒ
キ
と
も
「
せ
い
やりとみ」など、船名でよばれ、勢頭（船頭の転訓）と呼ばれる長とその下役（筑殿・アザナ・中門セ
ド・家来赤頭・橋夫・作事・常住者など）からなり（『由来記乞、ヒキ組織全体のなかには、筆頭格ともい
うべき三つのヒキがあった。それを三番（丑日・巳日・酉日）とよび、出仕は交替制、一一一司官配下の官
員
組
織
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ラ
ザ
杜
ぐ
す
く
碑
文
（
一
五
五
四
年
）
は
番
に
編
成
さ
れ
た
防
御
体
制
に
ふれている。
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道の補修などに従事した（注師参照）。
一
五
世
紀
半
ば
の
朝
官
た
ち
を
、
後
期
の
ヒ
キ
役
と
共
通
す
る
職
能
を
も
つ
者
た
ち
と
み
る
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
①
前
期
の
朝
官
（
官
人
）
も
、
数
日
毎
に
交
代
す
る
複
数
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
る
点
。
そ
の
中
に
「首」となる代表者のいること。②前期の朝官にも長番する者がおり、後期のヒキ構成員にも「常住
者」がいること（『由来記一巻一二勢頭役」）。これが前期の「長番」に当たるのではなかろうか。前期
の
軍
士
あ
る
い
は
、
朝
官
と
軍
士
の
関
係
に
つ
い
て
『
王
朝
実
録
』
琉
球
史
料
は
直
接
に
説
明
し
な
い
が
、
推
定
し
た
よ
う
に
、
朝
官
が
武
器
を
も
ち
護
衛
兵
的
な
軍
士
の
役
を
兼
ね
て
い
た
と
す
れ
ば
、
前
期
の
朝
官
は
、
ヒ
キ
と
共
通
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
琉
球
人
の
官
人
組
織
は
朝
官
と
軍
士
に
大
別
さ
－鋼）
れ
る
」
と
み
る
従
来
の
解
釈
と
は
異
な
る
。
③
前
期
の
軍
士
と
歌
。
国
王
と
世
子
の
、
輪
あ
る
い
は
馬
に
よ
る
旧
宮
往
還
に
は
、
軍
士
三
百
人
余
が
侍
衛
し
、
農
歌
の
よ
う
な
歌
を
う
た
う
と
あ
る
。
朝
官
に
は
奴
娩
・
土
田
・
家
舎
及
び
軍
器
等
を
官
給
し
た
、
と
あ
る
か
ら
、
橋
夫
と
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
下
級
の
「
朝
官
」
か
、
官
給
さ
れ
た
奴
蝉
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
橋
夫
も
、
ヒ
キ
役
の
職
能
の
一
つ
で
あ
り
（
『
由
来
記
』
巻
一
、
巻
三
、
｛型〉
後
述
の
よ
う
に
、
王
の
最
も
身
近
な
奉
仕
者
と
し
て
オ
モ
ロ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
④
前
期
の
朝
官
の
間
に
は
、
衣
服
の
色
、
刺
繍
の
色
等
で
表
現
す
る
尊
卑
の
差
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
百
浦
欄
干
之
銘
」
や
陳
侃
の
記
す
、
王
や
官
員
の
尊
卑
の
表
示
に
つ
な
が
る
。
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③「婦人をして命を伝えしむ」（ｂ）、「およそ王の挙動するに、女官剣を杖して侍衛す」（ｄ）は女
官
制
度
の
萌
芽
を
示
し
、
そ
の
根
底
に
オ
ナ
リ
神
信
仰
の
存
在
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
④
普
須
古
・
察
環
の
「
国
に
神
堂
有
り
。
人
、
之
を
畏
れ
、
近
づ
き
て
こ
れ
を
視
る
を
得
ず
。
若
し
嫌
人
有
ら
ば
則
ち
巫
に
愚
り
、
人
、
神
に
祝
る
。
巫
、
神
語
を
伝
え
て
曰
く
、
当
に
其
の
家
を
焚
く
く
し
手
…
」
（
ｄ
）
は
、
神
堂
と
そ
の
神
へ
の
祈
祷
で
あ
り
国
家
的
な
儀
礼
の
存
在
を
示
す
も
の
で
、
「
凡
そ
盗
賊
は
み
な
戒
く
之
を
戦
す
、
或
い
は
国
王
親
し
く
鞠
し
軍
士
城
外
に
掌
去
し
て
之
を
殺
す
」
（
ｃ
）
な
ど
は
盗
賊
に
対
す
る
厳
し
い
法
の
存
在
を
し
め
す
も
の
。
こ
の
神
堂
の
存
在
は
漂
流
民
の
王
城
周
辺
の
記
録
に
は
み
え
ず
そ
の
在
り
処
は
不
明
で
あ
る
が
、
王
城
外
（
首
里
周
辺
）
と
思
わ
れ
る
。
豊
見
山
氏
の
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
王
朝
実
録
』
琉
球
史
料
は
、
普
須
古
・
察
環
の
記
事
を
ふ
（
３
）
前
期
と
後
期
の
比
較
ｌ
主
に
王
城
儀
礼
の
実
態
と
特
徴
に
つ
い
て
す
で
に
第
一
尚
氏
末
期
二
五
世
紀
中
期
）
に
は
国
家
的
な
祭
祀
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
、
豊
見
山
和
行
氏
は
次
（弱）
の点をあげて推定される。
①
『
王
朝
実
録
」
琉
球
史
料
の
「
遠
方
の
邑
長
、
吉
日
を
択
び
、
宴
を
弁
し
、
王
庭
で
供
進
す
る
」
（
ｂ
）
の
朝
会
は
、
不
定
期
の
服
属
儀
礼
を
示
す
も
の
。
②「人民が酒桶を官に納めること」「牛馬皮を官に納め甲を造る」（ｂ）は租税に関わる儀礼を示す
もの。
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後
期
以
降
の
王
城
の
諸
儀
礼
は
前
述
の
よ
う
に
、
畿
内
三
問
切
を
基
盤
と
す
る
稲
穂
祭
や
ミ
シ
キ
ョ
マ
儀
礼
・
雨
乞
儀
礼
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
が
あ
り
そ
の
規
模
は
よ
り
大
き
く
、
前
期
と
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
後
期
の
王
城
儀
礼
の
特
徴
は
、
稲
祭
り
・
稲
以
外
の
穀
物
も
扱
う
ミ
シ
キ
ョ
マ
が
畿
内
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
大
ア
ム
シ
ラ
レ
や
里
主
の
儀
礼
へ
の
関
与
、
儀
礼
と
南
部
行
幸
の
創
世
神
話
と
の
つ
よ
い
結
び
（妬》
付
き
、
儀
礼
の
基
礎
に
物
参
り
と
い
う
性
格
の
み
え
る
こ
と
、
官
人
と
王
城
内
外
の
種
々
の
工
事
と
の
関
連
に
つ
い
て
（訂）
か
た
る
史
料
の
存
在
で
あ
る
。
古
琉
球
の
儀
礼
を
「
由
来
記
」
以
下
の
近
世
史
料
に
よ
っ
て
い
か
に
推
測
・
復
元
す
る
か
に
つ
い
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
か
ん
が
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ｉ
ヒ
キ
の
組
織
の
確
立
は
尚
真
代
で
あ
り
、
碑
文
に
そ
の
役
割
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ヒ
キ
組
織
か
ら
当
職
・
里
之
子
、
時
大
屋
子
や
御
唄
役
な
ど
と
し
て
独
立
あ
る
い
は
半
独
立
し
て
ゆ
く
過
程
が
あ
っ
た
が
、
ヒ
キ
自
体
は
古
態
を
残
し
た
こ
と
を
「
琉
球
国
中
山
王
府
官
制
』
〈
一
七
○
六
年
）
か
ら
読
み
取
れ
る
（
拙
稿
ｗ
）
。
ｈ
オ
モ
ロ
歌
唱
者
「
い
し
て
ん
が
お
も
ろ
」
（
按
司
お
そ
い
）
が
京
の
内
に
物
参
り
を
す
る
と
い
う
も
く
め
て
当
時
の
国
家
的
な
祭
祀
を
か
た
っ
て
お
り
、
オ
ナ
リ
神
信
仰
を
み
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
た
し
か
に
、
後
期
の
儀
礼
の
萌
芽
が
す
で
に
こ
の
時
期
に
み
ら
れ
る
。
④
は
裁
判
に
か
か
わ
る
儀
礼
と
み
ら
れ
、
後
期
の
儀
礼
の
個
所
で
他
の
史
料
と
一
括
し
て
と
り
あ
げ
る
。
安
里
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
こ
の
頃
裁
判
（
及
び
刑
の
執
行
）
も
行
わ
れ
て
い
たと推測される。
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（泌一
の（五一一○）や又安須森の水（注珊のアマミキョ神話参照）をたてまつれ（一一五五）など、尚真代と推定
さ
れ
る
こ
の
頃
、
す
で
に
儀
礼
に
か
か
わ
る
歌
唱
者
を
オ
モ
ロ
が
う
た
っ
て
お
り
、
物
参
り
も
尚
真
時
代
頃
か
ら
行
わ
れていたことを示すこと。Ⅲキミテズリ百果報事（以下キミテズリと略記）のオモロは尚清王代を始期
と
す
る
そ
の
実
施
の
日
付
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
ヒ
キ
の
職
掌
を
踏
ま
え
た
記
述
と
し
て
、
ヒ
キ
役
湛
氏
の
嘉靖年間（一五二二～六六、尚清代）の久高行幸とオモロ歌唱が伝えられ（『球陽」）、細部に問題はある礼
ものの、信愚性のある記事とみなせること。これらが、上記の碑文の記す儀礼とほぼ同じ時期に行わ憐
れはじめたと推測してよいことを示している。。Ⅳ家譜は、一六世紀後半に任職した首里大アムシラレ腿
のいたことを示している。ｖ稲穂・大祭や行幸のオモロ（『おもろさうし』一一一一巻収録の「みおやだいりお柵的
もろ」）は、御唄役が下庫理においてうたったｊＤのであるが（「由来記』巻一一「御唄役」）、これは後述すⅧ
るように以前は、ヒキの役割であり、この儀礼において、アマミキョ神話とむすびついた首里もりの畷降
築造や南部行幸●を唄うオモロが継続してうたわれたことを示しているとかんがえる。このように、ォ棚
モロや家譜によって古琉球の儀礼の実態を具体的に推測できる。ただ、これらについても、高級神女緋
が担ってきたという通説化した解釈が定着している。Ｖ『由来記」は成立時以前の儀礼についての記華
〈鋤｝
述を残す場〈ロがある。たとえばミシキョマの羽地仕置以後（一七世紀後半）の変化について述べてい掴球
る
（
拙
稿
ｖ
）
。
羽
地
仕
置
以
前
の
儀
礼
の
変
化
と
い
え
ば
一
六
○
七
年
で
キ
ミ
テ
ズ
リ
儀
礼
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
も
琉
あげられる。それ以降、羽地仕置までは大きな変化はみられなかったのではないかとかんがえる。Ⅵ脆
Hosei University Repository
久米島については「仲里旧記」「君南風由来弁位階公事」舍君南風由来記」と略記）などに、「由来記』
の久米島の祭祀記事とは異なる記述がありその比較検討ができる（拙稿・巴。
こ
こ
で
後
期
の
朝
拝
・
冊
封
儀
礼
以
外
の
王
城
祭
祀
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
（
稲
・
麦
の
初
穂
祭
。
多
く
雨
乞
い
儀
礼
と
共
に
行
わ
れ
る
）
と
稲
穂
・
大
祭
・
キ
ミ
テ
ズ
リ
、
「
神
堂
」
の
祀
神
礼
関
連
の
祭
祀
を
中
心
に
概
観
し
た
い
。
琉
球
王
国
の
重要な王城祭祀として、朝拝や冊封儀礼がありこれらは中国的な形式で行われた（『由来記」）。これら
の
儀
礼
の
進
行
役
は
、
外
交
・
貿
易
実
務
を
主
導
し
た
久
米
村
の
長
史
や
大
夫
な
ど
の
官
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
本
来
は
中
国
的
祭
祀
で
あ
る
が
実
際
は
日
本
経
由
の
間
接
的
受
容
と
推
定
さ
れ
る
五
節
句
な
ど
も
あ
る
。
豊
見
山
和
行
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
ミ
シ
キ
ョ
マ
も
、
中
国
の
儀
礼
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
、
中
国
向
け
の
儀
礼
で
あ
っ
た
と
い
う
（杣）
側
面
を
も
つ
。
次
に
王
城
祭
祀
に
関
す
る
上
記
基
本
三
史
料
を
中
心
に
筆
者
が
分
析
・
検
討
し
て
き
た
な
か
か
ら
、
小
（ｕ） 
稿
に
か
か
わ
る
事
項
を
ま
と
め
て
お
く
。
１
畿
内
制
を
反
映
し
た
祭
儀
と
し
て
の
特
徴
。
王
城
の
麦
穂
祭
（
ミ
シ
キ
ョ
マ
祭
祀
の
一
部
ｌ
後
述
）
に
は
、
真
和
志
・
南
風
原
・
西
原
の
畿
内
三
間
切
の
麦
穂
を
内
原に献上する事が行われており（『由来記』巻一、二月）、五月の稲穂祭には下庫理で畿内三間切の稲穂
を
献
上
し
た
。
こ
れ
ら
の
畿
内
を
基
盤
と
し
た
儀
礼
が
、
一
八
世
紀
初
め
ま
で
続
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ミ
シ
キ
ョ
マ
が
畿
内
三
間
切
の
各
々
の
殿
内
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
こ
れ
が
畿
内
制
と
結
び
つ
い
た
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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２
五
月
王
城
の
稲
穂
・
大
祭
稲
穂
祭
三
日
前
に
辺
戸
と
サ
イ
ハ
で
水
取
り
を
行
い
首
里
に
届
け
る
（
ア
マ
ミ
キ
ョ
神
話
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
五月王城の稲穂・大祭は、次のＡとＢで構成される。
Ａ
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
率
い
る
従
人
・
根
神
や
ヒ
キ
系
官
人
に
よ
る
、
西
御
殿
の
儀
礼
〈
城
外
で
は
畿
内
各
間
切
の地頭たちが火神への儀式を行う）
Ｂ
ヒ
キ
官
員
と
王
に
よ
る
下
庫
理
（
正
殿
の
大
庫
理
の
階
下
）
の
儀
礼
。
Ａ
の
後
に
行
う
。
こ
の
二
つ
の
儀
礼
は
、
同
日
に
別
の
場
で
行
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
Ａ
は
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
が
率
い
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
比
較
的
新
し
い
儀
礼
で
祭
詞
は
オ
タ
カ
ベ
、
Ｂ
は
、
前
期
の
、
王
と
官
員
で
行
う
儀
礼
の
系
譜
を
ひ
く
比
較
的
古
い
か
た
ち
、
と
推
定
す
る
。
Ｂ
で
は
御
唄
（
オ
モ
ロ
）
を
謡
い
（
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
二
二
巻
所
収
の
稲
穂
・
大
祭
の
も
の
）
、
畿
内
三
間
切
か
ら
稲
穂
を
御
内
原
へ
献
上
、
そ
の
後
、
出
仕
の
官
員
へ
の
穂
や
酒
・
神
酒
の
下
賜
（
拙
稿
Ⅳ
）
。
Ｂ
の
官
員
の
職
事
は
、
前
期
か
ら
後
期
の
尚
真
代
以
降
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
さ
ら
に
多
様
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
拙
稿
ｖ
・
伽
・
伽
）
。
旧
稿
で
は
儀
礼
Ａ
・
Ｂ
を
二
系
と
呼
ん
で
き
た
。
３
二
種
の
物
参
り
王
城
儀
礼
に
お
い
て
は
物
参
り
を
、
主
に
「
百
人
物
参
り
」
と
記
す
。
ほ
ぼ
毎
月
各
御
殿
或
い
は
地
方
で
行
っ
た
（『由来記」巻五の一七）。物参りには次の二種がある（同上巻一の四二・四一一一）①四品御物参（百人御物参・
七度御物参ほか）、②四度御物参。前述の京の内へ物参りする「いしてんがおもろ」（五二○）はおもる
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歌
唱
者
（
ヒ
キ
役
ｌ
筆
者
）
の
物
参
り
、
首
里
の
按
司
（
按
司
襲
い
）
の
波
上
宮
へ
の
物
参
り
の
オ
モ
ロ
（
五
二
七
）
は
い
わ
ば
後
の
「
社
参
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
尚
真
王
代
か
ら
王
城
で
官
人
の
物
参
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
か
ん
が
え
る
。
②
は
ヒ
キ
が
行
う
祭
祀
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
儀
礼
Ｂ
の
構
成
員
に
対
応
し、①の構成員は儀礼Ａに対応するとみられる。①は、大アムシラレなどと、ヒキ系官人、例えば当
職
や
里
之
子
を
含
む
の
が
特
徴
（
拙
稿
Ⅳ
）
で
あ
る
。
た
だ
ヒ
キ
系
官
人
に
は
家
来
赤
頭
も
属
し
て
お
り
、
ヒ
キ
と
の
－犯）
つながりを保っていたと田。われる。
４
ミ
シ
キ
ョ
マ
『由来記」は、四月の祭祀（稲のミシキョマ・初穂祭）の結願が九月の麦種子の日であると記してい
る
（
巻
一
の
三
二
）
。
本
来
ミ
シ
キ
ョ
マ
は
米
だ
け
で
な
く
麦
そ
の
他
の
穀
物
の
御
初
の
意
で
あ
り
、
五
穀
豊
穣
の
祭
り
、
つ
ま
り
米
以
外
の
穀
物
を
ふ
く
む
五
穀
の
祭
り
を
意
味
し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
「
由
来
記
』
は
春
の
麦
穂
祭
・
米
の
初
穂
祭
を
へ
て
九
月
の
麦
初
種
子
の
結
願
に
至
る
祭
祀
を
ミ
シ
キ
ョ
マ
と
み
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
（
拙
稿
ｖ
）
。
ミ
シ
キ
ョ
マ
は
穀
物
の
成
長
を
祈
る
た
め
の
古
来
の
物
忌
の
習
俗
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
共
に
火
神
中
心の儀礼であり、『由来記』や『女官御双紙』はこれを「百人御物参り」とよぶが、二百人物参りに
な
る
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
。
御
拝
を
行
う
の
は
、
親
方
・
座
敷
・
当
・
勢
頭
・
親
雲
上
・
里
之
子
・
筑
登
之
・
家
来
赤
頭
と
記
す
。
儀
式
自
体
に
は
稲
穂
・
大
祭
の
よ
う
な
複
雑
さ
は
み
ら
れ
な
い
。
九
月
に
、
畿
内
三
間
切
に
あ
る
、
真
壁
殿
内
・
儀
保
殿
内
・
首
里
殿
内
で
各
々
ミ
シ
キ
ョ
マ
儀
礼
を
行
う
が
、
王
城
の
九
月
の
年
中
行
事
と
し
て
記
載
す
る
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の
は
首
里
殿
内
の
儀
礼
で
あ
る
。
城
外
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
宰
の
首
里
殿
内
で
、
国
王
と
聞
得
大
君
は
火
神
前
で
の
呪
術
的
な
所
作
の
後
に
、
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
同
行
の
、
南
部
行
幸
を
行
っ
た
。
『
由
来
記
』
が
こ
の
首
里
殿
内
で
の
儀
礼
を
、
王
城
の
年
中
行
事
と
し
て
記
載
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
王
城
に
お
け
る
首
里
殿
内
の
存
在
の
大
き
さ
を
示すものであろう（拙稿Ｖ）。
５
神
罰
に
か
か
わ
る
場
ｌ
神
堂
の
「
祀
神
礼
」
ほ
か
に
つ
い
て
「由来記』等には、普須古などによる前期の神堂の「祀神礼」の記録及びその系列の以下二史料の
記
録
は
な
い
。
小
島
理
礼
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
記
録
は
そ
の
内
容
か
ら
み
て
、
陳
侃
の
記
録
や
、
妃
や
聞
補君（聞得大君力）や王家の者の参加をいう「琉球神道記」二七世紀初頭成立、以下「神道記」）の記録
に
む
す
び
つ
い
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
神
堂
の
在
り
処
や
、
参
集
の
巫
そ
の
他
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
録
は
な
一網）い・一六世紀の冊封使陳侃は、「俗神を畏る。神は皆婦人を以てＰとなす。：．王府事あれば則ち哨聚
し
て
来
る
。
王
、
世
子
及
び
陪
臣
を
率
い
て
、
皆
頓
首
百
拝
す
。
然
る
所
以
の
者
は
、
国
人
凡
そ
不
善
を
爲
す
を
謀
ら
ん
と
す
れ
ば
、
神
、
即
夜
王
に
告
ぐ
る
を
以
て
、
王
、
之
を
就
檎
す
る
を
以
て
な
り
。
…
Ｐ
婦
は
女
君
と
名
づ
け
首
従
動
経
す
る
こ
と
三
・
五
百
人
各
草
圏
を
戴
き
、
樹
枝
を
携
へ
て
乗
騎
す
る
者
あ
り
徒
行
す
る
者
あ
り
…
」
と
記
し
、
彼
女
ら
は
那
覇
に
は
行
か
ず
、
王
宮
内
で
遊
戯
し
た
と
記
す
。
「
神
道
記
」
は
「
国
に
悪
心
砥
段
の
老
有
れ
ば
必
ず
是
を
刑
罰
す
」
と
記
し
、
参
集
者
は
王
家
の
託
女
三
十
三
人
や
妃
で
あ
り
、
聞
補
君
を
長
と
す
、
都
て
君
と
称
す
、
と
記
録
し
て
い
る
。
神
罰
や
刑
罰
に
関
す
る
内
容
を
も
つ
こ
と
は
、
上
記
三
史
料
に
共
通
し
て
お
り
、
前
期
か
ら
こ
の
よ
う
な
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一“）
場が継続して存在して王と官員による刑の執行ｊｂ行われていたと推測される。
以上は、前期の儀礼について豊見山和行氏のあげられた四点に関連する後期の儀礼について、主に
『
由
来
記
』
『
旧
記
」
『
女
官
御
双
紙
」
な
ど
に
基
づ
い
て
行
っ
た
考
察
の
要
点
で
あ
る
。
王
国
の
農
耕
す
る
人
々
の
日
常
生
活
に
密
着
す
る
と
い
う
意
味
で
主
要
な
儀
礼
で
あ
る
、
稲
二
祭
や
ミ
シ
キ
ョ
マ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
従
来
の
一
般
的
な
理
解
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
又
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
上
記
の
宗
教
観
・
儀
礼
観
に
基
づ
い
て
行
っ
て
き
た
オ
モ
ロ
解
釈
に
も
当
然
影
響
の
及
ぶ
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。
又
、
「
祀
神
礼
」
ほ
か
の
三
史
料
は
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
の
聞
得
大
君
な
ど
が
、
上
記
の
神
罰
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
最
も
詳
細
に
か
た
る
史
料
で
あ
る
が
、
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
こ
の
関
係
を
指摘されることは多くない（注糾参照）。
も
う
ひ
と
つ
付
け
加
え
る
べ
き
事
柄
と
考
え
る
の
は
、
聞
得
大
君
や
首
里
殿
内
と
弁
才
天
信
仰
の
結
び
つ
き
の
こ
と
で
あ
る
。
は
や
く
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
聞
得
大
君
御
殿
の
御
神
体
の
図
録
か
ら
み
て
、
聞
得
大
君
の
祭
神
は
弁
才
一幅）
天と考えるのが［曰然であろう。琉球の弁才天は本来の、河川の神としての性格を受け継ぎ、航海安全
を
掌
り
、
福
神
と
し
て
穀
物
に
か
か
わ
り
、
春
属
（
五
穀
の
神
）
を
従
え
、
不
善
を
罰
す
る
裁
判
に
関
与
し
、
戦
い
の
神
と
い
う
多
面
的
な
性
格
を
も
つ
民
間
仏
教
的
な
神
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
音
の
変
化
神
と
し
て
の
、
中
世
の
弁
才
天
と推定してよいとかんがえる。一六○六年の冊封使夏子陽の記録に（五穀成る時に）、久高に渡った女
王
（
聞
得
大
君
）
が
行
う
の
は
、
成
熟
し
た
穂
を
か
む
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
、
女
王
の
前
に
収
穫
し
食
す
る
者
は
た
ち
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６
キ
ミ
テ
ズ
リ
と
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
ア
オ
リ
ヤ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
・
キ
ミ
カ
ナ
シ
・
聞
得
大
君
キ
ミ
テ
ズ
リ
を
王
の
慶
賀
（
「
中
山
世
曇
尚
宣
威
の
項
）
あ
る
い
は
王
権
強
化
の
た
め
の
儀
礼
と
み
て
、
こ
れ
を
儀
ど
こ
ろ
に
整
れ
る
と
い
わ
れ
た
の
で
盗
採
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
女
王
の
行
為
と
神
罰
と
の関係が示されているとかんがえる（拙稿ｖ・ｘ．、）。この行幸は、前述のように首里殿内主導で行
われたものだった。首里殿内と弁才天の結びつきは、所轄管内の弁嶽信仰、ミシキョマ・雨乞儀礼の
実
際
に
と
く
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
南
部
行
幸
（
久
高
行
幸
）
は
弁
嶽
行
幸
に
替
え
ら
れ
る
場
合
（㈹一
があり、首里大アムシーフレは南部行幸一一一日前に弁嶽御拝をすることなどにもあらわれている。弁才天
とむすびついている観音信仰は一方で、渡唐の航海儀礼の際に祀られた天妃や菩薩信仰とも習合する
（⑪） 
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
従
来
の
、
初
期
の
聞
得
大
君
按
司
像
に
関
す
る
茎
輌
考
の
中
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
陳
侃
の
『
使
録
』
史
料
や
『
神
道
記
』
の
記
録
す
る
聞
得
大
君
や
女
性
た
ち
は
、
当
時
の
宗
教
祭
儀
の
役
割
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
不
善
を
な
す
者
を
裁
く
こ
と
に
か
か
わ
る
役
割
の
あ
っ
た
こ
と
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
ｖ
・
Ⅵ）。この祭儀を『由来記』など基本史料が記述していないのは、稲二祭やミシキョマが年中行事的
な
儀
礼
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
祭
儀
が
、
実
際
は
臨
時
的
な
刑
罰
や
裁
判
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
年
中
行
事
的
な
農
耕
儀
礼
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
実
際
に
は
述
べ
て
き
た
よ
う
に
久
高
の行幸先での稲祭においても、女王の行為は、裁くこと罰することに関わる性格をもつことを示して
いた。
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（組｝
礼
の
始
期
と
し
、
君
々
（
王
族
神
女
）
と
王
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
儀
礼
と
み
る
解
釈
が
現
在
ｊ
ｂ
主
流
で
あ
る
。
筆
者
は
キ
ミ
テ
ズ
リ
儀
礼
の
日
付
を
記
し
「
み
も
の
遊
び
」
つ
ま
り
物
参
り
関
連
の
祭
儀
で
も
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
オ
モ
ロ
群
を
一
次
的
史
料
と
し
て
重
視
し
た
い
。
こ
の
儀
礼
は
、
ｉ
尚
真
時
代
に
祭
儀
の
場
と
し
て
王
庭
に
「
君
誇
り
」
が
準
備ざれ本格的には尚清代から行われたこと、Ⅱヒキ（ヒキ系官人）が王とともに行う儀礼であったこと、
、
こ
の
儀
礼
は
各
地
の
キ
ン
マ
モ
ノ
信
仰
（
自
生
的
な
神
観
念
で
は
な
く
、
稲
や
穀
物
に
か
か
わ
る
神
を
同
一
名
で
呼
び
主
に
外
来
神
弁
才
天
と
の
融
合
を
説
く
信
仰
）
と
の
関
連
を
示
し
て
お
り
農
耕
儀
礼
と
も
関
わ
り
を
も
ち
、
キ
ミ
テ
ズ
リ
の
オ
モ
ロ
は
下
庫
理
の
稲
祭
で
も
う
た
わ
れ
た
こ
と
。
Ⅳ
儀
礼
の
目
的
は
「
御
捧
げ
」
献
上
の
場
「
君
誇
り
」
を
寿
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
近
世
史
料
「
公
事
帳
」
に
そ
れ
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
儀
礼
が
王
府
の
経
済
に
か
か
わ
る
儀
礼
で
あ
る
こ
と
、
ｖ
キ
ン
マ
モ
ノ
儀
礼
と
の
連
係
が
、
こ
の
儀
礼
の
重
要
な
特
徴
で
あ
り
、
各
地
の
土
着
的
な
信
仰
と
、
民
間
仏
教
的
な
外
来
信
仰
と
融
合
さ
せ
る
意
図
が
み
え
る
こ
と
、
Ⅵ
王
府
の
キ
ン
マ
モ
ノ
儀
礼
は
、
王
城
と
首
里
殿
内
と
の
関
係
強
化
の
目
的
を
も
つ
添
継
御
門
築
造
と
係
わ
る
こ
と
。
’
一
一
番
の
大
や
く
も
い
た
（
三
司
官
）
の
率
い
る
ヒ
キ
や
大
鳥
諸
島・宮古・八重山の官人が行う（添継御門南碑文、’五四六年）、長き一一一一一○尋の城壁を二重にするとい
う
大
規
模
な
工
事
で
あ
り
、
そ
の
城
壁
の
一
部
が
国
中
城
と
い
う
、
キ
ン
マ
モ
ノ
儀
礼
に
と
っ
て
最
重
要
の
場
で
あ
っ
た（拙稿Ⅶ）。Ⅶ「キミテズリ」オモロ群はアオリヤヘ・サスカサ・センキミ、これらの総称としての
聞
得
大
君
な
ど
が
、
そ
の
末
へ
神
降
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
う
た
う
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
末
と
は
久
米
島
出一⑲－
自のヒキであり、サスカサ等はヒキと血縁的関係を結ぶ彼らの入神、と筆者は推定している（》、．．Ⅳ）。
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７
君
々
（
王
族
女
性
）
の
職
掌
『
世
鑑
』
巻
五
は
、
尚
清
代
一
五
四
七
年
に
、
王
族
女
性
の
た
め
の
産
所
あ
る
い
は
「
三
年
の
喪
」
を
行
う
場
と
し
て
の
大
美
御
殿
建
造
を
記
し
、
『
由
来
記
』
王
城
公
事
で
は
大
美
御
殿
で
も
先
王
御
拝
を
行
う
こ
と
を
の
べ
て
お
り
、
「女官御双紙』の記述などから、筆者は彼女らの役割は主に先王御拝、年忌つまり仏教的な年中行事
の
施
行
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
大
美
御
殿
建
造
後
か
ら
君
々
に
よ
る
先
王
御
拝
は
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
か
ん
が
え
る
。
盆
行
事
や
年
忌
的
仏
事
が
す
で
に
前
期
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
述
べ
た
が
、
こ
の
頃
力
を
得
て
き
た
王
夫
人
全
農
大
や
の
娘
ｌ
後
述
）
や
王
族
女
性
が
、
彼
女
ら
を
ふ
く
め
た
王
家
の
年
忌
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
８王城外の儀礼（航海儀礼・ヤラザ杜建立）
航
海
儀
礼
（
出
航
前
・
直
前
に
行
う
儀
礼
）
に
も
、
二
系
的
な
要
素
が
み
ら
れ
る
。
王
城
内
で
は
渡
唐
船
の
綱
作
り
の
儀
礼
や
御
唄
が
あ
り
、
お
も
る
ね
あ
が
り
の
綱
作
り
の
お
も
る
西
○
二
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
一
方
で
、
那
覇
港
で
は
、
那
覇
・
泉
崎
な
ど
の
大
ア
ム
が
儀
礼
を
行
い
、
船
頭
や
綱
官
・
作
事
が
御
拝
を
し
、
船
中
の
総
官
（
祭
祀
役
）
を
筑
登
之
座
敷
（
下
位
の
官
人
）
が
勤
め
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
ア
ム
た
ち
と
と
も
に
行
う
儀
礼
と
、
大
ア
ム
と
は関わりなく行う、綱作りなどの儀礼があったことがわかる（拙稿Ⅷ）。真珠湊碑文（’五二二年）は、
橋
供
養
の
儀
礼
を
の
べ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
拝
を
行
っ
た
の
は
里
主
部
や
赤
頭
三
百
人
や
僧
で
あ
り
、
ヤ
ラ
ザ
杜
碑
文
二
五
五
四
年
）
に
お
い
て
も
御
拝
を
行
っ
た
の
は
「
王
か
な
し
」
「
上
下
の
按
司
下
司
」
、
役
人
や
僧
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
碑
文
に
は
、
聞
得
大
君
と
君
々
が
降
り
て
く
る
、
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
君
々
の
参
集
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は
記
録
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
オ
モ
ロ
の
聞
得
大
君
と
同
列
に
か
ん
が
え
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ヒ
キ
名
の
船
を
う
た
う
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
の
同
様
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
説
は
ヒ
キ
名
の
船
（
例
え
ば
セ
ヂ
ァ
ラ
ト
ミ
）
の
オ
モ
ロ
を
神
女
に
よ
る
航
海
儀
礼
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
す
る
が
詳
し
い
説
明
は
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ら
を
実
際
の
乗
員
と
し
た
ヒ
キ
の
視
点
で
う
た
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
（
拙
稿
Ⅲ
）
。
次
の
機
会
に
考
察
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い
。
ｇ
オ
モ
ロ
歌
唱
と
御
唄
役
（臼 ｊ｜ 
『おもろさうし」は官撰歌一議集であり、節名をもつ「謡いもの」で舞を伴うものもあった。これに
関
し
て
、
筆
者
は
前
述
の
よ
う
に
初
期
の
オ
モ
ロ
歌
唱
は
、
原
初
の
官
人
た
ち
の
一
つ
の
職
能
で
あ
り
、
初
期
に
専
門
集
団
が
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
前
期
で
唱
歌
す
る
の
は
侍
衛
軍
士
で
あ
り
、
オ
モ
ロ
歌
唱
は
前
期
の
官
人
鬼
大
城
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
官
人
の
持
つ
多
様
な
職
能
の
ひ
と
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
夏
姓
家
譜
ｌ
後
述
）
、
尚
真
期
の
オ
モ
ロ
歌
唱
者
に
つ
い
て
の
多
数
の
オ
モ
ロ
、
尚
清
期
の
湛
氏
の
話
に
も
、
オ
モ
ロ
歌
唱
が
ヒ
キ
役
（則）
の
一
つ
の
役
割
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。
『
由
来
記
」
御
唄
役
の
項
の
記
す
よ
う
に
や
が
て
オ
モ
ロ
は
専
門
職
御
唄
勢
頭
の
担
当
と
な
っ
た
。
専
門
職
オ
モ
ロ
勢
頭
や
中
国
系
奏
楽
担
当
の
螺
赤
頭
が
「
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
ヒ
キ
の
居
場
所
下
庫
理
辺
り
に
詰
め
て
い
た
の
は
前
代
の
ヒ
キ
と
の
関
係
を
引
き
継
い
だ
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
われる（拙稿Ⅳ）。
184 
Hosei University Repository
二
）
畿
内
制
と
鬼
城
・
み
し
ま
．
い
つ
こ
し
ま
｛露）
鬼のいる島とは、境界外の地について古来日本人が抱く一般的なイメージであり、例塾えば、喜界島
を鬼界島とよび鬼の住む島とみることにもあらわれている。ここで取り上げるのは、『海東諸国紀』
所収地図・『琉球国図』やオモロにみえる琉球王国内部の呼称としての鬼・鬼君あるいは鬼城であり、
葬
礼
の
改
善
に
つ
い
て
、
国
王
頌
徳
碑
（
一
五
二
二
年
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
尚
真
王
は
邦
畿
に
功
業
を
開
い
て
、
士
や
庶
民
に
仁
恕
を
施
し
、
そ
の
栄
贋
は
甚
だ
昌
で
あ
っ
た
。
舜
天
・
英
柤
・
察
度
三
代
は
世
主
の
死
後
に
殉
死
者
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
百
年
間
は
、
多
く
の
者
が
殉
死
を
競
っ
た
。
尚
真
王
は
、
殉
死
の
習
い
は
凶
事
を
（魂）
導
く
も
の
で
あ
り
、
国
家
と
し
て
麩
示
止
す
る
と
述
べ
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
に
、
畿
内
と
同
義
の
「
邦
畿
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
仏
式
の
葬
礼
の
具
体
的
な
記
録
は
み
ら
れ
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
十
五
世
紀
半
ば
頃
に
、
盆
行
事
が行われ、十王堂の建立のあったことからみて、上層の人々の間では年忌儀礼的な仏事も行われ始め
（麺）
ていた可能性がある。一五世紀中頃行われた賓礼は、前述のように、明や李朝の詔勅や書契を迎適える
儀
礼
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
中
国
の
礼
制
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
真
栄
平
房
昭
氏
は
推
定
さ
れ
た
。
冊
封
儀
礼
の
｛別）
詳しい記録が残るのは一一ハ世紀前半の陳侃の使録以降である。
二
畿
内
制
に
関
連
す
る
問
題
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「
鬼
」
が
、
特
別
な
地
域
の
修
飾
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
筆
者
は
伊
波
氏
説にしたがい『おもろさうし」は、尚真王以降の、後期の畿内三間切〈西原・南風原・真和志）を指し
て「みしま」と呼んでいると推定している（注５参照）。
『おもろさうし』においては、みしま・いつこしま．鬼城は、対語の関係にあり、この三つの言葉
は関連する表現であろうと筆者はかんがえている。「みしま」の対語として、同書には、「おきなわ」
「いつこしま」があり、又、「おきなわ」の対語として、「大くに」「おにぐすく」がある。このように
対語の輪はひろがっていく。「いつこしま」「おにぐすく」などの呼び名は、それぞれに畿内としての
「
み
し
ま
」
の
も
つ
畿
内
制
的
な
特
徴
を
と
ら
え
た
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
主
に
久
米
島
が
ヒ
キ
の
下
層
の
者
の
供
給
地
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
表
現
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例えば、イッコは、稜威（イッー盛んで恐ろしい威力）をもつ子の意であり、クハラ（兵卒の意）と対
語の関係にある。「みしま」を「いつこしま」と呼んだのは、そこが兵士（ヒキ役・クハラ）の警護す
る
地
域
、
軍
事
的
拠
点
に
な
る
と
い
う
畿
内
制
の
特
徴
を
も
つ
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。前述のように、主に尚真前半期の王府討伐による久米島の俘虜たちがヒキの構成員となったと筆
一妬｝
者は推定しているが、このクハラという語の背景にもそれが表現されているとかんがえる。クハーフと
いう一一一一口葉は久米島の下層の人々をよぶ言葉から出たものと推測したい。鬼ぐすくについてオモロは、
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。
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＊
一
お
も
る
ね
や
が
り
や
／
お
に
ぐ
す
く
気
合
わ
せ
又
せ
る
む
ね
や
が
り
や
（
四
二
四
）
＊
一
お
も
ろ
ね
や
が
り
や
／
上
て
見
ち
ゃ
る
勝
り
又
せ
る
む
ね
や
が
り
や
又
き
こ
え
お
に
ぐ
す
く
（
四
二
七
）
この二首は、尚真王時代の、おもるねやがり（オモロの音をあげる者、音取）であり、ヒキの長とし
て
の
勢
頭
、
頭
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、
鬼
城
を
気
合
わ
せ
る
者
、
つ
ま
り
呪
術
者
と
表
現
し
、
後
者
は
こ
の
人
物
を
「
聞
こ
え
鬼
城
」
（
有
名
な
鬼
城
）
、
あ
る
い
は
「
鬼
城
」
と
い
う
名
で
知
ら
れ
た
者
を
称
え
た
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
か
れ
ら
が
、
テ
ダ
と
よ
ば
れ
て
ヒ
キ
の
下
役
か
ら
称
え
ら
れ
た
ヒ
キ
の
頭にあたる人物と筆者は捉えている。ヒキの構成員には、大島の捕虜もいたが（馬姓家譜ｌ後述）、主
に久米島などの俘虜的な者と推定され（注灼参照）、ヒキたちは、すでに述べたように、畿内で行う王
城
祭
祀
の
な
か
で
、
以
後
一
貫
し
て
物
参
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
二
首
は
、
前
者
で
は
モ
ノ
に
通
じ
る
ヶ
（
セ
ジ
）
を
も
っ
て
鬼
城
を
合
わ
せ
、
一
つ
に
す
る
こ
と
、
後
者
で
は
高
所
か
ら
の
国
見
的
な
行
動
、
あ
る
い
は
見
張
り（アザナ）を行う、尚真時代以降のヒキ役たち（物知り、口まざしや、ともよばれ、オモロ歌唱者、アザ
ナという見張り役もいたｌ筆者）の呪術師的な性格をよく示すものと思う。オモロは、歌唱者がカマヘ
（貢・稲などの上納物）に関わる者であり（四一○）、その「中継者」（二五一・一一五一一）であり、かれらは
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二
）
曰
本
古
代
の
舎
人
・
侍
女
と
琉
球
王
国
の
ヒ
キ
・
女
官
－
原
初
的
な
官
人
の
も
つ
特
徴
古
代
日
本
の
律
令
制
下
の
畿
内
は
、
天
皇
へ
の
供
御
の
地
と
し
て
の
性
格
が
つ
よ
く
、
畿
内
に
官
田
が
置
か
れ
、
新
｛躯）
誉錘示には官田の置かれた畿内から稲粟を供せられたという。前述のように、琉球王国の王城の稲穂・
大
祭
で
も
畿
内
三
問
切
か
ら
御
内
原
へ
稲
穂
を
献
上
、
麦
穂
祭
に
も
同
様
に
麦
穂
を
献
上
し
た
く
『
由
来
記
」
）
。
王
城
の
稲
祭
に
お
い
て
は
古
代
日
本
・
琉
球
王
国
と
も
同
様
に
、
畿
内
か
ら
稲
穂
を
献
上
す
る
儀
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
舎
人
な
ど
原
初
の
官
人
や
侍
女
の
職
事
と
王
宮
儀
礼
へ
の
関
与
、
そ
れ
と
古
琉
球
の
官
人
や
侍
女
と
王
城
儀
礼
と
の
ご
く
簡
単
な
比
較
を
こ
こ
ろ
み
る
。
つ
い
で
、
主
に
民
俗
学
の
立
場
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
、
巫
女
を中心に据えた従来の宗教・儀礼観に関して近年批判のあること、日本古代の歴史学の立場から文献
史
料
に
基
づ
い
た
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
る
。
そ
の
呪
術
力
に
よ
り
、
カ
マ
ヘ
を
「
寄
せ
る
」
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
者
（
四
四
六
）
で
も
あ
り
、
ま
た
キ
ミ
テ
ズ
リ
に
深
く
か
か
わ
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
方
面
に
わ
た
っ
た
者
た
ち
で
あ
る
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
者
たちの居る地域であるために「みしま」はイッコ島とよばれたのであろう。『海東諸国紀」琉球国地
図
な
ど
で
は
、
「
鬼
具
足
城
」
は
中
城
よ
り
首
里
に
近
い
。
特
別
な
地
域
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
（印）
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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伴
・
舎
人
の
職
事
と
王
宮
儀
礼
へ
の
参
集
と
も
日
本
古
代
の
伴
や
舎
人
は
、
大
化
前
代
か
ら
の
長
い
歴
史
を
も
つ
原
初
の
官
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
（印）
①天白三や皇族などとの間に緊密な主従関係があり、護衛や家政的な奉仕をしたこと。②伴は宮廷にお
も
い
と
り
か
に
も
り
いて主に殿舎の管理（殿守）や水献上（水取）諸種の設営（掃守）などを行い、③舎人は武力を構成す
る者として、兵士としての役割を果たすほか、宮廷の雑仕にあたり、祭祀儀礼の場の種々の造営にも礼
従事したこと。大化前代の王権に奉仕する舎人には一一類型Ａ・Ｂがあり、Ｂは地方有力豪族の朝廷へ率
｛印｝
の服属を示す政治的な存在であったといわれる。大化改新後、衛府（近衛府・衛門など、奈良・平安時枇
代に禁裏の警備を掌った役所の総称）の制度が整備され、旧来の舎人の伝統を受け継ぐ兵衛や左右衛士鮒的
府・衛門府などからなる五衛府が成立した。律令前の舎人のもつ様々な性格は律令制の全ロ人（大舎醐
（日）
人・内全ロ人・兵衛・帳内）に継承された。舎人は朝賀の宴会にも参加した・律令制の五衛府など、武力幟降
を構成する者のなかには、衛士（諸門・宮中・一足中の警衛）や、隼人司（歌舞、竹笠の製作）、馬の訓練と剛
飼育を行う馬部・飼丁、兵器を管理・出納する左右兵庫などがいた。衛士は造営工事にあたる役夫の帥
監督にあたるほか、直接工事にも参加したといわれる。衛府は以下のように推移した。五衛府↓八衛華
府（七六五年頃。外衛府・中衛府・近衛府の一一一衛府が加わり、近衛府が一一一術の中心となる。外衛・中衛・近衛の烟
（舵）
一一一術の武力はすべて舎人であった）↓一ハ衛府（八一一年）。④近衛府は雅楽との関わりも深く、近衛府の鰍
（鰯）
官人、内舎人・大舎人などは神楽や倭舞に関わり、衛府の官人が神楽人長を勤めることもあった。初、
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（２）侍女と舎人
侍
女
（
宮
人
・
女
官
）
と
舎
人
は
そ
の
職
事
、
出
自
に
お
い
て
本
来
共
通
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
七
世
こ
う
も
人
紀半ば頃は、侍女のみが天皇（大王）の宮の閤門（内裏内郭の門）にいて王に近侍したが、時代の推移
と
と
も
に
そ
の
役
割
は
縮
小
し
、
衛
府
や
蔵
人
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
女
官
は
臣
下
で
は
な
く
近
侍
者
で
あ
り
、
そ
の
位
階
は
男
官
と
異
な
っ
た
。
律
令
国
家
の
女
官
の
本
来
的
な
性
格
は
元
日
の
儀
礼
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
官
人
は
参
加
す
る
が
女
官
は
朝
賀
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
閤
門
守
衛
が
左
右
兵
衛
府
の
職
掌
と
な
っ
た
時
代
に
ご
た
い
の
み
う
ら
期
の
、
こ
の
官
職
の
ｊ
ｂ
っ
呪
術
的
性
格
は
、
月
次
祭
や
神
今
祭
、
そ
の
直
前
に
行
う
「
御
体
御
卜
」
、
祝
詞
奏
上
、
祝
詞
や
大
歌
・
神
楽
歌
の
内
容
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
琉球王国の一五世紀半ば（前期）の、官人（ヒキの前身）は、前述したように、王の警護にあたり王
と
と
も
に
儀
礼
を
行
い
、
行
幸
に
随
行
し
、
尚
真
王
以
降
（
後
期
）
の
ヒ
キ
は
、
城
内
外
の
造
作
に
加
わ
り
、
儀
礼
の
場
を
造
営
し
有
事
に
は
兵
士
と
な
る
者
、
渡
唐
船
の
乗
員
や
祭
祀
役
、
輪
夫
を
ふ
く
む
組
織
で
も
あ
っ
た
。
王
城
の
稲
二
祭
や
ミ
シ
キ
ョ
マ
（
初
穂
祭
）
・
雨
乞
の
祭
祀
に
は
、
物
参
り
と
い
う
基
礎
的
な
役
割
を
行
う
者
で
あ
っ
た
。
ヒ
キ
が
、
国
王
の
武
力
を
構
成
す
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
、
種
々
の
造
営
や
工
事
に
従
事
し
儀
礼
に
も
物
参
り
を
行
う
者
と
し
て
ふ
か
く
か
か
わ
っ
た
こ
と
、
舞
を
伴
い
、
呪
術
性
を
持
つ
歌
謡
オ
モ
ロ
と
の
強
い
結
び
付
き
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
が
、
古
代
日
本
の
原
初
の
官
人
の
行
っ
た
役
割
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
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巫
女
中
心
の
儀
礼
観
の
再
検
討
近
年
日
本
古
代
の
歴
史
研
究
で
は
、
従
来
の
主
に
民
俗
学
の
、
女
性
（
巫
女
）
を
中
心
に
お
く
儀
礼
観
に
つ
い
て
の
批
判
が
あ
る
。
と
く
に
宮
廷
儀
礼
は
女
性
の
み
で
行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
具
体
的
な
儀
礼
の
考
察
が
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
す
で
に
見
て
き
た
琉
球
王
国
の
王
城
儀
礼
の
実
態
に
類
似
し
て
い
る
。
従
来
シ
ャ
ー
マ
ン
的
性
格
を
女
性
の
み
が
も
つ
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、
民
俗
学
で
は
、
女
性
だ
け
が
司
祭
者
で
あ
い
し
おいてｊｂ、多くの行事において、入閤には闘司（内侍より地位の低い侍女）奏による勅許、闇司奏つま
（御一
脈リ女官の取次が必要であった。
琉球国王の侍女についても、既述した通り「女官剣を杖して侍衛す」（「王朝実録」）とあるのは、後
のヒキと同様、女官が侍衛していたことを示し、『女官御双紙』も又、女官の門番・取次の役割が一
部
残
存
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
（
拙
稿
Ⅵ
）
、
日
本
古
代
の
侍
女
の
役
割
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
。
琉
球
の
侍
女
の
出
｛侭）
自をかたる史料に「宮古島乾隆旧記』（宮古島記事）があり、一六世紀、嘉靖年間の頃に、重罪人の子
を
オ
ヤ
ケ
ゴ
と
い
い
下
僕
と
し
て
宮
廷
で
使
用
し
た
こ
と
、
官
女
マ
ホ
ナ
リ
を
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
朝
廷
（
王
城
）
に
服
属
し
た
者
、
あ
る
い
は
罪
人
の
子
で
あ
り
、
政
治
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
ヒ
キ
の
出
自
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
古
代
日
本
の
舎
人
や
侍
女
と
共
通
し
た
性
格
を
も
ち
、
そ
の
辿
っ
た
歴
史
に
も
共
通
性
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
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り
、
霊
界
ｌ
女
性
、
現
実
世
界
Ｉ
男
性
、
の
い
わ
ば
役
割
分
担
が
あ
っ
た
と
い
う
見
方
の
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
神
祭
の
主
役
、
司
祭
者
の
担
い
手
が
女
性
司
祭
者
か
ら
男
性
司
祭
者
へ
移
っ
た
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
、
再
検
討
す
べ
き
で
（“｝ 
あると一一一一口われている。、王に民俗学の立場からのこれらの見解は、断片的で乏しい史料と民俗事例から
の類推によるところが少なくないこと、これらの意見は沖縄のノロなど各地の民俗にみられる巫女を
古代の遺制とかんがえ、さらにヒミコのイメージと重ねるところから生じた誤解であり、古代におい
て女性だけが司祭者であったという実証的な裏付けは見当たらないこと、史料にあらわれた、宮廷を
中
心
と
す
る
祭
祀
に
お
い
て
は
男
女
の
司
祭
者
の
間
に
は
職
掌
の
分
担
が
あ
っ
た
が
、
男
女
一
組
で
行
う
の
が
常
態
で
（師｝
あったと推定されている。たとえば「御体御卜」（一ハ月・’’一月の月次祭・神今祭の直前におこなう、
天
皇
・
東
宮
の
身
体
の
平
安
を
亀
甲
で
占
う
神
事
）
で
は
、
御
巫
も
神
祇
官
な
ど
と
共
に
儀
礼
に
参
加
し
て
祓
除
な
ど
｛卵一
を
行
っ
た
。
神
祇
官
は
「
御
体
御
卜
」
に
よ
り
深
く
か
か
わ
り
、
錘
不
祀
・
儀
式
・
鎮
魂
・
卜
兆
な
ど
を
統
轄
し
た
。
「御体御卜」はその結果としてでた種々の崇りを神祇官から天皇に奏上するものであり、宮廷儀礼と
（㈱》
か
ん
な
ぎ
して七世紀半ばまで遡る可能性が古向いといわれている。神祇官と比較すると配下の御巫（宮廷の巫女）
そ
う
し
き
は
法
的
に
は
正
式
な
官
人
で
は
な
く
、
使
役
さ
れ
る
雑
色
人
（
平
安
初
期
成
立
の
蔵
人
所
の
下
級
職
員
）
の
待
遇
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
は
、
養
老
律
令
職
員
令
穴
世
紀
半
ば
）
や
神
祇
令
に
は
規
定
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
又
、
神
祇
官
の
男
子
下
級
神
職
の
神
部
や
占
部
が
中
臣
・
忌
部
・
卜
部
と
い
っ
た
特
定
の
祭
祀
を
世
襲
す
る
一
族
か
ら
選ばれるのと異なり、御巫の出自は、その多くが「庶女」（庶民の娘）であったという。
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二
）
里
主
と
大
ア
ム
里
主
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
主
に
辞
令
書
で
里
主
所
と
い
う
職
田
を
給
与
さ
れ
た
者
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
｛刀）
おり、辞令書の残存しない時代の里主については殆ど考察が及んでいない。呉姓一世一示重が泊里主に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
家
譜
に
よ
れ
ば
、
成
化
二
年
（
一
四
六
六
）
に
、
喜
界
島
か
ら
凱
旋
し
た
王
の
目
に
と
ま
っ
て
、
妻
が
元
祖
大
ア
ム
職
に
な
り
、
特
別
に
士
地
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
夫
と
し
て
宗
重
は
そ
の
地
一別）
位
に
つ
い
た
。
そ
の
土
地
は
以
後
も
大
ア
ム
の
所
有
で
あ
っ
た
。
毛
姓
家
譜
は
、
｝
」
の
泊
里
、
王
の
子
孫
が
、
養
子
と
し
て
毛
姓
一
族
に
加
わ
り
、
三
司
官
就
任
に
い
た
る
ま
で
の
職
歴
を
示
し
て
い
る
。
里
主
に
関
し
て
の
記
述
が
史
書
等
に
多
く
あ
ら
わ
れ
る
の
は
尚
円
王
以
降
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
里
主
」
は
史
書
や
家
譜
な
ど
で
、
近
世
の
称
呼
「
地
頭
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
尚
円
壬
は
即
位
以
前
、
内
間
・
嘉
手
刈
・
小
那
覇
・
掛
保
久
の
地
頭
（だ）
であったと伝這えられている。内間・嘉手刈・小那覇・掛保久は、いずれもその後、尚真王代の西原間
（ね）
切（畿内一一一問切の一つ）に属した。尚円の周辺には、アムと里、王を一組にして伝えるものが多く、例え
ば、尚円の叔父と叔母（「二かや田のアム」とよばれた）も、里主とアムの一組であり、アムヘの特別な
土
地
の
下
賜
が
あ
っ
た
と
い
う
点
も
共
通
す
る
。
叔
父
銘
刈
親
雲
上
は
、
首
里
に
「
御
奉
公
」
し
、
真
和
志
間
切
銘
刈
三
辞
令
書
と
家
譜
か
ら
み
た
里
主
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一羽）
地
頭
・
紫
冠
を
得
た
が
故
郷
に
戻
り
、
地
所
を
下
賜
さ
れ
て
代
々
嫡
子
が
相
続
し
た
と
い
う
。
ア
ム
と
い
う
呼
び
名
は
、
『
女
官
御
双
紙
』
の
禁
中
女
官
の
記
録
、
と
く
に
首
里
城
二
層
の
大
庫
理
詰
め
の
女
官
に
多
く
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
尚
清
代
と
推
定
さ
れ
る
、
那
覇
大
ア
ム
な
ど
、
王
城
の
外
に
大
ア
ム
任
職
者がおり、家譜は泊大アムをこのようなアムの元祖として伝えているのであろう。『王朝実録』は、
侍
女
と
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
以
後
、
ア
ム
が
女
官
の
呼
び
名
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
奄
美
大
島
・
喜
界
島
に
も
、
二
名
体
制
の
大
ア
ム
制
度
の
あ
っ
た
こ
と
が
同
島
の
辞
令
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
｛だ）
る
。
畿
内
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
う
ち
、
と
く
に
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
は
、
他
の
一
一
大
ア
ム
シ
ラ
レ
・
を
率
い
て
王
府
の
祭
祀
儀
礼
を
行
い
、
首
里
王
府
の
女
官
ア
ム
ほ
か
や
村
々
の
ノ
ロ
を
統
轄
し
、
ヒ
キ
役
た
ち
の
上
に
立
つ
者
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
里
主
と
大
ア
ム
（
ア
ム
）
職
の
関
係
を
最
も
明
ら
か
に
示
す
の
は
、
麻
姓
三
世
真
福
、
儀
間
平
良
親
雲
上
と
そ
の
室、平良大阿母志良礼（大アムシラレ）の事例であろう（『家譜資料』三）。家譜によれば、真福は尚円
王
代
に
兼
城
徒
で
あ
り
、
尚
真
代
に
勢
遣
富
の
官
舎
と
し
て
渡
明
し
た
後
に
兼
城
地
頭
と
な
り
、
次
に
真
和
志
間
切
儀
間
平
良
地
頭
と
な
っ
た
。
尚
清
王
代
嘉
靖
一
四
年
（
一
五
三
五
）
の
彼
の
死
後
、
平
良
大
阿
母
志
良
礼
は
、
彼
に
代
わ
っ
て
、
二
六
年
間
儀
間
平
良
地
頭
職
を
勤
め
た
。
そ
の
死
に
当
た
っ
て
は
、
公
儀
か
ら
特
別
に
「
竜
繍
棺
被
」
等
を
与
え
ら
れ
葬
礼
を
賜
っ
た
、
と
記
す
。
ま
た
、
馬
姓
家
譜
に
よ
れ
ば
、
毛
姓
四
世
盛
実
の
長
女
真
鍋
樽
は
、
名
護
大
按
司志良礼（大アムシラレと同様の女官と推定Ｉ後述）であり、馬姓二世名護親方（名護間切総地頭）馬世栄
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三
）
古
琉
球
の
里
主
の
実
態
古
琉
球
に
確
立
し
た
問
切
や
シ
マ
、
役
人
制
度
の
基
形
は
、
そ
の
ま
ま
近
世
に
引
き
継
が
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
－稲）
る。「球陽』（尚徳王代）は、泊里、王を泊地頭に封じた、と記しており、同様に地頭という近世の称呼
が
、
遡
っ
て
一
五
世
紀
の
里
主
の
記
述
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、
例
え
ば
後
述
す
る
、
麻
姓
そ
の
他
の
多
く
の
家
一万〉
譜にもみられる。近世期以降、里、王と地頭を同義にみることが行われていたであろう。
高
良
倉
吉
氏
は
、
辞
令
書
は
里
主
が
里
主
所
を
与
え
ら
れ
た
事
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
り
、
ヒ
キ
に
属
し
た
者
の
、
里
主
へ
の
転
任
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
こ
と
、
里
主
に
は
、
大
や
く
も
い
と
大
や
こ
の
区
別
が
あ
り
、
前
者
は
さ
ら
に
間切名を名乗る例えば国頭の大やくもいと、シマ名簡切を構成する下位の行政単位「村」）を冠するた
とえば、麻姓一族や幸地大やくもいがいること。大屋子にあてたものは伊平屋島・国頭・今帰仁のも
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
六
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
「
大
屋
子
」
は
、
地
方
の
役
人
ク
ラ
ス
の
者
で
あ
り
、
近世の「夫地頭」（間切の上級役人）の前身であろうこと
、
また里
主
間の格
差
なども
あ
きらか
に
された
。
（
良
員
）
の
室
と
い
い
、
こ
こ
に
は
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
総
地
頭
の
組
み
合
わ
せ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
近
世
史
料
『
由
来
記
』
王
城
公
事
は
尚
清
王
時
代
頃
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
畿
内
三
間
切
の
王
府儀礼を記録したものと推定され、例えば、同じ南風原間切の崎山地頭・新川地頭がともに儀礼を行
い、大アムシラレと協力したことが読み取れる（拙稿Ⅳ）。
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（１）十六世紀以降の辞令書・家譜にみる里主ｌ大屋子もい・大屋子と里主
古琉球、島津侵入以前の里主所に関する残存辞令書のなかで、〈大やくもい〉と〈大やこ〉に宛て
一羽）
て出されているものの多くは、田名家文書の麻姓四・五世に関するものであり、〈大やくもい〉にあ
て
た
も
の
は
、
い
ず
れ
も
シ
マ
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
辞
令
書
や
家
譜
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
里
主
所
を
得
た
か
を
記
し
て
い
る
。
これらの辞令書と麻姓家譜（『家譜資料』三）を比較していえるのは、麻姓三・四・五世は、各々、
勢遣富船・たから九・勢治荒冨の官舎、つまりヒキ役として渡明したのちに、里主所を与えられ、地
頭に任じられ、「大やくもい」とよばれたと推測されることである。「大やこ」としての里主は各々、
一刃）
仲
田
里
主
所
、
安
田
里
、
王
所
、
を
得
た
者
で
あ
っ
た
。
オ
モ
ロ
に
里
主
と
大
屋
子
が
対
語
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
二
手
登
根
の
大
屋
子
／
唐
の
道
あ
け
わ
ち
へ
／
手
登
根
す
日
本
う
ち
に
と
よ
め
／
又
手
登
根
の
里
主
二
○
’
八
）
」
と
あ
っ
て
、
南
部
知
念
半
島
の
佐
一帥）
敷間切の手登根の「里、王」と「大やこ」が対になってうたわれている。この例によって、高良氏の指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
佐
敷
間
切
の
手
登
根
村
の
里
主
が
、
「
大
や
こ
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
手
登
根
の
里
主
は
、
地
方
の
大
屋
子
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
オ
モ
ロ
が
、
唐
の
み
ち
を
開
き
、
ヤ
マ
ト
に
ま
で
そ
の
名
が
届
く
よ
う
と
う
た
わ
れ
、
外
向
き
の
顔
を
も
つ
里
主
に
つ
い
て
う
た
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
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（２）家譜にみる古琉球の総地頭と地頭Ｉ里主の性格の一側面
家譜が古琉球時代の地頭（つまり里主）に関して、数例を「惣地頭」「総地頭」、つまり問切名の地
頭
（
里
主
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
た
と
え
ば
、
尚
真
以
前
の
例
と
し
て
は
、
前
述
の
越
久
惣
地
頭
と
な
っ
た
と
い
う
「
夏
姓
家
譜
」
の
鬼
大
城
（
夏
居
数
）
を
あ
げ
ら
れ
る
。
尚
情
以
後
の
同
様
の
例
は
、
和
姓
一
世
・
翁
姓
一
世
・
毛
姓
四
世
・
馬
姓
一
世
の
家
譜
に
み
ら
れ
る
。
東
姓
元
祖
の
辞
令
書
は
、
尚
円
・
尚
真
壬
代
に
東
風
平
間
切
総
地
頭
且
紫
官
で
あ
る
と
と
も
に
、
崎
山
に
特
別
な
土
地
を
下
賜
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
里
主
に
つ
い
て
も
考
察
は
進
ん
で
い
な
い
。
「
夏
姓
家
譜
」
序
は
、
鬼
大
城
の
越
久
間
切
惣
地
頭
職
就
任
の
理
由
と
し
て
、
大
将
鬼
大
城
の
、
阿
麻
和
利
討
伐
を
あげている（「家譜資料』三）。その褒賞として、紫冠や、阿麻和利の衣装、勝連城門が与えられ、さ
らに越久間切の総地頭に任じられた、と記しており、この記事を、『由来記』（巻三、賞賜）も引用し
て
い
る
。
た
だ
、
位
を
冠
（
鉢
巻
）
の
色
で
示
し
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
た
、
陳
侃
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
冊
封
使
に
よ
れ
ば
、
そ
の
、
黄
・
赤
・
青
緑
・
白
の
別
に
紫
が
加
わ
る
の
は
爺
崇
業
の
記
録
二
五
七
九
年
）
以
後
で
あ
り
、
’六世紀以前に「紫冠」そのものがあったとは思われない。田名真之氏の一一一一口われたように、家譜につ
い
て
も
史
料
と
し
て
批
判
的
に
み
る
態
度
が
必
要
と
か
ん
が
え
る
。
田
名
氏
は
、
特
に
家
譜
の
序
は
、
系
記
に
記
録
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
も
の
や
、
系
図
座
の
チ
ェ
ッ
ク
で
省
か
れ
た
で
あ
ろ
う
系
柤
や
先
代
の
由
来
を
含
む
こ
と
、
又
家
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（飢｝
譜内で矛盾する記述ｊｂあるので注意を要すると一一一一口われる。後述の「湧川家譜」序の、尚円の弟朝理が
尚
金
福
時
代
に
家
来
赤
頭
、
阿
姓
二
世
が
尚
円
代
に
、
同
じ
く
家
来
赤
頭
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
も
、
文
字
通
り
に
受
け取ることはできないであろう。「けらへあくかへ」は尚真時代の碑文にみえるもので、官人制度確
立
後
の
ヒ
キ
役
の
下
役
の
職
名
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
尚
泰
久
以
前
の
官
人
組
織
に
家
来
赤
頭
役
が
あ
っ
た
と
は
考
え
にくいからである。ただこれについても、里主を地頭と一一一一口い換えて記録したように、後世の歴史認識
に
よ
り
、
遡
っ
て
単
に
官
人
の
下
役
の
意
で
「
家
来
赤
頭
」
と
記
し
た
可
能
性
も
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
紫
冠
に
つ
い
て
も
同
様
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
の
「
総
地
頭
」
に
つ
い
て
は
、
里
主
を
の
ち
に
地
頭
と
呼
ん
だ
の
と
同
様
の
流
儀
で
、
古
琉
球
の
間
切
名
の
、
一
一
一
司
官
ク
ラ
ス
の
「
大
や
く
も
い
」
と
も
よ
ば
れ
た
里
主
を
、
後
世
家
譜
で
「
総
地
頭
」
と
し
て
書
き
分
け
た
と
当
面
は
理
解
し
た
い
。
家譜が尚真・尚清王あるいは尚一兀王代の「総地頭」と記す者には、いずれも三司官を勤めた和姓一
世
景
明
、
翁
姓
一
世
盛
順
、
毛
姓
四
世
盛
実
、
馬
姓
元
祖
馬
良
詮
な
ど
の
ほ
か
、
越
久
間
切
総
地
頭
尚
円
弟
朝
理
、
同
。
（
艶
）
じく越久間切総地頭尚真第四王子朝福、今帰仁間切総地頭の尚真第一二王子がいる。そのほか、’一一司官
で
は
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
尚
清
王
代
に
、
那
覇
大
筆
者
・
黄
冠
、
後
に
今
帰
仁
惣
地
頭
に
任
職
し
た
と
さ
れ
る
栢
姓
一世（国吉家）良正（『家譜資料』四、尚円・尚真時代に東風平間切総地頭職についたと記される、東
開極東風平親方（その一一世は三司官）もいる。ここで注目したいのは、「総地頭」を含めて、特別な理
由
に
よ
り
褒
賞
と
し
て
土
地
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
例
が
家
譜
そ
の
他
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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次
に
そ
の
具
体
例
を
み
て
ゆ
く
。
（ａ）「東姓家譜」
元
祖
は
尚
円
・
尚
真
時
代
に
東
風
平
問
切
総
地
頭
職
に
あ
っ
た
と
い
う
東
開
極
東
風
平
親
方
に
つ
い
て
、
尚
真
時
代
の嘉靖三年（一五一一四年）の、次のような内容の辞令書が伝えられる。崎山邑（畿内三間切中の南風原間
切
首
里
殿
内
の
管
轄
内
ｌ
筆
者
）
に
三
貫
五
結
の
宅
を
賜
い
、
永
く
子
孫
に
伝
え
、
万
民
侵
す
べ
か
ら
ず
の
宝
印
を
頂
戴
し
、
移
居
し
て
後
に
菜
園
と
し
た
。
万
暦
三
十
八
年
二
六
一
○
）
に
、
菜
園
地
並
び
に
仕
明
田
畑
は
、
屋
宜
五
良
と
名
付
け
ら
れ
、
始
め
て
請
地
と
し
た
（
「
家
譜
資
料
」
三
、
「
家
譜
資
料
』
｜
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
辞
令
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
辞
令
書
と
内
容
・
形
式
と
も
に
異
な
り
私
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
ち
、
知
行
地
の
安
堵
、
土
地
売
買
（邸｝
とそれに伴う辞令書の書き替、えについての内容をもつことが指摘されている。「請地」とは「一兀文
（’七三七～五○年）検地以前、村が疲弊して百姓が耕作できなくなったとして取り上げた百姓地を士
（別一
族へ払い下げた土地で、売買・譲度・質入れ可能な私有地」という。一」の史料が伝えるのは、東姓元
祖
は
、
東
風
平
間
切
〈
真
和
志
間
辺
総
地
頭
で
あ
る
と
と
も
に
、
別
に
、
嘉
靖
三
年
に
崎
山
に
も
特
別
に
土
地
を
与
えられた者であったということである。この記述によれば、崎山の土地が「請地」とみなされたのは
後
世
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
東
姓
の
子
孫
は
こ
の
土
地
を
一
五
二
四
年
以
降
継
続
し
て
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡ （ｂ）「向姓湧川家譜」
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「
向
姓
湧
川
家
譜
」
（
「
家
譜
資
料
」
三
）
に
よ
れ
ば
、
湧
川
家
一
世
は
越
久
の
総
地
頭
で
あ
り
、
家
譜
序
は
、
同
家
メ
カ
ル
シ
の、天人女房讃と結びついた「請地」の歴史を伝え次の一一説話をむすびつけている。茗苅子の来歴は
「
神
道
記
」
に
よ
る
、
と
し
て
記
載
し
な
い
が
、
同
書
の
天
人
女
房
讃
は
天
女
（
弁
才
天
）
と
目
軽
翁
子
の
出
会
を
語
る
（錨）
ものであり『由来記』（巻十一の一一一七）はこれを引用する。もう一つは『由来記』（巻一一一の一一一八）の、
メ
カ
ル
シ
尚
真
王
時
代
に
真
和
志
間
切
の
「
請
地
」
を
拝
受
し
た
と
い
う
、
目
軽
子
と
天
人
女
一
房
の
説
話
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
農
夫
目
軽
子
が
天
女
と
結
ば
れ
て
生
ま
れ
た
娘
が
尚
真
王
夫
人
と
な
り
、
佐
司
笠
按
司
加
那
志
を
生
ん
だ
。
そ
の
栄
誉
に
よ
っ
て
農
夫
は
「
請
地
」
と
「
浮
織
冠
」
を
特
別
に
与
え
ら
れ
た
。
「
請
地
」
は
後
に
、
外
孫
佐
司
笠
按
司
加
那
志
に
受
け
継
が
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
天
女
も
、
二
説
話
の
関
連
か
ら
い
っ
て
弁
才
天
と
み
な
さ
れ
た
と
読
む
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
注
記
と
し
て
、
佐
司
笠
按
司
加
那
志
は
、
湧
川
親
雲
上
朝
略
の
先
祖
に
あ
た
る
向
姓
美
里
王
子
朝
易
に
嫁
い
だ
の
で
、
佐
司
笠
按
司
加
那
志
は
、
湧
川
親
雲
上
朝
略
の
外
鼻
祖
に
当
た
る
、
と
記
し
て
い
る
。
朝
略
二
六
九
○
年
～
）
は
、
向
姓
湧
川
家
の
家
譜
序
を
記
し
た
朝
喬
の
父
で
あ
る
。
注目したいのは「由来記』が、真和志間切安謝村のこの土地の麦・稲四祭の時に、朝略が、シロマ
シ
・
五
水
五
合
を
供
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
家
譜
に
よ
れ
ば
、
十
一
世
朝
略
は
家
統
を
継
い
で
、
湧
川親方（越来を改名）の総地頭であった。「由来記』は、本拠である越来間切の儀礼への関与について
は
何
も
記
さ
な
い
が
、
「
請
地
」
に
お
い
て
朝
略
が
ど
の
よ
う
に
農
耕
儀
礼
に
参
加
し
て
い
た
か
を
記
述
し
て
お
り
、
家
譜
の
序
で
強
調
す
る
の
も
、
「
請
地
」
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
真
和
志
間
切
に
あ
る
「
請
地
」
が
、
湧
川
家
に
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尚清王時代に那覇港右岸の三重城を築造した、わうの大や（王農大や）にも後の請地との関わりが
伝えられている。一一一重城は、那覇港防備のために、’五五四年築造の対岸のヤラザ森と相前後して、礼
「異族襲来防御」のために築造された北砲台である。『球陽』（一一○九項）によれば、尚清壬は、王農大辨
やの地に神の出現があったため、祭祀の目的でその地を訪れ、王農大やの女子真世仁金に会い、後飢
に、王夫人とし、「大按司志良礼」に封叙した・王農大やに嗣子はなく、その家産・田地は悉く外孫柵的
尚洪徳公に与えられた。『由来記』（巻一二の五九）は、これを「請地（検地名ワゥ地）」と記録していⅧ
一節）
る・王曲辰大やは、那覇と湧田に拝領地を貰い受けたとも伝えられる・王農大やが、後に請地と認めら幟降
れる士地をもっていた理由は伝えられないが、おそらくは、一二重城築城の褒賞かあるいは、娘が王夫馴中
人
と
な
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
ろ
う
。
紀世
（ｄ）「毛姓家譜（座喜味家と
五
家譜によれば、七世盛員は、康煕六年（一六六七）に読谷山間切惣地頭に任職した者であるが、康廻
煕一一九年の項に、東風平間切の東風平村佐久間地が、成化年間、尚真王代の「請地」であったとし鰍
て、以下のように記している。佐久間地は、外祖佐久間徒が「請地」として賜ったもの。佐久間碇皿
と
っ
て
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
請
地
」
は
近
世
の
名
称
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
東
姓
と
同
様
に
、
尚
真
王
代
頃
に
、
近
世
期
の
「
請
地
」
の
よ
う
な
特
別
な
土
地
を
も
つ
者
の
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
ろ
う
。
（ｃ）王農大や
Hosei University Repository
は、真和志間切上間の住人で、「国吉ホ也」Ｅや）と称するようになった。度々民を苦しめた大水に
より破壊した橋の「修橋」と「防水基」工事監督の褒賞として、地頭任職を告げられたが、それを固
辞して佐久間地を請い、王に認められたものだという（『家譜資料』三）。この事例も「請地」が尚真
王時代まで遡るものであると考えられていたことを示すものであろう。『球陽』巻三（尚真王）では、
箪
固
な
「
防
水
基
」
築
造
を
嘉
し
て
請
地
を
与
え
伝
家
の
宝
と
な
す
、
と
記
し
て
い
る
。
（ｅ）「毛姓家譜（上里家こ
一一一世盛里（沢岻親方・毛文英）は三司官であり（『由来記」巻二）浦添の沢岻の親方であった。嘉靖四
年（一五二五）の「識名沢岻王舅墓之銘」によれば、「公上を補佐し、蒼生を鎮撫し、王舅として渡明
し
た
功
績
に
よ
り
、
私
館
の
南
に
勝
地
を
下
賜
さ
れ
た
者
」
で
あ
っ
た
。
家
譜
は
そ
の
土
地
に
つ
い
て
具
体
的
に
、
「
後
に
墓
地
を
敷
名
（
識
名
）
山
に
賜
る
、
並
び
に
其
の
墳
所
管
属
の
田
畑
二
分
を
賜
り
、
田
の
名
は
珍
次
良
と
曰
い
、
畠
の
名
は
佐
司
五
良
と
曰
う
…
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
田
畑
を
含
む
土
地
も
、
碑
文
に
よ
れ
ば
、
王
舅
と
し
て
渡
明
し
た
功
績
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
四
世
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
泊
里
主
の
子
孫
で
も
あ
り
、
総
地
頭
であった（『家譜資料』三）。
（ｆ）「馬姓家譜」
馬姓糠中城は、大島遠征の際の俘虜の子といい、特別に土地をあたえられ、その子は下級官人から
惣
地
頭
・
三
司
官
に
上
っ
た
、
と
伝
え
て
い
る
。
序
で
は
、
尚
清
壬
の
大
島
遠
征
の
際
、
虜
に
し
て
連
れ
帰
っ
た
、
与
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〈翫一
湾
大
親
の
子
が
糠
中
城
徒
で
あ
い
ソ
、
ま
ず
「
百
次
學
職
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
王
は
、
そ
の
人
と
な
り
を
嘉
し
て
、
特
に
、
上
泊
（
天
久
の
辺
り
と
い
う
’
「
南
島
風
土
記
」
）
に
田
宅
を
賜
わ
り
、
且
首
里
に
移
居
さ
せ
、
黄
冠
も
与
え
た
と
い
う
。
「
上
泊
所
有
田
圃
、
伝
為
家
有
者
」
と
あ
る
か
ら
、
上
泊
の
土
地
は
以
後
も
一
族
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
糠
中
城
徒
の
子
が
、
馬
姓
元
祖
馬
良
詮
で
あ
り
、
家
来
赤
頭
・
門
番
を
経
て
、
嘉
靖
年
間
尚
清
王
代
に
、
浦
添
間
切
総
地
頭
職
と
な
り
、
尚
元
王
の
幼
東
宮
の
時
に
そ
の
養
父
と
な
り
、
尚
元
王
代
に
、
一
一
一
司
官
に
な
っ
た
（一家譜資料』三、及び『家譜資料』｜）。
（９）上間大親
本
部
間
切
の
、
シ
マ
名
の
地
頭
上
間
大
親
は
葉
壁
（
伊
平
屋
）
の
出
で
あ
り
尚
円
国
頭
移
住
の
時
、
上
間
（
現
、
具
志
堅）に移居した者であり、長男孟揚清（大里親方宗森）、次男孟元勲（中城親雲上）外、’一一男があったと
い
う
。
後
に
彼
ら
が
暴
風
の
中
、
尚
真
王
巡
行
を
助
け
た
褒
賞
と
し
て
上
間
大
親
に
、
今
帰
仁
総
地
頭
任
職
を
示
し
た
が
固
辞
さ
れ
た
の
で
、
二
人
の
息
子
を
首
里
に
移
居
さ
せ
、
上
間
大
親
に
は
上
間
地
頭
職
と
比
与
喜
屋
の
地
を
与
え
た。後にその宅は拝所となった、とある（「球陽』’三八項）。
（ｈ）「阿姓家譜」
尚
円
王
代
、
成
化
年
間
に
家
来
赤
頭
職
に
あ
っ
た
阿
姓
二
世
花
城
親
方
は
、
世
子
を
抱
い
て
島
添
路
上
に
い
る
侍
臣
に会いその養父となった。それは占一一一一口に従った出会いだった。阿姓二世は世子の尚真王即位後、首里
府金城邑に家宅を賜り、且具志頭間切（南風原間切）花城地頭に任じられた（『家譜資料』三）。これは
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花
城
の
シ
マ
名
の
里
主
が
、
国
王
の
養
父
で
あ
っ
た
た
め
に
、
金
城
邑
に
家
宅
を
賜
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（ｉ）那覇大アム辞令書
『
女
官
御
双
紙
」
は
、
寡
婦
、
銭
氏
与
那
城
親
雲
上
の
女
が
国
中
に
「
貞
女
」
の
誉
れ
高
か
っ
た
こ
と
を
賞
さ
れ
て
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
～
六
六
）
に
那
覇
大
ア
ム
に
任
じ
ら
れ
、
王
子
の
養
母
と
な
り
、
那
覇
士
女
の
頭
に
任
じ
ら
れ
田
地
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
万
暦
一
○
年
（
一
五
八
二
）
の
二
代
目
の
辞
令
書
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
士
｛艶）
地
が
五
代
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
も
あ
る
。
家
譜
に
、
古
琉
球
の
「
請
地
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
あ
る
こ
と
は
、
「
請
地
」
制
度
そ
の
も
の
が
公
に
成
立
し
た
の
は
近
世
期
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
「
請
地
」
的
な
土
地
の
あ
っ
た
こ
と
、
特
別
な
理
由
づ
け
を
し
て
与
え
ら
れ
た
土
地
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
前
述
の
尚
円
の
叔
父
・
叔
母
（
二
か
や
田
の
ア
ム
）
の
下
賜
さ
れ
た
土
地
も
以
後
代
々
う
け
継
が
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
これも①に入る。
これらの事例を整理すると、
①特別な理由により下賜ざれ以後も所有したと記すもの（泊里主妻大アム・尚円叔父・叔母．ｅ・ｆ・
９．ｈ．ｉ）。
②下賜された土地であり後の「請地」として記すもの（ａ．ｃ）。
③
特
別
な
理
由
に
よ
り
尚
真
代
に
「
請
地
」
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
と
明
記
す
る
も
の
（
ｂ
・
ｄ
）
。
特別な理由とは、王の養父であったこと（ｈ）、人体（ｆ・ｉ）、王への奉仕（ｇ・泊大アム）、公
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上補佐と渡明（ｅ）、修橋工事（ｄ）、であった。「由来記」（巻二、官職位階之事、親方部）は、一一一司官
座
敷
へ
の
昇
進
の
条
件
と
し
て
、
勲
功
・
御
外
柤
・
御
外
戚
・
人
体
を
挙
げ
る
。
こ
れ
を
、
ｉ
勲
功
、
Ⅱ
王
家
と
の
近
し
さ
、
狙
人
体
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
王
の
養
父
で
あ
る
こ
と
も
、
王
家
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
り、泊大アムについては勲功と言い換えてもよいであろう。みてきた、（ａ）から（ｈ）について一一一一口
えば、（ａ）は理由をあげないが、そのほかはこのｉ・Ⅱ・肛に分類できる。『由来記』の一一一一口う昇進の
条
件
は
、
土
地
の
下
賜
の
際
の
条
件
と
し
て
も
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
家
譜
等
に
み
ら
れ
る
土
地
の
下
賜
と
請
地
に
つ
い
て
、
①
は
、
泊
里
主
・
大
ア
ム
の
如
く
、
特
別
な
勲
功
に
よ
る
褒
賞
と
し
て
土
地
を
下
賜
さ
れ
継
続
し
て
所
有
し
た
例
、
②
は
、
下
賜
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
後
の
「
請
地
」
、
③
は
尚
真
王
代
の
請
地
を
明
記
す
る
例
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
家
譜
の
成
立
期
に
は
こ
の
よ
う
な
共
通
の
認
識
の
あ
っ
た
こ
とは認められるであろう。（ａ）（ｉ）二史料の従来の解釈によっても、「請地」的な私有地が、古琉
球
の
時
代
か
ら
存
在
し
た
と
推
測
し
て
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
古
琉
球
時
代
（鋤）
に
、
下
賜
さ
れ
た
、
私
的
な
土
地
を
持
つ
富
裕
者
が
い
た
こ
と
を
老
這
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
総
地
頭
と
呼
ば
れ
る
者
の
多
く
は
三
司
官
で
も
あ
り
、
古
琉
球
の
政
治
の
中
心
に
い
た
者
た
ち
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
畿
内
一
一
一
間
切
を
基
盤
と
す
る
、
王
府
の
主
要
な
農
耕
儀
礼
を
主
宰
し
た
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
任
職
者
に
は
、
家
譜
に
み
る
と
、
阿
姓
（
ｈ
）
五
世
守
純
（
’
五
五
三
～
’
六
一
○
年
）
の
妹
、
東
姓
（
ａ
）
五
世
（
’
六
一
四
～
一
六
九
○
年
）
の
母
が
い
る
。
彼
女
た
ち
の
背
後
に
は
特
別
な
土
地
の
所
有
者
た
ち
が
い
た
と
推
定
し
て
琉球王国一五世紀中期以降の畿内制的な特徴と王城儀礼205 
Hosei University Repository
二
）
呉
姓
と
毛
姓
上
述
の
よ
う
に
、
古
琉
球
の
王
国
と
奄
美
諸
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
み
、
奄
美
諸
島
の
島
々
に
関
わ
る
（卯｝
職
務
に
つ
い
た
呉
姓
元
祖
泊
里
主
と
毛
姓
一
族
と
の
結
び
つ
き
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
呉
姓
一
一
世
に
注
目
し
、
ま
た
従
来
職
名
と
さ
れ
て
い
る
「
王
舅
」
に
つ
い
て
少
し
か
ん
が
え
た
い
。
成
化
二
年
に
喜
界
島
を
討
っ
て
帰
国
し
た
尚
徳
王
を
迎
え
た
大
ア
ム
と
そ
の
夫
泊
里
主
の
話
は
、
『
呉
姓
家
譜
」
｛例）
（『家譜資料』一・二一）の序ではなく、一世の「紀録」として記される。この話の中心は、長い航海から
帰
還
し
た
王
に
は
ま
ず
新
鮮
な
水
を
と
気
づ
い
て
献
上
し
た
大
ア
ム
が
主
人
公
で
あ
り
、
そ
の
賢
く
て
気
の
き
い
た
奉
仕が勲功であると述べることを目的としているとみられる。『女官御双紙」『由来記」『旧記』もほぼ
同
じ
話
を
記
録
し
て
い
る
。
「
呉
姓
家
譜
」
は
泊
里
主
、
呉
氏
宗
重
に
つ
い
て
、
元
祖
里
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
、
童
名
と
唐
名
呉
弘
肇、父母未詳、と記すのみである。『由来記』巻二に、「泊地頭」の職事として、泊と鳥島を掌るこ
よ
い
で
あ
ろ
う
。
阿
姓
の
場
合
は
、
王
の
養
父
で
あ
り
、
五
節
句
の
際
の
「
朝
見
の
供
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
大
きく影響していたであろう（拙稿ｖ）。
四
泊
里
主
と
鬼
大
城
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呉姓二世宗義（呉起良、～一五二一年）は、尚真時代に、浦添間切中西地頭、次いで具志頭間切花城
地
頭
に
任
じ
ら
れ
た
。
宗
義
は
、
宗
重
の
二
男
。
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
～
一
五
○
五
年
）
に
浦
添
間
切
中
西
地
頭
で
あ
る
と
と
も
に
紫
冠
で
あ
り
、
長
女
（
一
四
八
二
年
生
は
浦
添
王
子
朝
満
（
尚
真
王
の
第
一
王
子
）
の
内
室
と
な
っ
た
と
い
う
。
シ
マ
名
の
地
頭
重
主
）
宗
義
の
娘
が
浦
添
王
子
朝
満
の
内
室
に
な
り
、
宗
義
は
王
子
朝
満
の
た
め
に
段
壊
し
た
（兜｝
よめった。
と
、
尚
徳
代
に
泊
里
主
呉
氏
宗
重
が
始
め
て
任
じ
ら
れ
た
こ
と
、
家
譜
が
そ
れ
を
記
す
こ
と
、
当
時
の
職
事
は
未
詳
、
としながらも、大島・徳島・鬼界島・与論・永良部島の年貢を掌ること、後に泊町奉行、泊地頭と名
づけられ取次役を兼ねた、と記している。泊御殿については、上記の記述に加えて、「国頭方、西方
の船、泊の津に上納積来、公事相勤るによって、役座にて、泊御殿と為名付け由、申伝也」、『旧記』
は
、
同
じ
く
泊
御
殿
の
項
に
、
こ
の
殿
に
官
吏
を
お
き
諸
島
の
こ
と
を
治
め
る
、
と
明
記
す
る
。
鳥
島
の
硫
黄
あ
る
い
は
貢
納
品
搬
入
の
港
と
し
て
、
は
や
い
時
期
か
ら
、
役
所
や
官
吏
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「王朝実録』琉球史料に、漂流民の滞在した「水辺の公館」（泊公館）は、郡邑の官庁のようなもので
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
上
記
の
、
『
旧
記
』
の
記
す
泊
御
殿
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
径
、
参
照
）
そ
の
職
事
か
ら
み
て
泊
里
主
は
、
そ
の
役
人
か
そ
の
長
の
よ
う
な
職
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
泊
周
辺
の
市
や
倉
、
そ
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
寺
院
の
伝
承
は
、
こ
の
地域の重要性を物語っている（『球陽』英柤王二一項）。家譜その他によれば、泊大アムの土地は浦添に
207琉球王国一五世紀中期以降の畿内制的な特徴と王城儀礼
Hosei University Repository
又
、
家
譜
は
、
呉
氏
泊
里
主
宗
重
の
長
男
宗
友
の
子
孫
が
養
子
と
し
て
毛
姓
四
世
盛
実
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
呉
姓
と
毛
姓
完
祖
は
護
佐
九
）
の
結
び
つ
き
が
語
ら
れ
る
。
毛
姓
一
一
一
世
盛
里
（
浦
添
沢
岻
親
方
、
唐
名
毛
文
英
）
（
～
一
五
二
六
年
）
は
、
先
に
、
私
館
の
南
に
勝
地
を
下
賜
さ
れ
た
者
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
家
譜
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
様
な
経
歴
を
も
つ
者
で
あ
っ
た
。
正
徳
年
間
に
尚
真
王
の
三
司
官
で
あ
り
、
真
玉
湊
碑
文
（
’
五
二
二
年
）
に
、
世
あ
す
た
べ
（
一
一
一
司
官
）
の
一
人
と
し
て
「
た
る
か
ね
も
い
た
く
し
の
（肌）
大
ほ
や
く
も
い
」
と
記
さ
れ
、
王
舅
逹
魯
加
尼
と
し
て
嘉
靖
年
間
に
渡
明
し
た
。
そ
の
娘
「
き
み
と
よ
み
あ
ん
し
か
な
し」は、「中城王子尚禎公の御妃」（尚清王子尚禎公の妃）であるという。嘉靖元年の王舅のタイトル
は
、
王
子
の
舅
と
し
て
得
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
昇
進
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
一
般
的
に
、
「
御
外
祖
・
御
外
戚
」
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
「
王
舅
」
は
、
特
に
、
王
の
代
理
、
朝
貢
貿
易
に
出
向
く
使
者
と
し
て
最
重
要
（蛎一
の
役
柄
で
あ
っ
た
と
田
口
わ
れ
る
か
ら
、
実
際
に
、
王
や
王
子
の
舅
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
世
盛
実
（
尚
清
代
）
は
、
次
の
よ
う
な
要
職
を
歴
任
し
た
。
嘉
靖
七
年
那
覇
里
主
職
、
同
一
八
年
（
一
五
二
八
（”｜ 
あう○。
宮
殿
を
改
造
し
て
住
ま
わ
せ
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
経
済
力
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宗
義
が
正
徳
元
年
に
慶
賀
進
貢
の
た
め
、
「
王
舅
」
と
し
て
鄭
久
や
察
賓
と
と
も
に
渡
明
し
た
こ
と
も
家
譜
は
記
し
て
い
る
ｓ
家
譜
資
料
」
｜
」
）
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
紫
冠
は
疑
わ
し
い
け
れ
ど
も
、
実
際
に
、
「
王
子
の
舅
」
と
し
て
正
徳
元
年
、
宗
義
が
慶
賀
進
貢
の
た
め
に
渡
明
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
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（
二
）
夏
姓
家
譜
の
鬼
大
城
に
つ
い
て
夏
姓
家
譜
の
鬼
大
城
は
、
一
五
世
紀
半
ば
以
降
の
官
人
の
姿
を
伝
承
し
て
い
る
と
か
ん
が
え
る
。
鬼
大
城
（
夏
居
数
）
は
、
勝
連
按
司
に
嫁
い
だ
王
女
踏
場
按
司
の
僕
臣
と
し
て
勝
連
城
に
赴
い
た
が
、
天
順
二
年
、
護
佐
九
・
阿
麻
和
利
の
乱
の
後
、
阿
麻
和
利
の
中
山
攻
撃
の
陰
謀
を
知
り
、
夫
人
を
背
負
い
首
里
城
に
逃
亡
。
阿
麻
和
利
は
兵
に
彼
ら
を
追
わ
せ
る
。
そ
の
際
王
城
で
、
鬼
大
城
の
う
た
う
神
歌
（
御
唄
）
が
暴
風
雨
を
引
き
起
こ
し
、
兵
火
を
減
す
る
と
い
う
奇
跡
を起こす。しかし最初王が城門内に入るのを許したのは、王女阿麻和利夫人だけであり、鬼大城を受
け
入
れ
た
の
は
、
そ
の
後
の
、
首
里
殿
内
か
ら
の
神
唄
の
献
奏
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
と
い
う
。
阿
麻
和
利
の
軍
兵
は
大
敗
し
て
逃
走
。
王
は
、
鬼
大
城
を
大
将
に
任
じ
て
勝
連
を
討
た
せ
、
そ
の
褒
賞
と
し
て
、
阿
麻
和
利
の
錦
金
椴
衣
装
や
勝
連
城
門
を
下
賜
し
た
と
い
う
。
（
そ
れ
を
祝
す
）
諸
神
の
神
唄
が
あ
り
、
そ
の
後
居
数
は
、
越
久
親
方
（
越
久
間
切
の
総
年）自奥渡上之訳理、同一一一一年御物城職、同一一一一年那覇里主（三度任職）・豊見城間切保栄茂地頭
職
、
同
三
五
年
御
双
紙
庫
理
（
『
由
来
記
」
巻
二
御
双
紙
庫
理
の
項
に
よ
る
）
、
同
四
一
年
（
一
五
六
一
年
）
島
添
大
里
総
地
頭
。
長
女
真
鍋
樽
は
、
名
護
大
按
司
志
良
礼
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
、
馬
姓
二
世
名
護
親
方
馬
良
員
の
室
、
五
世
盛
理
は
奥
渡
上
の
訳
理
で
あ
っ
た
。
そ
の
掌
握
地
域
は
奄
美
島
喚
全
体
と
考
え
ら
れ
る
が
そ
の
役
割
は
明
ら
か
に
な
っ
｛船）
ていない。これらの記述により、泊里、王の子孫たちは、王子や毛氏と結びつきながら、当時の政治の
中
枢
で
王
権
を
支
え
る
一
大
勢
力
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。
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地
頭
）
に
な
っ
た
と
い
う
。
『球陽』や「夏姓家譜」序を含めて、鬼大城にまつわる話に特徴的なのは、首里殿内との結びつきを
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
後
者
に
み
え
る
美
福
門
（
別
名
赤
田
門
）
は
、
首
里
殿
内
と
王
城
を
つ
な
ぐ
門
で
あ
り
、
前
者
は
首
里
殿
内
か
ら
の
オ
モ
ロ
献
奏
に
よ
り
は
じ
め
て
鬼
大
城
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
こ
の
話
は
、
首
里
殿
内
の
影
響
力
の
強
く
な
っ
た
時
期
、
お
そ
ら
く
尚
真
以
後
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
い
か
に
も
説
話
的
な
は
な
し
に
も
見
え
る
が
、
こ
の
序
は
軽
視
で
き
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
球
陽
」
は
「
首
里
州
の
一
忠
臣
」
と
い
い
、
そ
の
ひ
と
つ
は
首
里
を
「
州
」
と
い
う
大
き
な
行
政
区
画
で
と
ら
え
て
い
る
こ
と
、
Ｉ
畿
内
と
い
う
区
域
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ｌ
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
鬼
大
城
の
も
つ
、
僕
臣
と
し
て
の
、
原
初
的
な
官
人
の
特
徴
を
伝
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
王
女
の
付
き
添
い
・
護
衛
な
ど
の
家
政
的
な
奉
仕
や
、
神
唄
を
歌
っ
て
暴
雨
を
降
ら
せ
る
な
ど
の
呪
力
を
持
つ
こ
と
、
又
、
王
命
に
よ
り
大
将
と
し
て
阿
麻
和
利
を
討
つ
な
ど
、
兵
士
の
長
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
事
な
ど
で
あ
り
、
か
た
ら
れ
る
そ
の
職
事
は
ヒ
キ
役
の
そ
れ
に
重
な
り
、
官
人
と
オ
モ
ロ
の
結
び
つ
き
も
示
し
て
い
る
。
「
も
も
と
ふ
み
あ
が
り
」
の
オ
モ
ロ
を
う
たったというがここに王女踏場按司とオモロ歌唱との直接の関係は語られていないことにも注意すべ
きであろう。『女官御双紙』下は、踏場按司を「三十一一一君」のうちに入れており、オモロ解釈の通説
は
、
こ
れ
ら
の
王
族
女
性
を
神
女
と
解
釈
し
、
オ
モ
ロ
を
う
た
い
、
オ
モ
ロ
に
う
た
わ
れ
る
対
象
で
も
あ
る
と
い
う
オ
モロと直接的関係をもつ人々と考えている。しかしここで語られているのは『王朝実録」琉球史料の
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前
述
の
よ
う
に
里
主
や
総
地
頭
が
ア
ム
・
大
ア
ム
・
大
按
司
志
良
礼
と
一
組
に
な
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
女
官
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
史
料
と
い
え
る
の
は
「
女
官
御
双
紙
」
の
み
で
あ
る
。
同
書
は
、
三
平
等
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
に
つ
い
て
、
「
首
里
王
府
中
の
士
女
が
勤
め
る
」
と
し
て
、
里
主
と
の
結
び
つ
き
を
述
べ
て
お
り
、
又
同
書
禁
中
女
官
の
項
で
は
、
「
あ
こ
む
し
ら
れ
」
に
つ
い
て
、
前
代
の
御
鎖
の
側
以
下
の
諸
士
の
婦
女
人
の
名
称
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
「
段
段
夫
の
（
位
）
に
準
」
と
い
い
、
女
官
の
夫
が
官
人
で
あ
る
場
合
、
妻
の
地
位
は
夫
の
そ
れ
に
準
ず
る
と
い
っ
て
い
る
。
禁
中
女
官
の
項
は
、
（
南
殿
）
書
院
と
大
庫
理
な
ど
に
詰
め
る
大
庫
理
の
ア
ム
シ
ラ
レ
・
真
南
風
の
ア
ム
シ
ラ
レ
・
作
事
の
ア
ム
シ
ラ
レ
・
よ
た
の
ア
ム
シ
ラ
レ
な
ど
の
職
名
を
記
録
す
る
。
正
殿
百
浦
添
の
階
記
録
す
る
、
神
唄
を
う
た
う
官
人
に
通
じ
る
、
王
の
身
辺
の
侍
衛
な
ど
を
役
割
と
す
る
原
初
の
官
人
と
オ
モ
ロ
と
の
結
び
つ
き
で
あ
る
。
な
お
、
「
首
里
殿
内
か
ら
の
オ
モ
ロ
献
奏
」
の
記
述
の
背
景
に
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。例えば「由来記」は、前述のように、首里王府のミシキョマ儀礼は首里殿内で行われること、南
部
行
幸
も
首
里
殿
内
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
際
に
は
路
地
歌
（
オ
モ
ロ
）
が
う
た
わ
れ
た
と
記
し
、
そ
れ
と
推
定
さ
れ
る
オ
モ
ロ
も
一
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
首
里
殿
内
と
オ
モ
ロ
の
関
係
を
強
調
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
五
大
ア
ム
・
ア
ム
の
由
来
證
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二
）
わ
う
の
大
ひ
や
（
王
農
大
や
）
に
つ
い
て
の
伝
承
王
農
大
や
は
、
尚
清
王
代
の
、
那
覇
港
右
岸
の
三
重
城
を
築
造
し
た
人
物
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
一
一
重
城
は
、
那
覇
港
防
備
の
た
め
に
、
対
岸
の
一
五
五
四
年
築
造
の
ヤ
ラ
ザ
森
と
相
前
後
し
て
、
異
族
襲
来
防
御
の
た
め
に
築
造
さ
れ
た
北
砲台であり、ワウノ比屋城ともよばれる（『由来記』巻八、二・三項）。ある口碑伝説によれば、中国生
ま
れ
の
王
農
大
や
は
、
父
を
尋
ね
て
琉
球
に
渡
り
、
湧
田
根
神
殿
内
か
ら
妻
を
貰
い
住
み
つ
い
た
。
尚
清
王
は
巡
行
の
際
、
大
親
の
家
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
娘
の
も
て
な
し
に
心
を
動
か
さ
れ
、
夫
人
と
し
て
王
城
に
召
し
、
大
按
司
志
良
礼
上
に
位
置
す
る
大
庫
理
に
は
玉
座
が
あ
っ
て
、
火
神
を
祀
り
、
そ
の
階
下
が
下
庫
理
と
よ
ば
れ
る
ヒ
キ
官
人
の
詰
所
で
あ
っ
た
。
正
月
に
は
、
大
庫
理
で
、
七
社
と
も
関
係
す
る
聖
家
の
祈
祷
が
行
わ
れ
、
当
衆
（
ヒ
キ
系
官
人
）
も
こ
こ
で
行
う
勅
書
迎
（
『
由
来
記
』
巻
一
、
五
一
一
一
）
に
加
わ
っ
た
。
又
こ
こ
は
女
官
や
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
代
相
・
任
職
儀
礼
や
君
々
圭
族
女
性
）
の
玉
改
を
行
う
場
で
も
あ
っ
た
。
尚
情
時
代
の
大
美
御
殿
の
築
造
に
よ
っ
て
、
妃
以
外
の
王
夫
人
・
君
々
・
女
官
の
地
位
が
確
立
し
、
王
府
儀
礼
の
な
か
で
、
年
忌
な
ど
の
仏
事
に
係
わ
る
と
い
う
役
割
分
担
も
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
尚
清
王
時
代
頃
に
、
彼
女
ら
は
王
家
と
の
関
係
を
さ
ら
に
つ
よ
め
て
政
治
的
な
力
を
得
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
、
わ
う
の
大
や
の
娘
と
那
覇
の
大
ア
ム
の
話
は
、
尚
清
王
時
代
の
「
王
夫
人
」
と
王
子
の
乳
母
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
那
覇
港
防
備
に
寄
与
し
た
新
し
い
実
力
者
と
王
周
辺
と
の
関
係
を
具
体
的
に
か
た
る
。
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真
世
仁
金
と
号
さ
せ
た
。
王
農
大
や
は
那
覇
と
湧
田
に
拝
領
地
を
貰
い
受
け
て
子
孫
も
繁
栄
し
た
、
と
い
う
。
こ
れ
も
、
そ
の
特
別
な
奉
仕
の
勲
功
に
よ
っ
て
王
夫
人
と
な
っ
た
と
い
う
例
で
あ
る
。
「
だ
れ
も
口
を
つ
け
て
い
な
い
、
茶
碗の欠けたところからお上がり下さい」という意表をつく、機転のきいた娘の応対ぶり、欠けた茶碗
も
云
い
方
次
第
で
壬
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
の
面
白
さ
。
｜
方
で
、
王
の
帰
途
に
心
を
配
り
、
自
宅
に
火
を
つ
け
て
ま
で
《ｗ〉
帰路を明るくして王を助けるその奉仕ぶり、それが勲功であったと一一一一口っている。『球陽」（一一○九項）
によれば、壬農大やに嗣子はなく、その家産・田地悉くを外孫尚洪徳公に与えたという。王農大やの
女
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
尚
清
王
夫
人
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
子
が
の
ち
に
私
有
地
と
な
る
よ
う
な
「
請
地
」
を
相
続
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
大
按
司
志
良
礼
」
と
は
、
『
女
官
御
双
紙
」
に
よ
れ
ば
、
御
手
懸
や
夫
人
の
呼
び
名
で
あ
る
が
、
別
の
箇
所
で
は
「
大
あ
ん
し
し
ら
れ
」
を
「
大
あ
む
し
ら
れ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
三
重
城
築
造
者の娘が尚情夫人となり、女官と同じく大あむしられとも呼ばれる者でもあったことが推測される。
そ
し
て
そ
の
三
重
城
自
体
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
那
覇
大
ア
ム
以
下
那
覇
周
辺
の
女
官
の
祈
願
の
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
当
時
三
重
城
の
も
っ
て
い
た
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
）
那
覇
・
泉
崎
・
楚
辺
・
久
米
村
の
大
ア
ム
の
由
来
ｌ
那
覇
周
辺
の
大
ア
ム
ー
尚
清
王
は
、
嘉
靖
年
間
に
、
未
亡
人
与
那
城
お
や
く
も
い
の
女
、
真
牛
金
を
禁
中
に
徴
し
、
王
子
の
養
母
と
し
、
且
つ
那
覇
の
士
女
、
泉
崎
・
祖
（
楚
）
辺
大
ア
ム
の
頭
と
し
て
「
那
覇
の
大
ア
ム
」
と
称
さ
せ
、
地
所
を
下
賜
し
た
と
い
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う。前述のように、一女官御双紙』は万暦十年（一五八二）の、二代目大アムの辞令書を掲げている。
そ
の
職
事
は
、
祖
辺
や
泉
崎
の
大
ア
ム
と
同
じ
で
あ
り
、
肝
要
な
祝
儀
に
は
、
真
壁
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
宮
古
・
八
重
山
大
ア
ム
の
取
次
役
を
勤
め
る
こ
と
、
と
い
う
。
那
覇
大
ア
ム
の
祈
願
の
対
象
は
、
①
硫
黄
城
イ
ベ
②
つ
き
は
御
蔵
御
イ
ベ
③
前
の
蔵
イ
ベ
④
王
農
大
や
（
わ
う
の
大
ひ
や
）
お
イ
ベ
（
三
重
城
）
。
つ
ま
り
、
硫
黄
城
・
倉
・
王
農
大
や
の
イ
ベ
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
那
覇
の
硫
黄城について『由来記」（巻八、一三）は硫黄を格護する場であり、「海賊襲来に備え、番頭とて兵士
あり」と記している。「番頭」とは、ヒキは三番に分かれていることから「一一一番出仕」というが、そ
の
「
番
」
で
あ
り
、
ヒ
キ
が
常
駐
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
久
米
村
の
大
ア
ム
以
外
は
、
泉
崎
大
ア
ム
・
祖
（
楚
）
辺
大
ア
ム
は
那
覇
大
ア
ム
と
同
じ
祈
願
対
象
を
も
つ
。
泉
崎
大
ア
ム
の
祈
願
対
象
は
、
①
硫
黄
城
イ
ベ
②
つ
き
は
御
蔵
御
イ
ベ
③
前
の
蔵
イ
ベ
。
④
わ
う
の
大
ひ
や
お
イ
ベ
（
三
重
城
）
。
祖
（
楚
）
辺
大
阿
母
の
祈
願
対
象
は
①
硫
黄
城
イ
ベ
②
御
蔵
内
③
前
の
蔵
イ
ベ
・
三
重
城
（
わ
う
の
大
ひ
や
お
イ
ベ
）
。
久
米
村
の
大
ア
ム
は
、
い
る
い
大
ア
ム
・
ア
カ
ル
イ
。
大
ア
ム
シ
ラ
レ
・
大
ア
ム
た
ち
の
も
つ
、
王
城
の
王
夫
人
あ
る
い
は
王
子
の
養
母
と
な
る
と
い
う
由
来
話
は
尚
清
王
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
大
ア
ム
た
ち
の
任
職
も
こ
の
頃
と
推
測
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
那
覇
周
辺
の
大
ア
ム
の
特
徴
は
、
上
記
各
大
ア
ム
の
由
来
話
や
そ
の
祈
願
対
象
に
表
れ
て
い
る
。
久
米
村
を
除
く
、
各
大
ア
ム
の
話
は
三
重
城
築
造
者
王
農
大
や
と
関
わ
り
、
祈
願
対
象
を
、
と
く
に
一
六
世
紀
半
ば
に
在
世
し
た
王
農
大
や
を
イ
ベ
と
し
て
、
旧
来
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の土着の信仰形態に従って名付けて祀ること、その他の信仰対象硫黄城イベ・蔵のイベなどもきわめ
て現世的・現実的であるのは興味ふかい。彼女たちは、『女官御双紙」によれば、尚清代には行われ
ていたと推定される、首里王府の年忌儀礼に、大アムシラレの取次によって参加していた（拙稿Ⅵ）。
大アムシラレの重要な職事の一つに、王国の村々のノロの統轄があり、全島に及ぶ力をもっていたと
｛肥）
いわれている。漂流民の見聞から約一世紀を経た、『王朝実録』琉球史料一五四六年の朴孫の記録に
「女に官職あり。凡そ女政は皆、女官において決す」とあるのは、このような状況を反映したものと
思われる（拙稿Ⅵ）。那覇の大アムたちの活動は、この時代の大美御殿築造に象徴される、王夫人や高
位の女官の地位確立とも結びついていると考えられる。『女官御双紙』は、一七世紀末から一八世紀
初めの首里大アムシラレ・真壁大アムシラレ・儀保大アムシラレの任職について平等所（断獄之庁ｌ
『由来記』巻二）の関わりのあったことを記録している（二七・一一一六・四○頁）。首里大アムシラレの宗教
的な背景は、首里城各所にみられる火神信仰、所轄内の弁嶽弁才天に象徴される民間仏教的な信仰で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
小稿は、琉球王国では一五世紀半ば頃（前期）から畿内制的な特徴をもつ種々の儀礼が行われてい
お
わ
り
に
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る
こ
と
を
具
体
的
に
み
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
尚
真
王
代
の
碑
文
の
記
述
す
る
よ
う
に
、
一
五
世
紀
半
ば
頃
か
ら
畿
内
制
に
基
づ
い
た
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
期
に
す
で
に
、
ヒ
キ
の
前
身
と
い
え
る
官
人
の
組
織
が
あ
り
、
尊
卑
の
別
を
示
す
朝
官
（
官
人
）
と
邑
長
や
王
に
よ
る
儀
礼
、
貢
納
儀
礼
（
共
食
の
儀
礼
）
や
賓
礼
が
行
わ
れ
、
葬
礼
で
は
王
と
そ
れ
以
外
の
者
と
に
葬
法
の
差
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
夏
姓
家
譜
で
は
、
尚
泰
久
時
代
の
鬼
大
城
は
初
期
の
官
人
と
し
て
軍
士
で
あ
り
、
呪
術
的
性
格
を
も
つ
お
も
ろ
を
う
た
う
者
で
あ
り
、
家
政
的
役
割
を
果
た
し
た
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
前
期
の
『
王
朝
実
録
』
琉
球
史
料
に
周
辺
の
「
畿
内
」
的
な
地
域
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。
後
期
（
尚
真
王
以
降
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
）
の
王
城
儀
礼
に
関
し
て
は
、
儀
礼
研
究
の
基
本
三
史
料
、
一
八
世
紀
成
立
の
「
由
来
記
』
『
旧
記
』
「
女
官
御
双
紙
』
だ
け
で
は
な
く
、
ヒ
キ
を
記
述
す
る
一
六
世
紀
の
碑
文
、
家
譜
そ
し
て
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
稲
二
祭
、
と
く
に
収
載
す
る
キ
ミ
テ
ズ
リ
儀
礼
の
お
も
ろ
は
他
の
儀
礼
と
の
関
連
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
た
め
に
、
こ
の
時
期
の
王
城
儀
礼
の
実
態
の
お
お
よ
そ
を
推
測
で
き
る
と
か
ん
が
え
る
。
後
期
に
儀
礼
の
構
造
は
一
変
し
た
が
、
稲
二
祭
の
一
部
に
は
前
期
儀
礼
の
継
続
が
み
と
め
ら
れ
る
。
後
期
の
王
城
儀
礼のうち、稲二祭や九月のミシキョマ（五穀のための祭祀。春の初穂祭をへて九月に麦種子の結願として儀
礼を行う。雨乞儀礼とともに行うこともあった）は、畿内三問切からの稲穂・麦穂の献上など、畿内を基
盤
と
し
た
儀
礼
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
宰
者
は
畿
内
三
間
切
の
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
城
外
で
協
力
す
る
里
主
で
あ
り
、
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
が
他
の
一
一
大
ア
ム
シ
ラ
レ
を
率
い
て
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
稲
二
祭
の
一
部
と
し
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て
行
わ
れ
る
前
期
儀
礼
の
継
続
と
は
、
王
と
ヒ
キ
官
員
の
み
に
よ
る
下
庫
理
の
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
場
が
オ
モ
ロ
歌
唱
や畿内一一一間切の稲穂献上の場であり、畿内制に基づいた儀礼であったことを示している。ミシキョマ
は城外の畿内三間切内各殿内で行う儀礼であった。首里殿内では、王と聞得大君が呪術的な所作を行
い
、
そ
の
の
ち
に
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
同
行
の
南
部
行
幸
を
行
っ
た
。
こ
の
首
里
殿
内
の
ミ
シ
キ
ョ
マ
を
『
由
来
記
」
は
「
王
城
之
公
事
」
と
し
て
記
録
し
て
お
り
、
後
期
儀
礼
と
し
て
の
、
こ
の
儀
礼
の
新
し
さ
と
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
の
も
つ
力
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
後
期
の
王
城
儀
礼
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
ヒ
キ
役
の
行
う
物
参
り
で
あ
り
、
四
度
物
参
り
と
百
人
物
参
り
の
二
種があった。ヒキ（その前身・ヒキ系官人をふくめて）は、前期・後期を通じて官人として儀礼の基礎
的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
ヒ
キ
の
組
織
は
、
有
事
の
兵
士
、
渡
唐
船
の
乗
員
・
祭
祀
役
、
城
内
外
の
工
事
に
携
わ
る
と
いう多様な職掌をもつほか、オモロと直接的な関係をもつことを示していた。従来南部行幸を除いて
は、上記の古琉球の王城儀礼に関しての基本三史料にもとづく考察は十分に行われてこなかった。小
稿
を
通
じ
て
古
琉
球
の
王
城
儀
礼
の
実
態
を
、
現
在
の
一
般
的
な
理
解
、
王
城
の
儀
礼
を
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
ピ
ラミッド型組織のみで説明するのは困難なこと、物参りを行うヒキとヒキ系官人の役割をみるべきで
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
か
れ
ら
が
大
ア
ム
シ
ラ
レ
な
ど
と
共
に
儀
礼
を
行
っ
た
こ
と
が
具
体
的
に
示されていた。
ま
た
近
年
の
日
本
古
代
の
歴
史
研
究
は
、
宮
廷
を
中
心
と
し
た
儀
礼
は
男
女
一
組
で
行
う
の
が
常
態
で
あ
り
、
武
力
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を
構
成
す
る
舎
人
は
軍
事
だ
け
で
な
く
、
宮
廷
の
雑
仕
を
行
い
、
後
に
衛
府
に
属
し
て
王
宮
儀
礼
に
参
加
し
、
神
楽
や
奏
楽
に
も
携
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
琉
球
王
国
に
お
い
て
も
同
様
に
、
ヒ
キ
（
そ
の
前
身
・
ヒ
キ
系
官
人
を
ふ
く
め
て
）
と
軍
事
の
関
係
、
王
城
祭
祀
ヘ
の
参
加
、
呪
術
性
を
も
つ
オ
モ
ロ
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
、
王
城
の
雑
仕
と
の
関
係
を
示
し
て
い
た
。
双
方
の
侍
女
の
も
つ
特
徴
や
そ
の
辿
っ
た
歴
史
に
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
前
期
・
後
期
を
通
じ
て
、
琉
球
王
国
で
は
神
罰
に
か
か
わ
る
祭
儀
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
参
集
者
に
巫
や
聞
得
大
君
な
ど
を
含
む
こ
と
か
ら
み
て
、
い
わ
ゆ
る
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
の
関
与
を
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
期
の
「
神
堂
」
の
記
録
、
後
期
の
陳
侃
や
『
神
道
記
』
の
記
す
記
録
は
、
王
に
よ
る
刑
罰
（
官
員
も
同
座
）
と
も
関
連
す
る
事
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
祭
儀
は
、
畿
内
制
の
持
つ
特
徴
の
一
つ
と
い
う
、
畿
内
の
監
察
に
関
連
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
る
。
後
期
の
王
城
儀
礼
の
主
宰
者
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
な
ど
の
背
後
に
は
里
主
階
層
が
お
り
、
辞
令
書
は
か
れ
ら
に
つ
い
て
か
た
る
史
料
で
あ
る
。
里
主
（
多
く
は
近
世
の
称
呼
地
頭
と
よ
ば
れ
る
）
に
は
大
や
く
も
い
・
大
屋
子
等
の
区
別
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
の
注
目
し
た
の
は
、
家
譜
に
み
え
る
、
総
地
頭
と
呼
ば
れ
た
者
の
記
録
や
、
勲
功
や
全
）
の
外
戚
・
人
体
な
ど
特
別
な
理
由
に
よ
っ
て
褒
賞
と
し
て
土
地
を
下
賜
さ
れ
た
者
た
ち
の
記
録
で
あ
る
。
土
地
を
下
賜
さ
れ
た
の
は
、
東
姓
・
馬
姓
・
向
姓
湧
川
家
な
ど
で
あ
り
、
尚
真
期
前
後
か
ら
総
地
頭
と
呼
ば
れ
た
者
の
なかに多いが、それ以外に一一一重城の築造者王農大屋や毛姓一族、呉姓泊里主の妻で大アムの元祖や尚
円
の
叔
父
叔
母
も
こ
の
う
ち
に
入
る
。
一
六
世
紀
後
半
以
降
、
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
を
出
し
た
の
は
阿
姓
・
東
姓
な
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儀
礼
研
究
は
政
治
史
の
ひ
と
つ
の
側
面
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
儀
式
研
究
を
行
う
意
味
の
ひ
と
つ
は
儀
式
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
政
治
体
制
の
特
質
及
び
変
化
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
一”）
いる。小稿について一一一一口えば、後期儀礼の大きな構造変化に着目して、家譜を検討することにより、里
主
や
大
ア
ム
た
ち
と
く
に
総
地
頭
の
中
に
、
特
別
に
下
賜
さ
れ
た
土
地
を
継
続
し
て
持
つ
者
や
王
家
へ
の
近
し
さ
な
ど
か
ら
優
遇
さ
れ
た
者
た
ち
の
い
る
こ
と
、
土
地
の
下
賜
に
は
昇
進
の
際
と
同
様
の
条
件
の
あ
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
かれらの職歴や活躍を知ることができた。かれらの存在と政治的活動が後期の特徴であり、後期儀礼
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
も
あ
る
と
か
ん
が
え
る
。
一
方
、
ヒ
キ
の
組
織
が
里
主
所
の
里
主
の
母
体
で
あ
る
こ
と
を
辞
令
書
な
ど
の
史
料
は
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
王
城
の
諸
儀
礼
の
考
察
に
よ
っ
て
、
ヒ
キ
の
構
成
員
や
ヒ
キ
系
官
人
は
物
参
り
を
行
う
者
と
し
て
、
里
主
や
大
ア
ム
シ
ラ
レ
に
従
う
人
々
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
儀
礼
の
構
造
の
ど
、
こ
の
階
層
か
ら
で
あ
っ
た
。
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
は
、
王
の
養
父
あ
る
い
は
下
賜
さ
れ
た
特
別
な
私
有
地
的
な
土
地
を
も
つ
富
裕
者
一
族
の
な
か
か
ら
で
て
き
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
後
期
の
王
城
儀
礼
は
こ
れ
ら
の
背
景
を
も
つ
首
里
殿
内
の
首
里
大
ア
ム
シ
ラ
レ
主
導
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
下
か
ら
支
え
る
の
は
物
参
り
を
行
う
ヒ
キ
た
ち
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
。
ミ
シ
キ
ョ
マ
を
「
由
来
記
』
や
「
女
官
御
双
紙
』
が
「
百
人
物
参
り
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
儀
礼
の
本
質
に
関
わ
る
部
分
を
担
う
官
人
で
あ
っ
た
。
オ
モ
ロ
歌
唱
は
、
御
唄
役
の
成
立
ま
で
、
ヒ
キ
の
担
う
職
能
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
。
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み
で
な
く
、
当
時
の
畿
内
や
王
城
周
辺
に
居
住
す
る
者
た
ち
の
人
間
関
係
も
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
【註】（１
）
西
本
昌
弘
「
畿
内
制
の
基
礎
的
考
察
ｌ
日
本
に
お
け
る
礼
制
の
受
容
Ｉ
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
九
三
編
第
一
号
、
一
九
八
四
年）、のちに「日本古代儀礼成立史の研究」（塙書房、’九九七年）に収録。
（２）高良倉吉『琉球の時代』（筑摩書房、一九八○年）、「琉球王国の構造』（吉川弘文館、昭和六二年）、生田滋
「対外関係から見た琉球古代史」ｓ南島の稲作文化』所収、法政大学出版会、’九八四年）、「那覇市史、通
史編第一巻、前近代史」二九八五年、那覇市）、高橋公明「琉球王国」（岩波講座日本通史第一○巻、一九
付
記非
力
を
か
え
り
み
ず
、
「
畿
内
制
」
と
い
う
、
身
の
丈
に
合
わ
な
い
問
題
を
あ
え
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
こ
れ
が混沌として見える一五世紀半ば以降の琉球王国社会の考察や今後の「おもろさうし」研究の手
掛
か
り
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
お
も
る
歌
唱
者
へ
の
関
心
か
ら
、
’
六
世
紀
前
後
の
社
会
の
構
造
、
歴
史
を
知
る
こ
と
の
必
要
を
痛
感
し
て
学
ぶ
な
か
で
、
尚
真
王
代
の
碑
文
や
「
王
朝
実
録
』
琉
球
史
料
に
ふ
れ
、
畿
内
制
の
論
文
に
出
合
っ
て
諸
儀
礼
へ
の
関
心
に
つ
な
が
っ
た
。
云
う
ま
で
も
な
く
一
つ
の
試
み
に
過
ぎ
ず
拙
い
も
の
で
は
あ
る
が
小
稿
が
今
後
の
研
究
の
踏
み
石
に
で
も
な
れ
ば
幸
い
に
思
う
。
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九四年）、入間田宣夫・豊見山和行箸『日本の中世五、北の平泉、南の琉球』（中央公論新社、二○○二
年）、新里恵二・田港朝昭・金城正篤著『沖縄県の歴史』（山川出版社、’九八九年）、豊見山和行編『日本
の時代史一八、琉球沖縄史の世界」（吉川弘文館、二○○三年）。矢野美沙子「王統交代期の首里王府につ
いて」（「南島史学」七三号、二○○八年）、「沖縄県史」各論編一一一「古琉球」（二○一○年）。
（３）池谷望子・内田晶子・高瀬恭子編訳「朝鮮王朝実録琉球史料集成』訳注篇（熔樹書林、二○○五年）。
（４）従来説による近年の主な論考として、宮城栄昌『沖縄のノロの研究」（吉川弘文館、昭和五四年、一一○・
一二八頁）、倉塚曄子『巫女の文化』（平凡社、一九七九年、一八頁）。「日本民俗学大辞典』（一九九九年）
聞
得
大
君
の
項
。
注
２
の
豊
見
山
和
行
氏
著
書
二
四
九
頁
。
島
村
幸
一
「
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
と
琉
球
文
学
」
（
笠
間
書
院
、
二○一○年）、安達義弘氏の「国家儀礼と地方儀礼ｌ琉球王府の王城作物儀礼をめぐってｌ」二哲学年報」
四
七
輯
、
昭
和
六
三
年
）
は
王
城
稲
穂
祭
の
祭
儀
次
第
を
辿
る
詳
細
な
も
の
で
あ
る
が
官
人
の
か
か
わ
る
下
庫
理
の
儀
礼
に
は考察が及んでいない。伊從勉氏の「琉球祭祀空間の研究ｌカミとヒトの環境学」（中央公論社美術出版、
平
成
一
七
年
）
は
、
主
に
近
世
以
降
の
新
し
い
史
料
を
加
え
た
稲
二
祭
の
詳
細
な
論
考
を
ふ
く
む
。
（５）（１）東恩納氏説。三間切（真和志・南風原・西原）を直領地・畿内とし一七世紀に整理縮小して「一一一平
等
」
と
よ
ん
だ
こ
と
、
縮
小
後
も
三
間
切
は
大
美
御
殿
に
直
属
し
、
王
家
の
名
島
も
三
間
切
名
寄
帳
〈
一
六
二
九
年
成
立
）
から選定するなど、三間切を特別な地域とみる意識は長く続き、一一一間切と三平等とは同一に扱われたこと、
取
納
座
の
前
身
七
代
官
の
制
度
（
一
六
六
○
年
以
前
の
制
度
）
に
も
こ
の
区
分
が
み
ら
れ
、
首
里
代
官
の
担
当
は
こ
の
三
間
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切であること（『南島風土記」八一・八四頁）。（２）伊波普猷氏説（「沖縄考」『全集」巻四、四六一～四六
八
頁
）
は
東
恩
納
氏
説
を
継
承
し
た
が
相
違
点
は
、
東
恩
納
氏
説
の
一
一
一
間
切
行
政
区
に
先
行
す
る
祭
祀
三
分
制
と
祭
祀
組
織
（オナリ神信仰を基礎にしたピラミッド型の組織）を推定したこと（「孤島苦の琉球史」『全集」巻二所収、
二○二頁）、オモロの「みしま」などの語を通じて、一一一山時代の儀礼の残存を見られたが（「沖縄考」『全
集」巻四、四六二頁）、関心は「畿内」から離れた。（３）池宮正治・豊見山和行両氏説は、地域分け（『新
琉
球
史
』
古
琉
球
編
、
’
’
’
六
～
二
一
八
頁
）
に
相
違
は
あ
る
が
概
ね
伊
波
氏
説
の
祭
祀
の
三
分
制
と
オ
モ
ロ
解
釈
を
受
け
継
ぐ
（
注
２
の
豊
見
山
氏
著
書
二
五
四
頁
）
。
（
４
）
筆
者
は
東
恩
納
氏
の
畿
内
三
間
切
は
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
近
世
ま
で
機
能
し
た
と
い
う
解
釈
、
伊
波
説
の
オ
モ
ロ
の
「
み
し
ま
」
Ⅱ
畿
内
一
一
一
間
切
説
に
賛
成
し
、
小
稿
は
畿
内
三
間
切
と
王
城
祭
祀
と
の
直
接
的
関
係
を
述
べ
る
。
オ
モ
ロ
の
「
み
し
ま
」
を
伊
波
普
猷
氏
は
三
通
り
に
解
釈
。
み
し
ま
Ⅱ
’
一
一
間
切
説
は
そ
の
ひとつ（『沖縄古語大辞典」参照）。ただ同氏の下記の二解釈には従えない。①オモロの「あがるいのみし
ま
」
が
第
一
尚
氏
時
代
の
根
拠
地
佐
敷
・
知
念
・
玉
城
を
指
す
と
い
う
説
。
②
全
沖
縄
（
国
頭
・
中
頭
・
島
尻
）
を
さ
す
と
いう解釈。①は『おもろさうし』の「あがるい」を東方とみる説。古語に東（ひがし・ひが）西（にし）
があり地名に残りアガルイより古い語とみる（『沖縄古語大辞典』補説）。くわえて、筆者はアガルィを古
く
は
「
上
方
」
を
意
味
し
た
と
み
て
「
あ
が
る
い
の
み
し
ま
」
と
は
、
天
界
に
投
影
さ
れ
た
、
地
上
世
界
の
み
し
ま
と
か
ん
が
え
る
。
オ
モ
ロ
の
「
あ
が
る
い
の
み
し
ま
」
（
七
九
四
）
は
こ
の
一
例
の
み
で
そ
の
対
句
は
「
て
だ
が
穴
の
み
し
ま
」
。
オ
モロ・歌一謡に「あがる」（上がる）の意の語がみえ、クエーナに「あがり世にのぼる」などともあり、「あ
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が
る
い
」
は
「
上
方
の
辺
り
」
の
意
と
理
解
で
き
る
こ
と
。
対
句
「
て
だ
が
穴
の
み
し
ま
」
は
久
米
島
の
オ
タ
カ
ベ
で
天
界
を
指
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
る
。
「
て
だ
が
穴
の
み
し
ま
」
を
対
語
と
す
る
例
は
久
米
島
と
王
城
オ
モ
ロ
に
多
い
（
拙
稿伽）。伊波説の②にはとくに説明がなく、池宮・豊見山両氏説は「みしま」に言及しない。ただ池宮正治
氏
の
調
べ
で
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
こ
の
三
間
切
と
大
里
・
東
風
平
両
間
切
の
オ
モ
ロ
を
収
録
し
な
い
。
そ
れ
は
三
間
切
を
同
書
が
「
み
し
ま
」
と
総
称
し
て
い
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
（
拙
稿
Ⅳ
）
。
（６）石上英一「琉球の奄美諸島統治の諸段階」（「歴史評論』二○○○年七月号、六○三号）。
（７）田中健夫訳注『海東諸国紀」（岩波文庫解説）及び「「朝鮮王朝実録琉球史料集成』の刊行によせて」（注３
の訳注篇所収）。同氏「琉球に関する朝鮮史料の性格」ｓ中世対外関係史』（東京大学出版会、一九七五年、
二九九頁）。
（８）史料説明の多くは注３の『訳注篇」に依っている。
（９）注３の『訳注篇』一二四頁。
（Ⅲ）『南島風土記』（八五頁）、注２の「那覇市史」（一二六頁）、豊見山和行氏著書（二五九頁）では「五日毎の
交替制や〈総理〉者の存在などは近世期における三番出仕制の原型であろう」といわれる。
（
、
）
石
上
英
一
氏
は
東
恩
納
寛
惇
氏
の
、
「
甘
隣
伊
伯
也
貴
」
の
伊
伯
也
貴
を
「
大
屋
子
」
と
す
る
解
釈
ｓ
黎
明
期
の
海
外
交
通
史
』
昭
和
一
六
年
、
六
二
頁
）
を
引
き
継
ぎ
、
「
甘
隣
」
は
笠
利
の
音
訳
か
と
さ
れ
、
琉
球
国
人
「
笠
利
大
屋
子
」
が
笠
利
に
来
て
い
た
の
は
、
琉
球
国
王
弟
が
岐
浦
島
（
鬼
界
）
征
伐
の
た
め
に
駐
留
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
当
時
奄
美
大
島
地
域
が
、
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（旧）外見は三層で内部は二層と推定されている（注３の一一一氏共著書「アジアの海の古琉球」、椿樹書林、一一○○
九年、一六一頁）。
（
旧
）
久
米
島
は
水
田
耕
作
が
盛
ん
で
あ
り
一
五
世
紀
半
ば
頃
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
谷
底
型
の
零
細
な
水
田
と
は
異
な
る
新
田
が
開
拓されていたという（小川徹「久米島民俗の基盤」『沖縄久米島』、弘文堂、昭和五七年、二四四・二八四
頁
）
。
同
島
は
宮
古
八
重
山
へ
の
渡
航
の
窓
口
で
も
あ
り
、
そ
の
通
交
範
囲
の
広
さ
は
一
六
世
紀
初
め
の
八
重
山
征
伐
以
前
の
宮
古
・
八
重
山
と
の
棚
船
に
よ
る
通
交
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
か
ん
が
え
る
。
十
八
世
紀
の
「
仲
里
間
切
公
事
帳
」
は
二
棚
琉球の鬼界征討軍の駐留地となっていたと推測される（注６の論文）。注２の「日本の時代史』三四頁。
（皿）近年、「海東諸国紀」所収地図と同系統の地図「琉球国図』（沖縄県立博物館所蔵）の比較研究に進展があ
り
後
者
は
近
世
期
の
作
成
で
あ
る
が
、
原
図
と
さ
れ
る
道
安
図
に
よ
り
近
い
特
徴
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
又
近
年
の
発
掘
調
査
は
首
里
城
の
内
郭
に
つ
い
て
は
一
五
世
紀
前
般
か
ら
近
世
ま
で
そ
の
基
本
構
造
は
殆
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
報
告しているという（安里進「大宰府神社旧蔵琉球国図にみる一五世紀の琉球王国」「浦添市立図書館紀要」
一
五
号
、
二
○
○
四
年
、
八
六
頁
）
、
上
里
隆
史
・
深
瀬
公
一
郎
・
渡
辺
美
季
「
沖
縄
県
立
博
物
館
所
蔵
『
琉
球
国
図
」
」
（「古文書研究」六○号、二○○五年）。
（Ｂ）安里進「グスクと王権」二新沖縄文学』八五号、一九九○年）。
（ｕ）『沖縄大百科事典」「粕の制」。豊見山和行氏注朋著書（五○頁～）に衣服による身分表示についての考察が
ある。
224 
Hosei University Repository
（Ⅲ）『那覇市史』（資料篇、第一巻３、一三頁）。
（皿）盆行事については赤嶺政信「古琉球の盆行事をめぐって」（注２の「沖縄県史」各論編三「古琉球」一一一六一
頁ほか）参照。『岩波仏教辞典』、「神道記』巻四の記す十三仏事はこの十仏事から発展したものであり、
二つの記事の関係が問題になる（拙稿虹）。
（躯）注２の「日本の時代史』二五頁。
船・四棚船を間切用船として管理したことを記す（拙稿Ⅷ）。
（Ⅳ）東恩納寛惇『南島風土記』八五頁。与世永家文書（一七二七年成立、池宮正治「琉球文学論の方法』（三一
書房、’九八二年、七五頁に収録）。この辺りが後のヒキの詰所であろう。
（旧）一六世紀の辞令書は、酒以外の献上にも桶を用いる慣習があった事を記す（矢野美沙子「辞令書から見る
古琉球社会」（『日本史孜究』三一一一号、二○○九年）。
（坦東恩納寛惇氏は「農歌とはおそらくオモロのことであろう」といわれた（「申叔舟の海東諸国紀に見れたる
琉球国図について」『史学一一六巻三号）。
（
別
）
伊
波
普
猷
氏
は
沖
縄
の
葬
制
に
つ
い
て
、
風
葬
の
民
俗
や
上
記
の
史
料
を
含
む
陳
侃
の
使
録
な
ど
に
基
づ
い
て
詳
し
く
考
察
された（「南島古代の葬制」ｓ全集」巻五所収、平凡社）。『那覇市史』通史編第一巻第二編四章「葬礼」
（前近代史、昭和六○年、二三一一頁）は『王朝実録』琉球史料・『海東諸国紀』の葬礼記事から、その変遷
を辿る。
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（別）真栄平房昭「琉球の国家儀礼と王権」〈『新沖縄文学」八五号、’九九○年）。ギアーッの論文を引いて同氏
は「国家の行うさまざまな儀礼は形式でなく支配統治と密接に結びついた本質的実体であり、王あるいは
支配者は国家儀礼を行うことによりその権威と権力を国家全体に示す」〈「琉球国王の冊封儀礼について」
「沖縄の宗教と民俗』一九八八年、第一書房、一六八頁）、と記された。
（妬）伊波普猷「中世における沖縄と道之島との交渉」（「全集』巻六、五八四頁）。小葉田淳『中世南島通交貿易
史の研究』（刀江書一房、六二・六三頁）。東恩納寛惇氏は、「水辺の公館」は天使館（那覇）を指す（注旧論
文
、
一
八
頁
）
、
豊
見
山
氏
は
、
梁
成
は
那
覇
転
送
（
『
琉
球
王
国
の
外
交
と
王
権
』
二
○
○
四
年
、
吉
川
弘
文
館
、
五
○
頁）。『沖縄県史』（通史編、古琉球、第四部一章、深沢秋人、二○一○年）は、この公館は、那覇の浮島か
親
見
世
あ
る
い
は
別
の
場
所
（
四
九
九
・
五
○
○
頁
）
と
み
る
。
（別）注３の「訳注篇」一一三六頁。
（〃）尚真王代碑文の畿内制の記述は実態を反映し、前期の畿内の区域は中城間切を含み、後期は三間切（真和
志・南風原・西原）であること。官人制度ヒキの確立と内実は、碑文や辞令書・家譜・「おもろさうし」・
オ
タ
カ
ベ
な
ど
か
ら
推
定
可
能
で
あ
る
こ
と
。
尚
清
王
頃
か
ら
本
格
的
に
稲
穂
・
大
祭
や
ミ
シ
キ
ョ
マ
・
雨
乞
も
畿
内
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
王
府
麦
穂
・
大
祭
及
び
稲
穂
・
大
祭
に
は
、
畿
内
三
間
切
か
ら
各
々
麦
穂
八
結
及
び
稲
穂
を
内
原に捧げたこと。オモロは原初的な官人ヒキと密接にかかわる歌一謡であること、ヒキの主な構成員は久米
島
出
自
の
俘
虜
で
あ
り
、
王
府
の
祭
祀
儀
礼
に
関
わ
り
、
同
島
と
の
関
係
を
保
ち
続
け
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
の
べ
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た（拙稿Ⅳ．ｉ）。
（路）「金石文歴史資料調査報告書Ｖ」（一九八五年）。塚田清策「琉球国碑文記の定本作成の研究』及び別巻第
一巻東恩納本甲・別巻第二巻東恩納本乙本（昭和四五年、学術書出版会）。
（
羽
）
但
し
「
秦
」
は
東
恩
納
甲
・
乙
本
に
よ
る
（
拙
稿
ｉ
）
。
秦
の
時
代
に
は
王
畿
が
定
め
ら
れ
爵
も
制
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（注１の西本昌弘氏論文四七頁）。
（別）高良倉吉「王府組織の展望」〈『新琉球史』古琉球編所収、一七五頁）
（皿）注２の『那覇市史』一二六頁。
（
聖
「
ヒ
キ
と
い
う
語
は
ト
カ
ラ
列
島
を
除
く
全
島
弧
に
み
ら
れ
、
語
義
は
一
貫
し
て
父
系
を
辿
る
親
族
」
（
小
川
徹
『
近
世
沖
縄
の民俗史』弘文堂、昭和六二年、七一一一頁）。高良倉吉『琉球王国の構造』’○六～’二○頁。伊波普猷「古
琉球のヒキ制度について」言全集』巻九所収、同氏「沖縄歴史物語」巻二所収）、仲原善忠氏はオモロのな
か
に
、
兵
士
の
組
織
ヒ
キ
と
結
び
つ
く
役
名
を
探
ろ
う
と
さ
れ
た
今
田
名
文
書
に
お
ど
ろ
く
」
『
全
集
』
巻
二
所
収
、
五
八
五・五八八頁）。「沖縄大百科事典』ヒキ・ヒキの勢頭の項、「三番出仕」については、注２の豊見山氏著書
二五七頁参照。
（兜）注２の「那覇市史」一二六頁。
（別）オモロは王の出御・行幸の歌謡としても伝えられ、知念・玉城行幸時の路次唄であることを強調する（『由
来
記
」
巻
一
の
八
、
巻
四
の
二
五
）
。
『
王
朝
実
録
」
史
料
の
「
農
歌
の
よ
う
な
歌
」
と
は
、
「
ち
に
や
、
ま
け
な
、
い
き
や
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る、すぢや、おてが、なみしぐ、いくまちへ、こかせ…」（一三○○）に類した輪夫のうたかと推測され
る。『混効験集」は、「なみしぐ、いくまちへ、こかせ」を「首里天かなし美御前むかし東の幸行の御時、
知念安座真の潟などにて御橋夫が潮をけやげけやげ御鵜をおしやげて行事なり」（橋夫が行幸の時、潟（入
江）で輪を担ぎ、押し上げて、波を蹴上げる）と説明している（池宮正治「混効験集の研究』（第一書房、
一
九
九
五
年
、
二
八
○
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
お
も
ろ
に
は
、
ヒ
キ
役
の
下
位
者
の
視
点
で
う
た
う
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
とかんがえる（拙稿Ⅱ）。
（妬）注２の「那覇市史、前近代』（一一一七・一一一一一一頁ほか）。『沖縄県史』各論編三、古琉球第一部六章（一三七
頁
、
安
里
進
、
二
○
’
○
年
）
は
、
こ
の
頃
王
に
よ
る
裁
判
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。
（秘）たとえば、「あまみきよが真細工首里もりけらへて…おきやかもいにみおやせ」（二四○）とあり、尚真王
と
ア
マ
ミ
キ
ョ
神
話
（
天
帝
の
命
に
よ
り
ア
マ
ミ
ク
が
島
々
を
つ
く
り
、
辺
土
の
安
須
森
…
知
念
森
・
サ
イ
ハ
・
玉
城
・
久
高
・
首
里
森
な
ど
を
つ
く
り
つ
ぎ
に
国
王
・
諸
侯
・
百
姓
・
君
々
・
祝
々
の
祖
を
生
み
、
守
護
の
神
々
が
出
現
し
た
。
ア
マ
ミクは数種の天から得た数種の穀物の種を久高に、稲は玉城に播いた。春に麦、夏の始めに稲が実るので
天神地祇に祭祀をおこなった。…ｌ「中山世鑑」）と王城の農耕儀礼はふかく結びついている（末次智「祭
式・神話・歌一誌」（一）、奄美沖縄「民間文芸研究」一○号、昭和六二年、二九頁）。
（町）「真珠湊碑文」（一五二二年、尚真王代、またま橋竣工の際の「まうはらい」儀礼を記す）や「かたのはな
碑文」（’五四三年、尚清王、弁の嶽参道補修工事）、添継御門南碑文（一五四六年、城と首里殿内を結ぶ
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添継門（継世門）完成記念）、「やらざもりくすくの碑文」二五五四年、尚清王、那覇港防御の建造記念）
にはあくかへたちも、石垣を積み松を植えることを記し、前者三碑文には、「家来赤頭・里主部」などが御
拝したことも記されている。
（
鍋
）
岩
波
文
庫
訳
は
按
司
襲
い
を
国
王
と
と
る
が
、
按
司
襲
い
は
国
王
の
み
で
な
く
お
も
ろ
歌
唱
者
を
さ
す
場
合
の
あ
る
こ
と
を
述べた（拙稿ｉ）。
礼儀
（
羽
）
二
二
巻
収
録
の
「
み
お
や
だ
い
り
お
も
ろ
」
の
稲
穂
・
大
祭
や
行
幸
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
伊
從
勉
氏
は
（
注
４
著
書
六
六
七
頁
城王
の注一一一一○、六五五頁の注四八）①聞得大君サスヵサなどは王族神女であること、②稲二祭おもろは本歌雛
の文脈を無視した短縮形であり、その成立は遅いと推定された。筆者は、①サスカサ・アオリャヘ・セン搬的
キミなどの「みおやだいりおもろ」は、用例からみて尚真王代成立と推｛正されること、キミテズリの項でⅧ
述べたように私見では、これらは久米島出自のヒキの入神、あるいはその愚依者のおもろであり、これら幟降
が下庫理でヒキの》うたう歌謡としてふさわしいものであること、②については、「みおやだいりおもろ」似測
が、尚真王、尚清王、またその時代の儀礼キミーナズリと関係をもつこと、また尚真時代に確立した創世神緋世
ア
マ
ミ
キ
ョ
神
話
の
う
た
わ
れ
て
い
る
点
、
そ
の
本
歌
に
つ
い
て
も
、
尚
真
玉
と
ア
マ
ミ
キ
ョ
神
話
に
い
う
首
里
森
ま
た
ま
五
森・サィハ・知念・久高をうたい（一一四二・七二二・一一一四九その他）、首里殿内に通じる新城門、継生門廻
や、「みしま」など、後期のあらたな儀礼の特徴をつたえるものがあり、稲一一祭やミシキョマ施行の初期に聯
歌われ始めたとみるのが自然とかんがえる。一一二巻の成立年が不明であるとしてもオモロの内容に上記の卿
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（塑普須古や陳侃、「神道記』の記録する参集者は巫・託女であり、巫は一般に女ミコの意。七社の巫女は王城
年中行事にも参加しており（「由来記」、拙稿Ⅵ）、普須古たちのいう巫も、前期の神社の巫女をかんがえて
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
琉
球
七
社
（
波
上
・
天
久
な
ど
）
な
ど
の
巫
女
（
祝
部
と
内
侍
）
は
神
楽
（
ヤ
マ
ト
系
の
神
事
）
を
職
事
と
す
る
巫
女
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
平
敷
令
冶
『
沖
縄
の
祭
祀
と
信
仰
」
’
九
九
○
年
、
第
一
書
房
、
四
二
五頁）。長虹橋築造を祝して懐機の私宅に一五世紀半ば頃、長寿神社（祭神は天照大神）を建てたという記
特
徴
の
残
存
の
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
二
節
に
短
縮
し
た
オ
モ
ロ
は
他
巻
に
も
あ
り
、
実
際
の
祭
式
で
は
二
節
の
み
を
う
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
（
末
次
智
氏
著
書
一
七
頁
）
。
（側）性別の真栄平房昭氏論文。豊見山和行「琉球王権への一視点」（『文芸一二九巻四号、一九九○年）。
、）『由来記』は公費によって祭儀を実修していることを記録している（小川徹「近世沖縄の民俗史」（弘文堂、
昭和六二年、二三○頁）。
（蛆）『由来記』巻一の四三は、「四度物参」の参加者を「九引の勢頭九人・筑登之九人。里主部・家来赤頭八一
人
、
三
番
親
雲
上
二
七
人
、
分
以
一
四
人
而
、
各
拝
四
度
御
物
参
・
・
」
と
記
し
、
「
四
度
物
参
」
が
、
ヒ
キ
が
行
う
祭
祀
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
と
筆
者
は
み
る
。
伊
從
勉
氏
は
、
古
琉
球
の
王
城
祭
祀
は
一
貫
し
て
女
性
司
祭
に
よ
る
と
理
解
す
る
立
場から（序説）、物参りは『由来記』の時代まで、地方の聖域で行われる神女司祭の祭祀であったが、それ
が
廃
止
さ
れ
て
地
方
官
を
首
里
に
よ
び
、
那
覇
の
諸
社
寺
を
参
拝
さ
せ
る
「
御
物
参
」
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
（
’
四
二
頁
、＝〆
。
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〆ロヘ
４４ 
，－〆 録がある（『由来記」巻十）。七社の項には、長寿寺伊勢神宮とあり（『由来記』巻二）、当時この神社には
天
照
大
神
を
祀
る
内
侍
・
巫
な
ど
の
神
職
の
い
た
こ
と
を
推
測
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
小
島
班
礼
氏
は
聞
得
大
君
が
統
率
す
る
女
性
神
職
組
織
は
も
っ
と
も
神
秘
的
な
意
味
で
の
司
法
機
関
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（「王権の裏」『歴史手帳』’九八五年、一○号）。筆者は、神罰に関わる場の存在という意味でこの解釈に
従う。陳侃（「琉球使録」「那覇市史』資料編、第一巻、３、冊封使録関係史料、読み下し編）や『神道記』礼儀
より一世紀以上前に、盗人の罰則について、「王朝実録』は、重大な場合は戦（殺）し小なれば遠島といい城王
（ｂ）、推鞠の法について具体的にのべ（ｃ）、軍士は遠処の罪人を斬るための武器をもつこと（ｂ）も記し腿
ている。「朝会及び罪囚鞄問（審問）のとき軍士は甲を着けて侍衛し…」（ｃ）ともあり、「罪囚鞠問の時の搬的
侍衛」と一言っているのはその場に国王が同席したことを意味するであろう。陳侃の記録について、鳥越憲醐
一一一郎氏は、（聞得大君以下の神官は）神の名のもとに自らの意志を表明、もし彼女らの忌避にふれるところ幟降
があれば、そのものはたちどころに成敗をうけた（「琉球宗教史の研究」、昭和四○年、角川書店、三七一一馴
頁）として、神罰的なことに関連づけているが、伊波普猷氏は「女君（聞得大君）のもとでのＰ婦の活動」榊世
「神女の活動」（「全集』巻二、二○三頁）「魔術を行って群衆を心理的宗教的に率いた有り様」（「全集」巻五
七、’三六頁）、「女人政治の状態をあきらかにするもの」（巻一一、二○一一一頁）、宮城栄昌氏は「神女のすさ鋼
まじさ」を示すもの（『沖縄のノロの研究』、昭和五四年、吉川弘文館、一四七頁）、「神堂」祀神礼・陳侃鯛
の記録は、懸依した神女が畏怖された事例（注２『那覇市史」一一編第四章）、高梨一美氏は『神道記』の記麺
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事について「君」（王家女性）やノロの瀝霊の記述（「琉球王国の祭祀組織の基礎的研究」ｓ民俗宗教の地
平
』
所
収
、
春
秋
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
と
の
か
か
わ
り
に
は
言
及
さ
れ
ず
史
料
の
内
容
に
立
ち
い
っ
た
説
明
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
記
事
は
注
１
の
西
本
昌
弘
氏
論
文
で
あ
げ
ら
れ
た
、
畿
内
制
の
「
監
察
」
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
の
記
録
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（妬）筑土鈴寛「琉球神道記解題」（昭和一二年）（著作集第三巻所収、せりか書房、四○一頁）。
（妬）しかし宮城栄昌氏著書（注仏、五八頁）・高梨一美氏（「沖縄の女性祭司の世界』一○六頁）などにも、弁
嶽
と
弁
才
天
信
仰
の
関
係
に
言
及
は
な
く
、
末
次
智
氏
論
文
（
注
弱
）
は
弁
嶽
を
サ
イ
ハ
の
遥
拝
所
と
し
て
み
る
の
み
で
あ
る
が
、
最
近
、
古
琉
球
期
の
琉
球
の
支
配
層
は
仏
教
を
信
仰
し
て
い
た
た
め
に
、
琉
球
固
有
の
信
仰
体
系
を
も
つ
王
国
の
神
女
た
ち
も
仏
教
的
な
解
釈
を
う
け
て
弁
才
天
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
、
と
記
さ
れ
た
（
池
宮
正
治
「
沖
縄
県
史
』
（
古
琉
球
編
三、二○一○年、四五一・四六八頁）。
（〃）比嘉実「古琉球の世界』（’一一一書房、’九八二年、二八頁）。
（咄）池宮正治「王と王権の周辺」（『新琉球史』古琉球編、琉球新報社、一九九一年）、注２の『沖縄県史』（各
論編三、古琉球、二○’○年）。
（伯）入神とは「人を神に祀る習俗」であり、「入神」信仰のなかで最も典型的なのはアラヒト神という（堀一郎
「
日
本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
（
昭
和
四
六
年
、
講
談
社
、
二
七
頁
）
（
拙
稿
ｖ
）
。
オ
モ
ロ
の
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
な
ど
を
尚
真
王
代
の
王
府
の
ヒ
キ
た
ち
の
祀
る
神
格
と
推
定
す
る
筆
者
の
説
に
つ
い
て
、
伊
從
氏
は
そ
の
時
代
的
な
背
景
を
問
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わ
れ
た
（
注
４
著
書
の
十
章
注
五
五
）
。
拙
稿
の
要
点
は
、
①
久
米
島
の
、
尚
真
王
前
期
に
王
府
に
討
伐
さ
れ
た
イ
シ
キ
ナ
ハ
按司は、英祖王の直系として本島から渡った者と伝え、『琉球共産村落の研究」（田村浩著、沖縄風士社、
一九六九年、’’’八頁、初版一九一一七年）（拙稿ｉの注咀）は、英祖王三世の玉城王が「嘉手刈王姫」と問
に
も
う
け
た
子
を
君
那
覇
按
司
（
い
し
＋
き
み
な
は
）
と
し
て
、
慶
良
間
・
渡
名
喜
・
久
米
島
六
ヶ
村
を
与
え
、
君
那
覇
に
築
城
せ
し
め
た
、
と
い
う
意
の
記
述
（
逸
文
『
君
那
覇
由
来
記
乞
を
引
用
し
て
い
る
。
「
い
し
」
は
勝
れ
た
の
意
。
日
本
古
語の「いし（美しいことも通ずる（『沖縄古語大辞典』）②一四五六年梁成報告の「島に独居する島主」は
こ
の
按
司
で
あ
り
、
③
久
米
島
史
料
や
オ
モ
ロ
が
英
祖
王
を
テ
ダ
と
よ
ぶ
理
由
の
一
つ
は
、
イ
シ
キ
ナ
ハ
按
司
の
祖
先
と
し
て
超
越
的
神
格
、
人
神
と
し
て
英
祖
を
祀
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
④
オ
モ
ロ
で
多
く
の
お
も
ろ
歌
唱
者
ゆ
た
い
き
よ
．
ま
み
ち
け
・
あ
か
わ
り
・
う
き
く
も
が
「
英
祖
に
や
が
末
、
て
だ
が
末
」
と
修
飾
さ
れ
、
大
君
を
た
か
く
て
（
二
六
一
一
一
）
と
う
た
う
。
お
も
る
歌
唱
者
の
対
語
が
「
大
君
の
も
ち
な
し
」
（
も
ち
な
し
は
も
て
な
す
者
。
そ
の
愚
依
者
ｌ
拙
稿
ｉ
）
で
あ
る
の
は
、
歌
唱
者
（
ヒ
キ
）
と
大
君
（
久
米
島
の
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
・
セ
タ
カ
コ
な
ど
イ
ベ
名
の
総
称
）
と
が
血
縁
的
な
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
君
そ
の
他
の
神
降
り
を
最
も
明
確
に
示
す
の
が
キ
ミ
テ
ズ
リ
の
お
も
ろ
で
あ
り
、
そ
の
愚
依
者
は
複
数
で
あ
る
こ
と
が
「
さ
し
ふ
五
こ
ろ
に
降
れ
な
お
ち
へ
」
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ア
オ
リ
ャ
ヘ
・
サ
ス
カ
サ
な
ど
は
、
仲
里
城
御
嶽
の
神
名
と
同
名
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
ら
が
久
米
島
出
自
の
ヒ
キ
役
と血縁的な関係をむすぶ者たちであると推定する（筆者はとくに女神・神女とはかんがえない）。⑤対語関
係
か
ら
み
て
、
オ
モ
ロ
の
聞
得
大
君
は
特
定
の
者
を
さ
す
固
有
名
詞
で
は
な
い
。
オ
モ
ロ
の
示
す
聞
得
大
君
は
、
上
記
の
よ
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う
な
久
米
島
と
王
府
の
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
、
複
数
の
神
名
の
総
称
で
あ
り
、
従
来
説
の
説
く
高
級
神
女
聞
得
大
君
と
は
異
な
る
と
か
ん
が
え
る
。
（卯）オモロについての一般的理解は、たとえば巻二二の、「みおやだいり」などのおもろの担い手は、古琉球期
の
聞
得
大
君
や
君
々
（
高
級
神
女
）
か
ら
オ
モ
ロ
主
取
な
ど
の
官
人
へ
変
化
し
た
と
い
う
解
釈
。
近
年
の
主
な
も
の
に
、
池
宮正治「おもろさうし概説」（「おもろさうし精華抄」’九八七年）。注４の伊從勉氏著書。注２の「沖縄県
史」各論編三（波照間永吉）。注４の島村幸一氏著書など。
（
田
）
『
球
陽
』
（
尚
清
王
、
二
一
一
）
は
国
王
の
久
高
島
行
幸
に
「
神
酒
司
頭
」
と
し
て
随
行
し
神
歌
（
オ
モ
ロ
）
を
う
た
っ
て
風
波
を
鎮
め
た
働
き
に
よ
り
家
来
赤
頭
・
黄
冠
・
神
歌
頭
を
へ
て
大
島
の
地
頭
に
な
っ
た
と
い
う
湛
氏
の
出
世
認
。
湛
氏
の
ヒ
キ
役
か
ら
地
頭
へ
の
転
任
は
、
田
名
文
書
に
も
み
え
る
一
般
的
な
事
例
で
あ
り
、
鬼
大
城
の
オ
モ
ロ
歌
唱
と
同
様
に
、
原
初
の
官
人
ヒ
キ
の
職
事
と
し
て
の
オ
モ
ロ
歌
唱
を
い
う
記
事
と
筆
者
は
み
る
。
（印）「殉死」の習俗については全く不明。「国王頌徳碑」（一五一一二年）に、「男女競進同行、其数及二三十実、
以
下
人
民
五
人
三
人
、
応
分
斉
死
去
、
仙
岩
曰
非
道
義
」
と
あ
る
。
（
昭
）
王
の
葬
礼
に
つ
い
て
円
覚
寺
や
天
王
寺
を
王
や
妃
の
家
廟
と
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
仏
式
に
よ
る
王
家
の
葬
礼
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
富
者
と
貧
者
の
葬
法
の
違
い
な
ど
、
葬
礼
の
歴
史
は
「
沖
縄
一
千
年
史
』
（
真
境
名
安
興
、
昭
和
四
九年、五版、琉球新報社、一一二六頁）参照。
（別）真栄平房昭氏注型の論文（一九八八年、第一書房）一七○頁。
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（
弱
）
村
井
章
介
『
ア
ジ
ア
の
中
の
中
世
日
本
』
（
’
九
八
八
年
、
校
倉
書
房
、
一
○
九
・
二
四
頁
）
。
（
冊
）
ク
ハ
ラ
の
ハ
ラ
は
オ
ト
チ
コ
ハ
ラ
の
ハ
ラ
、
オ
モ
ロ
ト
ノ
ハ
ラ
の
ハ
ラ
と
同
語
で
あ
り
、
複
数
の
者
を
い
う
敬
意
に
欠
け
た
表現。オトチコは、その本拠比屋定では御嶽のイベ名であるが（「仲里旧記」）。オトチコは島尻・儀間など
の
諸
村
の
オ
タ
カ
ベ
で
は
、
「
テ
ダ
の
産
し
破
り
子
」
（
で
き
そ
こ
な
い
の
子
）
や
「
尾
長
」
で
、
田
を
荒
ら
し
稲
を
食
い
荒
ら
す
悪
者
と
し
て
オ
タ
カ
ベ
に
う
た
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
島
内
の
社
会
変
化
、
お
そ
ら
く
は
集
落
の
統
合
に
伴
う
争
い
の
結
果
と
し
て
の
、
オ
ト
チ
コ
な
ど
の
立
場
の
変
化
を
語
る
も
の
と
考
え
る
。
仲
里
城
で
は
、
イ
シ
キ
ナ
ハ
一
族
に
よ
る
仲
里
城
築
造
の
際
の
下
働
き
「
堂
の
犬
や
」
の
下
女
オ
ト
チ
コ
ハ
ラ
、
オ
ト
チ
コ
ハ
ラ
と
い
う
複
数
の
、
井
戸
を
祀
る
祭
祀
者
た
ち
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
一
方
、
「
具
志
川
旧
記
」
等
で
は
意
味
と
無
関
係
に
二
分
さ
れ
て
、
オ
ト
チ
は
ク
ハ
ラ
は
…
、
と
あ
る
。
オ
モ
ロ
の
ク
ハ
ラ
は
こ
れ
と
関
連
す
る
語
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
つ
言
葉
と
し
て
、
オ
モ
ロ
の
ク
ハ
ラ
は
イ
ッ
コ
に
通
じ
る
意
味
を
も
つ
下
層
の
兵
士
を
指
し
て
い
る
と
推
測
す
る
（
拙
稿
ｉ
）
。
征
伐
さ
れ
た
叛
徒
は
「
勝
利
者
の
正
義
」
の
も
と
で
は
「
悪
霊
」
と
し
か
み
な
さ
れ
な
い
（
上
野
千
鶴
子
「
異
人
・
ま
れ
ぴ
と
．
外
来
王
」
「
現
代
思
想
』
一
九
八
四
年
、
四
月
）
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（印）『王朝実録』琉球史料は前期畿内制の行われた地域を記述しないが次の理由から、『海東諸国紀』地図に記
された鬼城・中城・五欲（越久）辺が、前期畿内制にかかわる地域と筆者は憶測する。①『おもろさうと
巻
二
は
、
本
島
中
城
・
越
久
の
お
も
ろ
を
久
米
島
と
同
様
「
首
里
王
府
お
も
ろ
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
中
城
築
城
者
護
佐
丸
に
関
わ
る
鬼
大
城
に
つ
い
て
、
「
球
陽
』
は
「
首
里
州
の
一
忠
臣
」
と
よ
び
、
首
里
州
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
地
域
を
推
測
ざ
235琉球王国一五世紀中期以降の畿内制的な特徴と王城儀礼
Hosei University Repository
せ
る
表
現
が
あ
る
こ
と
。
③
尚
真
以
来
世
子
は
中
城
王
子
を
称
す
る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
中
城
と
の
関
係
を示唆していること。中城は以後長く、世子領、王孫の釆地と定まっていたこと（『南島風土記』三六一一一
頁）、④中城のおもろに「きこえ鬼の君、安谷屋の杜に、上下の十側揃いわちへ」（六七）とあり、国の中
心中城には南北の者が集まり、鬼君がおり、鬼君は世かけ鷲をとり（’○四六）、呪術を使う者（六九）で
あ
り
、
戦
に
関
わ
る
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
た
わ
れ
る
こ
と
。
な
お
、
地
名
「
中
城
」
は
羽
地
仕
置
で
久
米
島
の
中
城
が
仲
里
と
改
名
す
る
ま
で
双
方
に
あ
り
交
流
も
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
鬼
の
君
南
風
の
鬼
は
、
の
ち
の
久
米
島
の
大
ア
ム
君
南
風
（
最
古
の
辞
令
書
は
一
五
六
五
年
）
の
修
飾
語
と
と
ら
れ
て
い
る
が
（
オ
モ
ロ
五
八
四
ほ
か
）
、
こ
れ
ら
は
大
ア
ム
君
南
風
で
は
な
く
、
「
鬼
の
君
」
の
は
へ
六
へ
は
「
按
司
は
へ
（
い
）
」
の
は
い
で
未
詳
語
。
ハ
イ
は
拝
力
）
で
あ
り
「
按
司
は
へ
」
と
「
い
く
さ
子
」
が
対
語
に
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
鬼
の
君
に
近
侍
す
る
兵
士
で
あ
り
奉
仕
者
と
解
釈
し
て
い
る
（
拙
稿
Ⅳ
の
四
二
頁
）
。
但
し
巻
こ
の
オ
モ
ロ
が
一
五
世
紀
半
ば
の
成
立
と
は
考
え
な
い
。
中
城
と
王
城
と
の
特
別
な
関
係
は
、
後
期
の
畿
内
三
間
切
と
と
も
に
後
世
ま
で
保
た
れ
、
そ
の
状
況
下
で
成
立
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。
越
久
に
も
「
上
下
の
み
も
の
す
る
御
倉
」
を
う
た
う
オ
モ
ロ
が
あ
る
。
近
年
、
鷲
や
鬼
と
形
容
さ
れ
る
も
の
と
倭
冠
と
の
関
係
を
み
る
説
も提示されている（吉成直樹・福寛美『琉球王国と倭冠』、森話社、二○○六年、二一○・一一一一頁）。
（兇）注１の西本昌弘氏論文四六頁。
（別）笹山晴生『日本古代衛府制度の研究』（東京大学出版会、一九八五年、五四頁）。
（㈹）吉川真司「律令国家の女官」（『日本女性生活史」１所収、一九九○年、東大出版会、一三二頁）。
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（
日
）
天
武
期
（
七
世
紀
後
半
）
の
朝
賀
の
宴
会
で
は
、
大
臣
・
皇
太
子
の
着
座
、
豊
楽
・
儀
鷲
両
門
の
開
門
後
、
暦
を
す
す
め
る
た
め
に
中
務
省
（
陰
陽
寮
、
天
皇
の
供
奉
・
雑
用
を
任
務
と
す
る
舎
人
を
統
轄
す
る
大
舎
人
寮
等
か
ら
な
る
。
内
舎
人
も
所
属官）の官人大舎人が閾司（女官）に許可を得る。そののち中務省は陰陽寮を率いて門内に入った（倉林
正次『饗宴の研究』儀礼編、桜楓社、昭和六二年再版、一九五頁）。
（皿）笹山晴生『古代国家と軍隊」（中央公論社、昭和五○年、六八・八三・九三・一一一六頁）。
（色九世紀以降近衛府の任務は本来の任務以外にも拡大し、下級官人や舎人も祭礼の舞人・楽人をつとめた。
衛
府
の
官
人
は
神
楽
人
長
な
ど
の
神
職
者
的
役
割
を
も
果
た
し
舞
楽
や
神
楽
と
ふ
か
く
む
す
び
つ
い
て
い
た
。
正
月
節
会
（八世紀末～九世紀初期）では大歌が奏され大舎人・掃部なども参集した（倉林正次『饗宴の研究』儀礼
編、二四○頁）。日本の宮廷には正月節会・大嘗祭・新嘗祭など公儀に用いた神楽歌（大歌）がありその教
習所大歌所（歌舞所）は天皇近侍の雑用係蔵人所との関係が深かった。一○世紀には楽所が設置され、衛
府
の
楽
人
や
雅
楽
寮
の
楽
官
な
ど
が
所
属
し
た
。
左
右
近
衛
府
が
雅
楽
を
奏
し
た
例
（
八
七
九
年
）
、
内
舎
人
や
大
舎
人
が
神
楽
倭
舞
を
行
っ
た
例
（
二
○
二
年
）
、
近
衛
官
人
が
楽
人
や
舞
人
に
な
っ
た
例
が
あ
る
（
荻
美
津
夫
「
古
代
日
本
音
楽
史
論』（吉川弘文館、昭和五三年、一九頁）。また、九世紀半ばの豊明節会に右近衛将監（近衛府の下級官人）
として列した多臣自然麻呂は、｜方では舞楽・神楽の祖と一一一一口われる雅楽家でありその後継者も右近衛府の
官人であり、楽舞と近衛府官人の結びつきを示している（『日本古代氏族人名辞典ご・
（仇）性的の吉川真司氏論文。
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（筋）『平良市史」（第三巻、前近代、資料篇「’九八一年、六一頁）。
（砧）溝口睦子氏は、柳田国男氏の「巫女考」「妹の力」は巫女を知る上で優れた研究であるが、これによって古
代
の
巫
女
の
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
、
柳
田
氏
が
日
本
に
巫
女
の
多
い
理
由
を
女
性
の
身
体
的
特
徴
に
も
と
め
て
、
巫
呪
と
女
性
と
の
関
係
を
特
殊
化
す
る
傾
向
を
み
せ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
霊
界
ｌ
女
性
、
現
実
世
界
ｌ
男
性
、
の
い
わ
ば
役
割
分
担
が
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
固
定
的
に
あ
っ
た
よ
う
な
見
方
を
さ
れ
る
事
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
根
本
的
に
検
討
し
直
す
べ
き
点
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
（
「
記
紀
に
見
え
る
女
性
像
」
ｓ
家
族
と
女
性
の
歴
史』古代・中世、所収、吉川弘文館、平成元年）。古代の史料にあらわれた宮廷などの祭祀においては女性
だ
け
が
神
祭
り
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
職
掌
に
分
担
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
男
女
で
行
う
の
が
常
態
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
は
、
岡
田
精
司
「
宮
廷
巫
女
の
実
態
」
（
『
日
本
女
性
史
」
１
、
原
始
・
古
代
、
所
収
、
’
九
八
二
年
、
四
七
頁
）
、
義
江
明
子
『
日
本
古
代
の
祭
祀
と
女
性
」
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
八
年
、
二
五
二
・
二
五
三
頁
）
に
記
さ
れ
て
お
り、村崎真智子「女性祭祀と女の霊力再考」（『講座日本の民俗学一○』、雄山閣、二○○○年、所収）に学
説
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（町）注船の岡田精司氏論文四七頁。
（閉）注船の岡田精司氏論文四八・五三・五五頁、西本昌弘「八世紀の神今食と御体御卜」（『日本古代の王宮と
儀礼』塙書房、二○○八年、’一一一四頁）。
（的）注銘の西本昌弘氏論文一一一○一一一・三○五・一一一一四頁。
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（
、
）
「
古
称
と
し
て
の
里
主
は
、
昔
の
領
主
で
あ
る
〈
大
や
く
も
い
〉
が
称
し
た
（
『
沖
縄
大
百
科
事
典
」
）
と
い
わ
れ
、
安
良
城
盛
昭
氏
は
渡
口
真
情
氏
と
の
議
論
を
通
じ
て
、
里
主
所
は
、
首
里
大
屋
子
・
大
屋
子
〈
な
ど
）
に
対
し
て
、
王
府
が
給
与
し
た
「職田」であり、それを示すのが古琉球の辞令書である（『新・沖縄史論」’九八○年、沖縄タィムス社、
二
○
頁
）
と
さ
れ
た
。
な
お
、
福
村
光
敏
「
浦
添
地
頭
に
つ
い
て
」
（
「
浦
添
市
立
図
書
館
紀
要
』
二
号
、
’
九
九
○
年
）
は、’六世紀の浦添の地頭・惣地頭に言及する。『王朝実録』の「里毎の長」については「遠方の邑長」礼儀
（
ｂ
）
と
同
じ
で
あ
ろ
う
（
生
田
滋
氏
注
２
論
文
一
○
九
頁
、
注
２
の
『
那
覇
市
史
』
通
史
編
、
’
二
七
頁
）
と
解
釈
さ
れ
て
城王
いる。泊里主を元祖の里主とするのは、既存の邑長とは異なる背景をもつ官職という認識があったのでは飢特
な
か
ろ
う
か
。
な的
（Ⅵ）『沖縄県史』各論編一二（古琉球編、弓削政巳「中山政権と奄美」、二一九頁）は、「由来記』などにより、泊醐畿
里
主
と
泊
御
殿
は
奄
美
島
喚
の
統
治
機
関
と
し
て
主
に
貢
税
そ
の
事
務
処
理
な
ど
重
要
な
職
務
を
担
当
し
た
と
述
べ
る
。
の降
（〃）『内間之御殿由来記』三○五頁。『中山世鑑』巻一一一（尚円）は、尚泰久の即位時、尚円が内間領主の地位に川中
就いたこと、『球陽」巻三（尚円）は家来赤頭から黄冠、次いで「内間の領主」に任じられたと記す。
紀世
（刀）「女官御双紙」は初代の「きこえ大君かなし」を「先国王尚円尊君の御姫」と記しておりこれに従えばその五国
出自は里主階層ということになる（七八頁）。
王球
（別）「伊平屋島旧記集』（一七二六年、『神道大系』神社編、沖縄、所収、五○五・五○七頁）。
琉
（万）喜界島の「勝家系図」によれば一六世紀中琉球から派遣された郡守勝連親方の妻が大婆務（大アム）とな釦
Hosei University Repository
り、孫娘に継承された（注、の弓削政已氏論文二一一一三頁）。
（乃）高良倉吉氏の注２著書「琉球王国の構造」一七四・一七五頁。
（汀）査姓一世・孫姓一世・酪姓一世（『家譜資料」一の六一・九一・九六頁）、察姓一世（『家譜資料』四の二六
八頁）など。
（泊）『辞令書等古文書調査報告書』（昭和五十三年度沖縄県文化財調査報告書一八集、沖縄諸島現存辞令書目録
その他）、高良氏注２著書『琉球王国の構造』七二頁。「田名文書試解」（『仲原善忠全集』巻二）。
（刃）高良倉吉氏注２著書「琉球王国の構造』、一五三頁。同書付録、残存古琉球辞令書一覧。
（別）「大やこ」の「こ」は接尾辞。大屋子Ⅱ大屋（『東恩納寛惇全集』巻六、四七六頁。岩波文庫本）。
（別）田名真之「琉球家譜の成立と意義」（「沖縄近世史の諸相』、ひるぎ社、一九九二年、九六・一○五頁）、「家
譜史料三」（同氏解説、六頁）。
（皿）各々、『家譜資料一一一』六五・一七五・二六○・一一一一二・八八六・六九七・五一七頁。
（別）上江洲敏夫「辞令書の古文書学的考察」（「辞令書等古文書調査報告書」昭和五三年度、沖縄県文化財調査
報告書一八集、所収）。
（別）「沖縄大百科事典『
（
塗
「
琉
球
神
道
記
』
巻
五
「
天
久
権
現
事
」
は
、
目
軽
翁
子
が
天
久
の
山
で
会
っ
た
女
人
を
弁
才
天
と
知
り
、
王
臣
に
奏
し
て
社
を
造
ら
せ
た
。
後
に
天
女
と
翁
子
の
三
人
の
息
子
は
村
を
出
た
、
と
い
う
話
で
あ
り
由
来
記
と
は
異
な
る
。
天
女
Ⅱ
弁
才
天
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という話。『球陽』巻三も同話を収録。
（別）「口碑伝説民話集」（「琉球民話集』所収、一九六○年初版、二七六頁）。
（〃）百次は大台所の旧名（「琉球国中山王府官制ご。百次（もんなみ）は王府の公的儀礼の時の料理を調える所
（注別池宮氏箸八九頁）。
（
胡
）
こ
の
辞
令
書
は
、
こ
の
頃
す
で
に
、
里
主
が
土
地
（
真
人
の
農
地
）
か
ら
小
作
料
を
徴
収
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
ても注目されている（渡口真情『近世の琉球」法政大学出版局、一九七五年、二四二頁）。先代の那覇大
ア
ム
の
退
職
に
よ
り
、
そ
の
姪
オ
ト
マ
ス
モ
イ
が
大
ア
ム
に
任
職
す
る
と
き
の
辞
令
書
で
あ
り
、
叙
任
と
と
も
に
、
そ
れ
に
付
帯
す
る
ノ
ロ
ク
モ
ィ
地
（
現
在
は
真
人
地
で
あ
る
畑
地
）
を
役
地
と
し
て
与
え
、
こ
の
耕
地
に
か
か
る
諸
税
を
免
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
免
除
す
る
諸
税
と
は
「
お
や
み
か
な
い
、
の
ろ
．
さ
と
い
し
．
お
き
て
か
な
い
」
、
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
の
頃
里
主
が
、
シ
マ
の
真
人
地
か
ら
カ
マ
エ
を
取
り
立
て
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
と
読
め
る
も
の
と
い
わ
れ
る
（
安
良
城
盛
昭
氏
注
筋
著
書
一
一
四
～
二
六
頁
）
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
こ
の
頃
か
ら
「
請
地
」
的
な
土
地
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
（的）その他、竜福寺・護国寺・臨海寺・神応寺・万寿寺・聖現寺などの「寺領」「菜園地」を『由来記』等は記
録
す
る
。
こ
れ
も
私
有
地
的
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
（帥）石上英一氏の注６論文。
（肌）『女官御双紙』のほか、『由来記』『琉球国旧記』〈’七三一年成立）、『球陽』（一七四五年成立、尚徳王一一
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七
・
二
八
）
等
が
収
載
す
る
。
（肥）「妻を泊大阿母潮花司となし、之に賜うに田畑高四石二斗八合六勺、浦添間切名嘉瑠邑に賜う。今其地を名
づけて泊大阿母志良礼次良と曰う（安謝の名寄帳に見ゆ）（「家譜資料三）。
（冊）正徳元年九月二日の「尚真王進貢等事」の執照があり、「特遣王舅亜嘉尼施、同正議大夫鄭久長史察賓等」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
『
歴
代
宝
案
一
校
訂
本
第
二
冊
、
二
○
七
頁
）
。
そ
の
シ
マ
名
仲
西
を
、
亜
嘉
尼
施
と
記
し
た
も
の
で
あ
ろうという（田名真之『近世琉球史の諸相』一三八頁）。
（別）「毛姓家譜」（家譜資料三、六九四頁）、「明実録』（嘉靖元年、一五一一一一年）、『明実録の琉球史料』一一（和田
久徳他訳注、一一○○三年、六五頁）。
（肥）王舅については従来『明実録」『歴代宝案」『世鑑』巻三などからみて、使者と同じで官職名であり、尚円
王
代
頃
に
王
舅
制
度
に
変
化
が
あ
っ
た
（
生
田
滋
氏
注
２
論
文
、
一
○
七
頁
）
、
ま
た
『
歴
代
宝
案
」
に
み
る
と
、
皇
帝
即
位
や
立
皇
太
子
に
対
す
る
慶
賀
と
、
国
王
の
襲
封
・
諭
祭
へ
の
謝
恩
の
際
に
派
遣
さ
れ
る
進
貢
正
使
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
首
里
の上級士族から任じられた（性別の「「明実録』の琉球史料（二）」の注六○、一○一頁）という。しかし
家
譜
で
み
る
と
、
実
際
に
、
王
・
東
宮
あ
る
い
は
王
族
の
舅
と
推
定
さ
れ
る
者
を
王
舅
と
記
す
場
合
が
多
い
。
既
述
の
宗
義
・
毛
文
英
の
例
の
ほ
か
、
王
舅
と
し
て
渡
明
し
た
馬
姓
三
世
の
女
は
、
尚
豊
王
妃
と
い
い
、
実
際
に
王
舅
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
司
官
和
為
美
（
景
明
、
生
死
不
伝
）
の
場
合
。
和
姓
家
譜
は
一
世
和
為
美
（
浦
添
親
方
景
明
）
を
王
舅
と
は
記
し
て
い
な
い
が
、
『
球
陽
」
（
尚
質
王
三
四
三
項
）
の
い
う
、
「
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
～
’
五
○
五
）
の
、
法
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拙
稿
と
テ
キ
ス
ト
ｉ「畿内としての首里みしまについて」ｌオモロ解釈のために（『沖縄文化研究』一五号、’九八九年）。
Ⅱ
「
お
も
る
歌
唱
者
に
つ
い
て
の
問
題
」
Ｉ
（
同
右
、
一
七
号
、
一
九
九
一
年
）
。
伽
「
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
み
る
久
米
島
出
自
の
神
々
の
変
容
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
ｌ
ア
ォ
リ
ャ
ヘ
ほ
か
と
「
ヒ
キ
」
制
度
と
のかかわりＩ（同右、二八号、二○○一一年）。
Ⅳ
「
中
世
沖
縄
の
稲
祭
と
雨
乞
儀
礼
に
み
る
大
ア
ム
シ
ラ
レ
と
ヒ
キ
系
官
員
の
役
割
」
上
ｌ
王
府
と
久
米
島
に
み
る
二
系
的
な
祭
祀に関連してＩ（同右、三○号、二○○四年）。
ｖ「同右」下ｌ主に、王府のミシキョマと雨乞儀礼に関して－（同右、一一一二号、二○○六年）。
司
王
舅
浦
添
親
方
」
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
家
譜
に
よ
れ
ば
、
一
世
は
尚
清
王
・
尚
元
王
の
時
代
に
国
頭
間
切
の
総
地
頭
職・三司官。二世景平の継室が今帰仁王子の女であるから、王族女性の舅、「王舅」と認識されていたので
あ
ろ
う
。
天
子
に
朝
貢
す
る
資
格
は
、
国
王
に
限
ら
れ
た
か
ら
、
王
舅
は
そ
の
王
の
代
理
と
も
い
う
べ
き
者
で
あ
っ
た
。
（恥）石上英一氏の注６論文。注、の「沖縄県史』二二○頁。
（Ｗ）「口碑伝説民話集」（「琉球民話集一所収、一九六○年初版、二七六頁）。
（肥）高梨一美「琉球王国の祭司組織の基礎的研究」急民俗宗教の地平」所収、一九九九年、春秋社、所収）。
（的）古瀬奈津子『日本古代王権と儀式』（吉川弘文館、平成十年、二・二一一頁）。性別の真栄原氏論文参照。
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テ
キ
ス
ト
『おもろさうし」上・下（岩波文庫、二○○○年）、「南島風土記』（東恩納寛惇、昭和四九年三版、沖縄郷土文化
研究会）、「定本琉球国由来記」（外間守善・波照間永吉編著、平成九年、角川書店）、『琉球国旧記』〈琉球史料叢
書、昭和一一一八年、井上書房、所収）、『中山世譜』『中山世鑑」（琉球史料叢書、昭和一一一八年、井上書房、所収）、
「琉球神道記」（昭和四五年、角川書店）、「女官御双紙』『伊平屋島旧記集』『内間之御殿由来記」ｓ神道大系』神
社編、沖縄、昭和五七年、所収）、「球陽』読み下し篇（昭和四九年、角川書店）、「久米仲里旧記」「久米仲里間切
公
事
帳
」
「
久
米
具
志
川
間
切
旧
記
」
「
君
南
風
由
来
井
位
階
且
公
事
」
ｓ
沖
縄
久
米
島
」
資
料
篇
、
弘
文
堂
、
昭
和
五
八
年
）
、
『
那
￣印甲
ＸⅥｕ Ｘ１Ｘ Ｖ Ｖ 
「
王
城
祭
祀
に
お
け
る
禁
中
女
官
・
君
々
ほ
か
の
職
事
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
１
首
里
城
正
殿
大
庫
理
と
大
美
御
殿
を
中
心
にＩ（同右、一一一三号、二○○七年）。
「
中
世
沖
縄
の
王
府
儀
礼
〈
キ
ミ
テ
ズ
リ
百
果
報
事
〉
の
意
義
」
ｌ
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
公
事
帳
に
み
る
「
御
捧
」
献
上
の
場〈君誇〉に関連して（同右、三十四号、二○○八年）。
「琉球王国の航海儀礼と歌謡ｌ乗員による儀礼という視点からＩ（同右、三五号、二○○九年）。
「『おもろさうし』のキミカナシとヒキの官員」（同右、一一九号、二○○三年）。
「史料にみる琉球の弁才天信仰」（『南島史学』四二号、一九九三年）。
「
琉
球
神
道
記
ｌ
キ
ン
マ
モ
ン
と
外
来
の
神
仏
」
（
岩
波
講
座
「
日
本
文
学
と
仏
教
」
八
巻
、
所
収
、
一
九
九
四
年
）
。
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Hosei University Repository
覇市史家譜資料』（昭和五一年）、「那覇市史家譜資料」
八年）、『琉球国中山王府官制」察応瑞・察鐸・程順則編
、
首
里
系
（
昭
和
五
七
年
）
。
同
書
四
、
那
覇
・
泊
系
（
昭
和
五
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